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人口と開発〃目次扉・スケッチ印度にて､21歳｡父はインド､母はマレー人
杉本雄三．固く元・関西電力病院長〉

巻
頭
言
／
東
ア
ジ
ア
の
通
貨
危
機
と
日
本
の
対
応

◇
中
鬮
の
香
港
化
ｌ
華
人
経
済
と
の
関
連
Ｉ

．
「
少
子
・
高
齢
化
」
問
題
で
充
実
し
た
研
修

ｌ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
圏
会
議
員
団
が
来
日
ｌ

◆
日
本
の
少
子
化
と
家
族

国
連
・
人
道
問
題
局
を
廃
止
／
社
会
保
障
制

度
見
直
し
急
務
／
東
ア
ジ
ア
貧
困
人
口
が
半

減
／
Ｃ
Ｏ
２
削
減
・
途
上
国
の
抑
制
／
一
人
っ

子
政
策
め
ぐ
り
衝
突
／
百
歳
以
上
初
の
八
千

人
突
破
／
高
齢
医
療
費
最
高
約
酊
兆
円
／
日

本
温
暖
化
、
卯
兆
円
水
没
／
扣
歳
以
上
、
１

◆
環
境
問
題
と
は

◆
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
都
市
化
の
新
局
面

世
界
人
口
デ
ー
ｌ
記
念
・
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
閾
く
Ｉ

・
黒
田
俊
夫
先
生
「
国
連
人
口
賞
受
賞
」
を
祝
う
会
開
か
れ
る

・
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
消
息

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
－
ら
む

割
突
破
／
死
因
の
地
域
差
縮
小
／
社
会
を
「
環

境
調
和
型
』
に
／
人
口
と
環
境
の
研
究
急
げ
／

国
連
・
拠
出
金
削
減
再
考
を
／
途
上
国
の
人

口
抑
制
政
策

積
下
武
志
４

原
洋
之
介
３

西
岡
八
郎

吉
田
昭
彦
釦

池
田
寛
二
躯
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レア

東
ア
ジ
ア
諸
国
全
域
に
通
貨
不
安
が
ひ

ろ
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
タ
イ
・
バ
ー
ツ
の

急
落
を
先
が
け
と
し
て
、
ほ
ぼ
一
ヵ
月
後

に
は
香
港
ド
ル
ま
で
売
り
投
機
に
さ
ら
さ

れ
は
じ
め
た
。
東
ア
ジ
ア
新
興
市
場
経
済

圏
は
、
国
際
金
融
市
場
か
ら
事
実
上
の
対

米
ド
ル
、
ペ
ッ
グ
制
の
下
に
資
金
の
導
入

を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
資
本
流
入
が
続
く

限
り
経
常
収
支
赤
字
が
続
く
が
、
経
常
収

支
赤
字
の
解
消
が
み
ら
れ
な
い
限
り
通
貨

売
り
の
潜
在
圧
力
が
存
在
し
続
け
る
こ
と

に
な
る
。
ま
さ
に
こ
の
冷
酷
な
経
済
原
理

を
背
景
と
し
て
、
こ
の
度
一
斉
に
東
ア
ジ

ア
通
貨
売
り
が
発
生
し
た
訳
で
あ
る
。
そ

れ
は
通
貨
危
機
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

我
が
国
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
等
国
際
機
関
と
シ

蕊

巻
頭
言

０８

場
介
入
資
金
融
通
協
定
も
制
度
化
さ
れ
て

い
こ
う
。
長
期
的
に
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
が

外
資
準
備
と
し
て
円
を
も
っ
と
保
有
し
う

る
よ
う
な
状
態
を
我
が
国
が
積
極
的
に
作

の通貨危機とア
ン

ｌと1本の対応ア

東アジア

ン
ガ
ポ
ー
ル
等
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
協
力

し
て
、
タ
イ
・
パ
ー
ツ
支
援
の
た
め
の
ド

ル
資
金
援
助
を
お
こ
な
う
こ
と
を
公
表
し

た
。
ア
ジ
ア
地
域
全
域
に
わ
た
る
外
為
市

り
出
す
必
要
が
再
度
強
調
さ
れ
は
じ
め
て

い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
回
の
通
貨
危

機
を
契
機
と
し
て
、
日
本
の
ア
ジ
ア
経
済

外
交
は
こ
れ
ま
で
と
は
い
さ
さ
か
様
相
を

異
に
し
た
も
の
へ
と
変
質
し
て
い
く
こ
と

に
な
ろ
う
。

通
貨
危
機
の
背
景
で
東
ア
ジ
ア
諸
国
経

済
が
大
き
な
構
造
的
欠
陥
を
か
か
え
て
い

る
事
実
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
海
外

か
ら
流
入
し
た
資
金
の
大
半
は
、
不
動
産

取
引
等
に
流
れ
、
輸
出
財
産
業
と
い
う
物

づ
く
り
の
現
場
に
は
そ
れ
程
流
れ
て
い
な

い
。
こ
う
い
う
状
況
が
続
く
限
り
、
各
国

通
貨
へ
の
信
認
が
そ
う
簡
単
に
回
復
さ
れ

る
と
は
い
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
最
近
ま

で
大
半
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
主
張
し
て
い

た
金
融
も
含
め
て
経
済
自
由
化
を
す
れ
ば
、

必
ず
経
済
が
良
く
な
る
と
い
う
の
は
、
ど

う
も
神
話
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
我
が
国
と

し
て
は
、
物
づ
く
り
の
場
で
の
生
産
性
を

時
間
を
か
け
て
ひ
き
あ
げ
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
よ
う
な
経
済
環
境
作
り
を
国
際
社

会
の
な
か
で
主
導
し
て
い
く
ぺ
き
で
あ
る

二
つ
。
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東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
長

》ユョ勵剰ツトワーク
海
域
都
市
香
港
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

小
規
模
な
ギ
ル
ド
を
中
心
と
し
て
多
種
多
様

で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
が
伝
統
的
な
慣
行
を
維

持
し
な
が
ら
諸
地
域
間
の
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
作
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く

に
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
に

か
け
て
、
ま
た
東
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
大
陸

に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
地
域
別
の
商
業
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
移
民
と
送
金
、
金
融
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
重
な
り
あ
っ
て
、
香
港
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
心
部
を
な
し
て
い
た
と
い
え

る
。香
港
の
移
民
は
、
’
九
世
紀
半
ば
に
始
ま

る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ

カ
大
陸
へ
の
移
民
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
対
し
て
、
香
港
か
ら

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
経
由
し
て
増
大
し
た
移

民
は
、
香
港
の
対
米
移
民
が
広
東
省
、
福
建

濱
下
武
志ど
雛
總
針
蝋

ア
の
農
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
、

中
国
か
ら
の
移
民
労
働
力
、
お
よ
び
イ
ン
ド

か
ら
の
移
民
労
働
力
が
送
り
込
ま
れ
た
。

こ
れ
ら
の
経
緯
は
、
海
外
移
民
の
華
僑
送

金
と
し
て
海
外
か
ら
の
本
国
送
金
と
い
う
金

融
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
意
味
し
、

そ
れ
は
同
時
に
交
易
関
係
の
一
層
の
拡
大
を

も
た
ら
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
移
民
、

交
易
、
金
融
は
、
三
者
一
体
と
な
っ
て
、
香

港
の
対
外
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
作
っ
た
。

麺‐「『凶一一制度

九
九
七
年
七
月
一
日
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
中
国

に
返
還
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う

に
そ
の
位
置
を
変
え
る
の
だ
ろ
う
か
、
あ
る

い
は
変
え
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
歴
史
的
に
対
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
範
囲
に
形
成
し
て
き
た
香
港
は
、
一

香
港
の
中
国
へ
の
返
還
は
、
次
の
三
つ
の

項
目
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
。
⑩
｜
国
一
一

平



中国の香港化一一華人経済との関連

〔右頁・写真〕香港の夜景
制
度
と
い
う
形
で
、
香
港
特
別
行
政
区
を
設

定
す
る
こ
と
、
②
港
人
治
港
と
い
う
、
香
港

人
が
香
港
を
統
治
す
る
と
い
う
自
治
の
考
え

方
、
③
五
○
年
間
現
行
の
制
度
を
変
え
な
い
、

こ
の
三
項
目
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
三
項
目
は
、
今
後
香
港
運
営
の

基
本
と
な
る
「
香
港
基
本
法
」
の
な
か
で
、

以
下
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
一
国
家
二
制
度
と
い
う
表
現
は
中
華
人

民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区
基
本
法
の
な
か

の
序
文
に
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
一

つ
の
国
家
二
種
の
制
度
に
照
し
て
、
香
港
に

お
い
て
は
社
会
主
義
の
制
度
を
政
策
を
実
行

し
な
い
、
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
序
言
の
性

格
か
ら
い
っ
て
、
一
国
家
二
制
度
は
き
わ
め

て
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
と
い
う
こ

汀
詳
罰
自
の
対
外
交
護

一
本
法
」
の
な
か
で
、
ま
た
、
第
七
章
、
対
外
事
務
の
項
目
の
も

一
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
と
で
は
、
第
一
五
○
条
に
、
香
港
特
別
行
政

一
い
う
表
現
は
中
華
人
区
の
政
府
代
表
は
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府

声
政
区
基
本
法
の
な
か
代
表
団
の
団
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
中
央

る
。
そ
こ
で
は
、
一
人
民
政
府
が
お
こ
な
う
香
港
特
別
行
政
区
と

一
に
照
し
て
、
香
港
に
の
直
接
に
関
係
す
る
外
交
談
判
に
参
加
す
る

制
度
を
政
策
を
実
行
と
規
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
一
五
一
条
で
は
、

て
い
る
。
序
言
の
性
香
港
特
別
行
政
区
は
、
経
済
、
貿
易
、
金
融
、

一
家
二
制
度
は
き
わ
め
航
運
、
通
信
、
旅
行
、
文
化
、
体
育
な
ど
の

ジ
で
あ
る
と
い
う
こ
領
域
で
、
中
国
・
香
港
の
名
目
の
下
で
単
独

で
世
界
各
国
、
各
地
域
お
よ

轆
籍
檸
起
檸
嗣
鋸
び
関
係
す
る
国
際
組
織
と
の

州
蝉
築
秘
鬮
韓
癩
礦
間
で
関
係
を
保
持
し
発
展
さ

》
》
櫻
壁
》
寵
鍔
岼
”
．
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

》》一一『》》》》田》》》』》一一｛》》》■》壱一
●
１
洋
大
東
東
主

と
が
で
き
る
。
具
体
的
な
条
文
に
入
る
前
の

序
文
は
、
香
港
を
回
復
す
る
強
い
主
張
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

に
対
し
て
、
香
港
と
香
港
特
別
行
政
区
に
関

係
の
あ
る
適
切
な
領
域
の
国
際
組
織
と
国
際

会
議
に
対
し
て
、
香
港
特
別
行
政
区
政
府
は

代
表
を
派
遣
し
、
中
華
人
民
共
和
国
代
表
団

の
構
成
員
あ
る
い
は
中
央
人
民
政
府
と
上
述

の
関
係
す
る
国
際
組
織
あ
る
い
は
国
際
会
議

に
認
め
ら
れ
た
身
分
を
も
っ
て
参
加
し
、
中

国
・
香
港
の
名
義
に
よ
っ
て
意
見
を
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
香
港
特
別
行
政
区
は
、

中
国
・
香
港
の
名
義
に
よ
っ
て
、
国
家
を
単

位
と
し
な
い
国
際
組
織
と
国
際
会
議
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
香
港
が
独
自
の
対

外
交
渉
権
を
経
済
、
社
会
、
文
化
の
側
面
で

保
持
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
と

同
時
に
、
そ
の
香
港
が
中
国
・
香
港
と
い
う

名
目
で
自
ら
の
主
張
を
述
べ
参
加
す
る
と

い
う
形
で
、
中
国
が
そ
の
影
響
下
に
香
港
の

対
外
交
渉
を
お
こ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
中
国
は
、
香
港
を
回
復
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
香
港
が
も
つ
総
体
的
に
独
自
な
対
外
関

係
、
対
外
交
渉
力
を
活
用
し
て
、
一
層
対
外

的
交
渉
の
選
択
肢
を
広
げ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。

５



》Ⅱ鬮關掴還と海国中国の
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
香
港
の
中
国

返
還
は
、
海
の
香
港
が
陸
の
中
国
に
吸
収
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
中

国
が
香
港
を
回
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
海
国

化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

南
の
海
に
む
け
て
中
国
が
登
場
し
た
時
期
は

歴
史
的
に
み
て
、
今
回
が
最
初
で
は
な
い
。

海
国
中
国
と
し
て
歴
史
的
に
あ
ら
わ
れ
た

時
代
は
、
宋
の
時
代
の
イ
ス
ラ
ム
商
人
の
登

場
、
ま
た
明
代
の
鄭
和
の
遠
征
に
み
ら
れ
る

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン
ド
洋
、
イ
ス
ラ
ム
世

界
へ
の
影
響
力
、
交
流
の
拡
大
に
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
第
三
番
目
に
は
、
一
九

世
紀
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
時

代
お
よ
び
ア
ヘ
ン
戦
争
を
経
過
し
、
開
港
場

が
慶
門
・
寧
波
・
上
海
な
ど
、
中
国
東
南
の

沿
海
に
広
が
っ
た
時
代
に
み
ら
れ
る
。

》「酊胤副本法と海
そ
し
て
現
在
は
、
第
四
番
目
の
海
国
中
国

の
登
場
が
香
港
の
返
還
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
よ

う
と
し
て
い
る
。
こ
の
歴
史
的
に
第
四
番
目

の
海
の
時
代
の
登
場
は
、
一
九
八
○
年
代
か

ら
激
し
く
な
っ
た
南
沙
諸
島
を
め
ぐ
る
海
底

資
源
の
確
保
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
る
、
そ
し
て
香
港
と
い
う
海
港
を
回
復
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
の
参
入
は
一
層
加
速

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
香
港
基
本
法

と
し
て
、
香
港
特
別
行
政
区
に
、
今
年
七
月

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
全
国
的
な
法
律
の
な

か
に
、
そ
の
第
四
項
と
し
て
、
中
華
人
民
共

和
国
政
府
が
領
海
に
か
ん
す
る
声
明
が
あ
る
。

こ
れ
は
領
海
問
題
は
、
全
国
的
性
格
を
持
っ

た
法
律
と
し
て
、
香
港
の
自
治
よ
り
上
位
に

位
置
付
け
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
中
国
が
香
港
に
主
権
を
行
使
す
る
こ

と
は
、
海
に
対
し
て
よ
り
中
国
が
影
響
力
を

拡
大
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

》「卿脚州通の内外ネット
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
の
ア
ジ
ア
の
金
融
市

場
に
た
い
し
て
、
長
い
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商

人
・
企
業
家
・
政
府
は
、
そ
れ
を
市
場
と
見

な
さ
ず
、
き
わ
め
て
閉
鎖
的
で
あ
り
、
ま
た

独
自
の
内
部
的
取
引
慣
行
に
支
え
ら
れ
て
お

り
、
か
つ
資
金
の
保
存
形
態
は
”
退
蔵
〃
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
観
察
し
て
い
る
。
同
時

に
、
国
際
金
融
に
つ
い
て
も
、
ア
ジ
ア
の
商

人
は
そ
こ
に
進
出
す
る
こ
と
は
な
く
、
近
代

以
降
の
広
域
金
融
は
も
っ
ぱ
ら
欧
米
か
ら
進

出
し
た
外
国
銀
行
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え

た
。し
か
し
な
が
ら
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に

存
在
し
た
民
間
金
融
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

地
域
経
済
の
内
部
に
お
い
て
も
、
ま
た
広
域

経
済
に
お
い
て
も
、
交
易
網
に
対
応
し
た
金

融
網
を
持
ち
、
活
発
な
資
金
の
移
動
に
よ
っ

て
交
易
活
動
と
表
裏
一
体
と
な
っ
た
金
融
活

動
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。

華
人
社
会
を
例
に
取
る
と
、
民
間
庶
民
金

融
の
内
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
『
銀
会
」
と
い

う
金
融
組
織
の
活
動
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
組
織
は
地
域
に
よ
っ
て
会
合
・
標
会
・

揺
会
な
ど
と
地
方
に
よ
っ
て
名
称
は
異
な
り
、

ま
た
形
式
も
異
な
っ
て
い
る
が
実
質
は
基
本

的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
同
様
な
民
間
庶
民
金

融
は
朝
鮮
の
契
、
日
本
の
頬
母
子
、
イ
ン
ド

の
ト
ン
テ
ィ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
リ
サ

ン
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン
ド
を
経
て
、

ト
ル
コ
か
ら
、
北
ア
フ
リ
カ
に
か
け
て
み
ら

６
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多
い
（
図
１
参
照
）
。

と
き
に
は
公
共
的
な
目
的
に

も
使
用
さ
れ
る
。
商
業
的
な

資
金
が
も
こ
の
会
の
組
織
を

通
し
て
調
達
さ
れ
る
こ
と
も

れ
る
。

会
と
い
う
名
称
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
の
集
ま
り
は
、
地
方
の
社
会
秩
序
に
基
盤

を
持
っ
て
、
臨
時
的
に
組
織
さ
れ
る
。
会
首

が
一
人
ず
つ
輪
番
に
受
け
取
る
こ
と
と
し
、

｜
巡
す
る
と
解
散
す
る
。
構
成
員
は
地
方
社

会
の
構
成
員
と
重
な
っ
て
お
り
、
受
け
取
っ

た
金
は
個
人
的
資
金
と
し
て
活
用
す
る
他
、

Ａ
３

＜－－－

図１「会」にみる資金の内部ネットワーク

わ園

華
人
間
金
融
の
外
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

広
域
地
域
内
部
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
金
融

網
と
し
て
存
在
し
た
。
そ
れ
は
送
金
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
は
様
々
な
利
益
機
会
を
求
め
て

資
金
が
流
入
し
た
。
送
金
は
交
易
決
済
や
移

民
送
金
の
目
的
を
以
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
送
金
の
た
め
の
資
金
は
、

｜
‐

｜
銀
行

Ｉ

図２華僑送金にみる資金の外部ネットワーク

一
九
世
紀

中
庸
以
降

に
本
格
化

し
た
東
南

ア
ジ
ア
か

ら
中
国
華

的
に
は
一

一
一
、
三
世

紀
に
》
哩
圦

ま
、
歴
史

を
転
換
さ

よ
り
多
く

の
利
益
機

会
を
求
め

て
送
金
の

形
や
方
向

せ
る
。
い

（
四
）
資
金
を
外
国
通
貨
に
替
え
、
前
記
二
）

０
の
手
段
を
通
し
て
運
用
す
る
。

（
二
資
金
を
金
・
銀
に
投
資
し
、
ブ
リ
オ

ン
市
場
で
運
用
し
利
益
を
得
る
。

（
六
）
資
金
を
地
下
金
融
・
地
下
商
品
に
投

資
す
る
。

（
七
）
資
金
は
基
本
的
に
香
港
金
融
市
場
に

送
ら
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
華
南
へ
転
送
さ
れ

る
た
め
に
中
国
元
に
転
替
さ
れ
る
。
そ
こ
に

お
い
て
も
為
替
市
場
で
も
運
用
が
図
ら
れ
る
。

（
八
）
香
港
に
お
い
て
も
‘
前
記
（
｜
）
（
二
）

南
に
向
け
た
華
僑
送
金
の
例
を
取
っ
て
み
よ

う
（
図
２
参
照
）
。

華
僑
送
金
を
東
南
ア
ジ
ア
現
地
で
引
き
受

け
る
銀
信
局
（
銀
信
瞳
免
局
）
は
零
細
な
送

金
資
金
を
手
元
に
留
め
、
あ
る
程
度
の
ま
と

ま
っ
た
資
金
と
し
て
運
用
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
送
金
資
金
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て

次
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
る
。

（
ご
手
持
ち
資
金
を
外
国
銀
行
に
預
金
し
、

預
金
利
子
を
得
る
。

（
二
）
預
金
を
交
易
品
に
投
資
し
、
貿
易
取

引
を
香
港
で
決
済
し
、
差
額
を
入
手
す
る
。

三
）
資
金
を
為
替
に
投
資
し
、
為
替
売
買

の
利
益
を
入
手
す
る
。

７



（
三
）
（
四
）
（
五
）
（
六
）
の
手
段
が
利
用
さ
れ
、

改
め
て
利
益
の
拡
大
が
な
さ
れ
る
。

（
九
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
香
港
へ
と
い
う

ル
ー
ト
が
事
情
に
よ
っ
て
は
変
更
さ
れ
、
マ

レ
ー
シ
ア
・
タ
イ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ

リ
ピ
ン
・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
な
ど
の
金
融
市
場
を

経
由
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
の
利
益
拡
大

が
図
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
送
金
者
と
受
取
人
と

い
う
当
事
者
間
の
送
金
行
為
は
そ
の
間
に
東

南
ア
ジ
ア
な
ら
び
に
香
港
を
含
む
華
南
の
金

融
市
場
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
を
、
よ
り
多

く
の
利
益
機
会
を
求
め
て
形
や
方
向
を
替
え

な
が
ら
移
動
し
、
そ
こ
に
資
金
を
提
供
す
る

と
い
う
作
用
を
も
た
ら
し
た
。
そ
こ
で
は
数

千
万
に
及
ぶ
東
南
ア
ジ
ア
華
僑
の
本
国
送
金

の
チ
ャ
ネ
ル
が
、
商
品
市
場
や
為
替
市
場
と

相
互
に
リ
ン
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
融

市
場
の
全
体
を
拡
大
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
た
。
こ
の
点
は
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
、

イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
移
民
し
た
印
僑

に
お
い
て
も
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
歴
史

的
に
形
成
さ
れ
て
い
た
華
南
と
東
南
ア
ジ
ア

と
の
、
ま
た
イ
ン
ド
と
東
南
ア
ジ
ア
と
の
交

易
・
移
民
関
係
は
、
同
時
に
金
融
市
場
に
よ
っ

地
図
に
沿
っ
て
香
港
の
後
背
地
を
見
て
い

く
と
、
以
下
の
事
が
わ
か
る
。
全
体
と
し
て
、

香
港
は
様
々
な
方
向
か
ら
見
て
、
多
く
の
後

背
地
を
持
っ
て
い
る
入
り
口
に
位
置
し
て
い

る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
（
図
３
参
照
）
。

（
こ
ま
ず
香
港
と
華
南
か
ら
華
中
へ
の
沿

海
地
方
は
歴
史
的
に
見
て
も
沿
海
交
易
が
活

発
に
お
こ
な
わ
れ
、
沿
海
経
済
が
最
も
発
達

し
た
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
度
門
や
福
州
、

泉
州
、
温
州
、
寧
波
、
上
海
へ
と
連
続
し
た

沿
海
交
易
が
あ
り
、
香
港
、
広
東
の
影
響
力

が
北
上
し
た
地
域
で
あ
り
、
歴
史
を
経
て
今

日
、
改
革
開
放
下
の
中
国
の
経
済
発
展
を
代

表
す
る
地
域
で
あ
る
。

（
二
）
香
港
の
直
接
的
後
背
地
と
し
て
、
広

東
省
南
部
か
ら
華
南
を
展
望
す
る
珠
江
デ
ル

タ
地
帯
が
あ
る
。
華
南
の
農
業
や
手
工
業
生

産
は
香
港
を
経
由
し
て
輸
出
さ
れ
、
ま
た
香

港
を
経
由
し
て
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
農
産
物

の
輸
入
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

（
三
）
香
港
か
ら
西
南
中
国
を
望
む
。
香
港

て
覆
わ
れ
て
い
た
。

香
港
を
め
ぐ

背
地
関
係
の

ろ
複
合
的
後

形
成

か
ら
、
貴
州
、
雲
南
を
経
て
四
川
へ
と
至
る

地
域
で
あ
る
。
西
南
中
国
は
歴
史
的
に
は
内

陸
地
域
を
形
作
っ
て
い
た
が
、
東
南
ア
ジ
ア

北
部
や
香
港
を
経
由
し
て
ヒ
ト
や
モ
ノ
の
流

れ
が
形
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三

七
年
に
日
本
軍
が
上
海
に
侵
攻
し
た
あ
と
、

内
陸
へ
向
か
っ
た
資
金
や
ヒ
ト
の
流
れ
は
、

こ
の
西
南
地
域
を
経
て
香
港
へ
と
至
り
、
台

湾
へ
移
動
し
た
。
現
在
台
湾
か
ら
の
里
帰
り

（
探
親
）
が
こ
の
地
域
に
多
い
こ
と
も
、
こ

の
歴
史
的
背
景
に
よ
る
。

（
四
）
東
南
ア
ジ
ア
北
部
、
大
陸
部
を
後
背

地
と
す
る
香
港
の
位
置
を
見
る
。
ベ
ト
ナ
ム

の
北
部
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
の
北
部
に
か
け
て
、

香
港
が
雲
南
と
東
南
ア
ジ
ア
と
を
結
ぶ
中
継

地
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

い
わ
ば
大
陸
部
東
南
ア
ジ
ア
を
南
北
に
分
け

る
中
継
地
域
が
、
香
港
と
そ
の
性
質
と
役
割

を
共
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
五
）
香
港
と
半
島
部
東
南
ア
ジ
ア
や
島
喚

部
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
後
背
地
を
見
る
。

華
南
か
ら
香
港
を
経
由
し
て
移
民
が
お
こ
な

わ
れ
、
半
島
部
か
ら
島
喚
部
東
南
ア
ジ
ア
に

か
け
て
多
く
の
華
人
街
や
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
作
っ
た
。
そ
こ
で
は
モ
ノ
や
カ
ネ
が

８



中国の香港化一一華人経済との関連一一

『、
、

、

、

、

〆移
動
し
、
華
僑
商
人
が
活
躍
す
る
場
と
な
り
、

外
国
資
本
も
参
加
し
、
イ
ン
ド
商
人
、
イ
ス

ラ
ム
商
人
も
加
わ
っ
て
、
多
角
的
な
交
易
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
作
っ
た
。
後
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
が
植
民
地
と
し
た
地
域
で
も
あ
っ
た
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
商
人
は
歴
史
的
な
華
僑
や
印
僑

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
い
た
の
で
あ

り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
香
港
を
、
ベ
ン
ガ
ル

湾
、
南
シ
ナ
海
、
東
シ
ナ
海
を
中
継
す
る
交

易
・
金
融
セ
ン
タ
ー
と
し
て
形
作
っ
た
。

も
資
源
獲
得
に
参
加
し
て
い
る
。
中
国
は
南

抄
諸
島
に
対
す
る
歴
史
的
な
占
有
権
を
主
張

し
て
お
り
、
今
後
対
立
が
い
っ
そ
う
激
化
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

（
七
）
台
湾
を
後
背
地
と
す
る
香
港
の
役
割

に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
香
港
の
主
権
が

中
国
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
香

港
は
五
○
年
間
独
自
の
経
済
活
動
を
保
持
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
大
陸
中
国
は
台
湾

を
香
港
の
後
背
地
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
こ

〃

くう

図３香港の多角的後背地関係

（
六
）
香
港
か
ら

南
シ
ナ
海
を
臨
む

海
洋
地
域
に
対
す

る
後
背
地
へ
の
広

が
り
が
あ
る
。
現

在
、
海
底
資
源
を

め
ぐ
っ
て
、
中
国

と
ベ
ト
ナ
ム
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
台
湾
、

ブ
ル
ネ
イ
が
激
し

い
資
源
獲
得
競
争

を
繰
り
広
げ
て
お

り
、
欧
米
や
日
本

に
接
近
す
る
方
策
を
と
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。（
八
）
こ
れ
ら
の
地
域
を
含
み
な
が
ら
、
日

本
、
韓
国
、
シ
ベ
リ
ア
・
ロ
シ
ア
、
中
国
東

北
地
方
に
わ
た
る
香
港
の
後
背
地
と
し
て
の

地
域
が
考
え
ら
れ
る
。
歴
史
的
に
み
て
も
、

日
本
は
絶
え
ず
香
港
の
経
済
的
な
役
割
を
活

用
し
て
き
た
の
で
あ
る
し
、
シ
ベ
リ
ア
・
ロ

シ
ア
に
お
い
て
も
二
○
世
紀
初
頭
の
大
豆
貿

易
で
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
香
港
を

経
由
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
さ
れ
た
量
は

少
な
く
な
い
。
ま
た
最
近
韓
国
は
、
ア
ジ
ア

南
部
に
対
す
る
経
済
活
動
の
な
か
で
、
香
港

を
活
用
す
る
機
会
を
高
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
香
港
の
経
済
地
理
的
な

位
置
は
、
政
治
地
理
的
な
役
割
が
変
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
後
よ
り
い
っ
そ
う
多
角
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
い
わ
ば
香
港
を
め
ぐ
っ
て
多
角
的
な
後

背
地
関
係
が
形
成
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い

く
で
あ
ろ
う
し
、
い
わ
ば
こ
の
大
華
南
地
域

の
中
で
、
香
港
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
ア
ジ

ア
域
内
で
の
経
済
的
、
政
治
的
活
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

,



￣

阿
藤
副
所
長
（
中
央
）
に
熱
心
に
質
問
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

議
員
（
国
立
社
会
保
障
・
人
ロ
問
題
研
究
所
で
）

lＩｌＩ

毒壷11霞

齢
化
』
問
題
で
充
実
し
た
研
修

本
協
会
主
催
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
賛
助
事
業
で
あ

る
ア
ジ
ア
と
日
本
の
国
会
議
員
交
換
研
修
事

業
の
受
け
入
れ
が
今
年
も
行
わ
れ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
議
員
団
（
団
長
コ
リ
ン
・
ホ
リ
ス

議
員
）
が
日
本
の
人
口
・
開
発
事
情
視
察
の

た
め
来
日
し
た
。
四
人
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

国
会
議
員
（
別
項
）
に
、
マ
ー
ク
・
ラ
ス
キ

ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
補
佐
を
加
え
た
計
五

人
の
一
行
は
、
九
月
一
五
日
早
朝
到
着
し
、

一
九
日
ま
で
の
五
日
間
の
日
程
を
精
力
的
に

こ
な
し
、
一
九
日
夜
帰
国
し
た
。

到
着
早
々
の
一
五
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
ゴ
リ
ン
・
ホ
リ
ス
団
長
が
現
在
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
抱
え
て
い
る
人
口
問
題
や
、

今
回
参
加
し
た
議
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
分

野
を
紹
介
。
マ
ー
ク
・
ラ
ス
キ
ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ

事
務
局
長
補
佐
は
日
本
の
人
口
活
動
へ
の
資

金
拠
出
を
高
く
評
価
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
の
メ
ン

オ
ー
ス
ト
｜
フ
リ
ア
・
国
会
議
員
団
が
来
曰

バ
ー
が
八
月
に
行
っ
た
橋
本
首
相
へ
の
陳
情

に
つ
い
て
感
謝
し
た
。

訪
日
中
の
一
行
は
、
日
本
の
人
口
問
題
や

社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
の
講
義
を
東
京
で

受
け
た
後
、
京
都
・
神
戸
へ
移
動
、
老
人
福

祉
・
母
子
保
健
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復

興
状
況
を
視
察
し
た
。
議
員
団
は
各
現
場
で
、

そ
れ
ぞ
れ
興
味
・
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
を
熱

心
に
質
問
、
充
実
し
た
交
換
研
修
と
な
っ
た
。

ま
た
日
本
の
国
会
議
事
堂
を
谷
津
義
男
Ｊ

Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
幹
事
長
の
案
内
で
見
学
し
た
り
、

中
山
太
郎
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
主
催
の
ホ
テ
ル
・

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
の
夕
食
会
に
臨
み
、
友

好
を
深
め
た
。

一
六
日
、
一
行
は
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
を
訪
れ
、
阿
藤
誠
副
所
長
か
ら

「
日
本
の
人
口
動
向
と
少
子
・
高
齢
化
問
題
」
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｢少子・高齢化」問題で充実した研修

ｌ
訪
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
議
員
団
メ
ン
バ
ー
‐

●
コ
リ
ン
。
ホ
リ
ス
下
院
議
員
（
団
長
）

●
バ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
下
院
議
員
（
労
働
党
総
裁
）

●
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ソ
ム
リ
エ
イ
下
院
議
員

●
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ス
ト
ー
ン
下
院
議
員

●
マ
ー
ク
・
ラ
ス
キ
ン
国
際
家
族
計
画
連
盟
事
務
局
長
補
佐

二
）
少
子
化
に
つ
い
て

日
本
の
人
口
問
題
と
し
て
高
齢
化
と
出
生

率
低
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。
’
九
九
五
年
の
合

計
特
殊
出
生
率
は
一
・
四
一
一
に
達
し
、
イ
タ

リ
ア
の
一
・
一
一
五
（
九
一
一
年
）
、
旧
西
ド
イ
ツ

の
一
・
三
四
（
九
四
年
）
よ
り
状
況
は
よ
い

も
の
の
、
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

出
生
率
低
下
の
原
因
と
し
て
、
核
家
族
の

増
加
、
男
女
と
も
に
教
育
が
普
及
し
た
こ
と

な
ど
、
日
本
の
社
会
変
化
が
大
き
な
原
因
だ

と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
高
等
学
校
へ
の
進

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。

社
会
保
障
・
人
口
研
阿
藤
副

所
長
の
講
義
要
旨

学
率
は
、
’
九
七
○
年
後
半
か
ら
男
女
と
も

九
○
％
に
達
し
て
お
り
、
大
学
に
関
し
て
は

特
に
女
子
の
進
学
率
が
同
時
期
に
著
し
く
伸

び
て
い
る
。

こ
の
教
育
の
普
及
、
特
に
女
子
の
高
学
歴

化
は
、
少
子
化
傾
向
の
原
因
を
探
る
上
で
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
高
等
教
育
が
広
が

る
に
つ
れ
、
世
間
が
女
性
の
社
会
進
出
に
関

し
て
好
意
的
に
な
り
＄
ま
た
そ
れ
に
伴
っ
て
、

女
性
の
方
も
積
極
的
に
仕
事
に
就
く
よ
う
に

な
っ
た
。
’
九
九
五
年
の
女
子
の
年
齢
階
級

別
労
働
力
人
口
比
率
の
推
移
は
、
女
性
が
今

迄
よ
り
長
く
働
き
、
ま
た
多
く
の
者
が
労
働

に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
女
性
の
自
立
は
結
婚
の
パ
タ
ー

ン
に
も
影
響
。
総
務
庁
統
計
局
の
調
べ
に
よ

る
と
、
近
年
男
女
と
も
に
未
婚
率
は
伸
び
て

き
て
お
り
、
特
に
三
○
歳
か
ら
一
一
一
四
歳
の
未

婚
率
は
一
九
七
○
年
に
比
べ
る
と
一
九
九
五

年
は
一
一
倍
以
上
増
え
て
い
る
。
ま
た
結
婚
適

齢
期
の
一
一
五
歳
か
ら
一
一
九
歳
人
口
の
未
婚
率

は
、
男
子
の
一
一
○
％
増
に
比
べ
、
女
子
は
一
一

倍
以
上
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

数
字
か
ら
、
男
女
と
も
未
婚
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
が
、
特
に
男
性
が
結
婚
難
の
時

国旧局＝

鯛|国|､爵鰭豊
Ｐ

ｊＩ

時平成９年11月４日㈹１２:30～17:００

場イイノホール

（東京都千代田区内幸町2-1-1飯野ビル7Ｆ）
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代
に
突
入
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
は
性
比
の
関
係
も
あ
る
が
、
女
性
が
自

由
を
求
め
て
未
婚
ま
た
は
晩
婚
を
選
ん
で
い

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
離
婚
の
増

加
も
（
中
年
層
の
人
口
が
多
い
の
で
離
婚
率

自
体
は
低
い
が
）
少
子
化
の
原
因
と
し
て
考

慮
さ
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
。

（
二
）
労
働
人
ロ
の
減
少

日
本
が
抱
え
て
い
る
深
刻
な
問
題
の
一
つ

に
労
働
人
口
の
減
少
が
あ
る
。
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
と
、
現
在
の

労
働
人
口
を
頂
点
と
し
て
、
二
○
五
○
年
ま

で
に
約
三
一
一
一
一
一
六
万
人
減
少
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
反
対
に
、
老
年
人
口

は
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

一
九
九
五
年
の
六
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
は

一
四
一
八
万
人
、
七
五
歳
以
上
の
後
期
老
年

人
口
は
二
六
九
万
人
増
加
す
る
と
思
わ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
労
働
力
不
足
の
解
決
策
の
一

つ
と
し
て
労
働
移
民
の
受
け
入
れ
が
あ
る
。

日
本
経
済
が
バ
ブ
ル
期
に
あ
っ
た
時
に
は
、

労
働
移
民
は
歓
迎
さ
れ
て
い
た
が
、
バ
ブ
ル

経
済
崩
壊
後
、
労
働
移
民
は
あ
ま
り
企
業
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。二
つ
目
の
解
決
策
と
し
て
定
年

の
引
き
上
げ
が
見
ら
れ
る
。
二
○

年
前
ま
で
は
定
年
五
五
歳
で
あ
っ

た
の
に
、
現
在
多
く
の
企
業
は
六

○
歳
定
年
制
を
採
用
し
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
人
口

が
職
場
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
こ
の
傾
向
は
年
金
給

付
年
齢
が
六
○
歳
か
ら
六
五
歳
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

六
○
歳
で
退
職
し
て
も
実
際
年
金

だ
け
で
は
生
活
し
て
い
け
ず
、
な

ん
ら
か
の
形
で
仕
事
に
就
く
こ
と

が
要
求
さ
れ
、
右
記
の
傾
向
を
強

め
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
再
就

職
の
一
般
的
な
方
法
と
し
て
、
官
庁
か
ら
私

企
業
へ
の
「
天
下
り
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
議
員
か
ら
、

な
ぜ
こ
の
「
天
下
り
」
が
私
企
業
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
か
と
の
質
問
が
あ
っ
た
が
、

阿
藤
副
所
長
は
「
官
庁
に
務
め
て
い
る
も
の

は
高
学
歴
で
、
私
企
業
は
そ
の
経
験
と
知
識

を
期
待
し
て
歓
迎
し
て
い
る
」
と
答
え
た
。

（
三
）
高
齢
化

来
た
る
べ
き
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
日

本
は
早
急
な
対
策
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
は
、
’
九
九

六
年
に
は
二
○
・
九
％
だ
っ
た
老
年
従
属
人

口
指
数
が
、
二
○
五
○
年
に
は
五
九
・
｜
％

ま
で
上
が
る
と
推
計
し
て
い
る
。

高
齢
者
保
健
福
祉
対
策
と
し
て
、
一
九
九

国会議事堂本会議場を外交官席から見学

（左からバリー･ジョーンズ、コリン･ホリス、
アレックス･ソムリエイ、シャーマン･ストーンの各議員）
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｢少子・高齢化」問題で充実した研修

我
が
国
の
社
会
保
障
制
度
は
ド
イ
ツ
に
な

ら
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
日
本
初
の
社
会

保
険
制
度
は
、
一
九
二
二
年
の
健
康
保
険
法
、

そ
の
後
、
’
九
六
一
年
の
国
民
健
康
保
険
と

国
民
年
金
が
施
行
さ
れ
、
初
め
て
全
国
民
が

社
会
保
険
制
度
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
こ
と
と

昼
食
会
の
後
、
谷
津
義
男
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
副
幹

事
長
の
案
内
で
国
会
議
事
堂
を
見
学
。
日
本

の
国
会
の
裏
話
を
聞
き
、
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
た
。
続
い
て
参
議
院
議
員
会
館
に
移
動
。

日
本
社
会
事
業
大
学
の
阿
部
實
学
部
長
か
ら

「
日
本
の
社
会
福
祉
・
社
会
保
障
に
つ
い
て
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
義
を
受
け
た
。

○
年
代
の
大
き
な
動
き
は
、
「
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ

ン
』
二
九
八
九
年
）
を
見
直
し
、
一
九
九
五

年
に
「
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
介
護
休
暇
の
充

実
、
介
護
保
険
制
度
の
創
設
等
が
推
し
進
め

ら
れ
て
い
る
。

阿
部
・
日
本
社
会
事
業
大
学
教

授
の
講
義
要
旨

二
つ
の
講
義
を
受
け
た
後
、
議
員
団
は
品

川
区
に
あ
る
松
下
電
器
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。
ハ
イ
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー

ル
や
Ａ
Ｖ
Ｃ
会
議
室
な
ど
日
本
の
先
端
技
術

な
っ
た
。

日
本
の
保
険
・
社
会
保
障
制
度
は
社
会
保

険
、
公
的
援
助
、
児
童
手
当
や
そ
の
他
の
社
会

手
当
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
戦
傷
病
者
援
護
、

公
共
ロ
ー
ン
制
度
の
六
つ
の
柱
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
同
教
授
は
、
失
業
保

険
や
様
々
な
年
金
の
種
類
な
ど
心
そ
の
六
つ
の

制
度
を
支
え
る
内
容
に
つ
い
て
細
か
く
説
明
。

最
後
に
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
社
会
保
障

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
ふ
れ
た
。
今
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
介

護
を
担
う
人
員
や
施
設
が
不
足
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
今
後
、
保
険
は
公
的
機
関
よ
り
も
私

的
機
関
が
大
半
の
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
と
指
摘
、
一
行
に
深
刻
な
我
が
国

の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
た
。

松
下
電
器
で
曰
本
の
ハ
イ
テ

ク
を
見
学

松
下
電
器
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

Ａ
Ｖ
Ｃ
会
議
室
を
体
験

曇

1３



を
見
学
、
特
に
パ
ナ
メ
デ
ィ
ッ
ク
と
い
う
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
機
器
に
は
感
嘆
の
声
を
あ

げ
て
い
た
。

｜
七
日
は
早
朝
、
新
幹
線
で
京
都
に
移
動

し
、
終
日
古
都
の
風
情
を
楽
し
み
、
日
本
の

歴
史
と
文
化
に
触
れ
た
。

神
戸
市
役
所
に
笹
山
市
長
を

表
敬

一
八
日
、
神
戸
市
役
所
を
訪
問
し
、
神
戸 ■ 金閣寺庭園で抹茶に古都の風情を楽しむ

ア
ジ
ア
都
市
情
報
セ
ン
タ
ー
の
三
好
正
英
常

務
理
事
・
事
務
局
長
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
活
動

内
容
説
明
に
続
き
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

つ
い
て
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
た
。
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の

中
で
は
、
震
災
の
被
害
の
大
き
さ
、
市
民
の

仮
設
住
宅
生
活
、
復
興
状
況
の
様
子
に
つ
い

て
説
明
が
さ
れ
て
い
て
、
｜
行
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
二
（
推
定
）
と
い
う
大
地
震
に
も
関

わ
ら
ず
、
急
速
な
復
興
を
遂
げ
た
こ
と
を
称

賛
し
、
当
時
の
行
政
や
医
療
機
関
の
対
応
、

ま
た
震
災
後
の
市
民
の
精
神
的
な
後
遺
症
等

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

…

(手前・右）を神戸市役所に笹山市長

表敬訪問

三
好
正
英
常
務
理
事
・
事
務
局
長
と
の
質

疑
応
答
後
、
笹
山
神
戸
市
長
と
会
見
。
市
長

か
ら
、
ま
す
ま
す
深
ま
り
つ
つ
あ
る
神
戸
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
友
好
関
係
と
、
高
齢

化
に
対
す
る
市
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。
ホ
リ
ス
団
長
は
、
今
回
視
察
団
一
行

の
受
け
入
れ
に
対
し
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

神
戸
の
高
齢
者
用
施
設
の
見
学
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
『
老
人
健
康
セ
ン
タ
ー

（
老
人
保
健
施
設
こ
う
ぺ
・
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
総
称
）
」
、
「
東
部
高

齢
者
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
』
、
「
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
真
愛
ホ
１
ム
」
、
「
シ
ル
バ
ー
ハ
イ

ッ
日
暮
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
自
立
生
活

を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
高
齢
者

や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
創
設
さ
れ
た
。

一
行
は
神
戸
市
の
高
齢
化
の
状
況
や
施
設

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
リ
ハ
ビ
リ
器

神
戸
高
齢
者
総
合
ケ
ア
・
セ
ン

タ
ー
を
訪
問

“



｢少子・高齢化」問題で充実した研修

巽韻一

鋼

具
、
介
助
浴
室
な
ど
施
設
を
見
学
し
た
が
、

こ
ま
や
か
な
配
慮
が
さ
れ
た
設
備
に
感
嘆
の

声
が
絶
え
な
か
っ
た
。

陶芸にいそしむシルバーカレッジの人達を視察（しあわせの村にて）

こ
の
後
、
北
区
に
あ
る
高
齢
者
、
障
害
者
、

児
童
、
婦
人
、
勤
労
者
等
す
べ
て
の
市
民
を

対
象
と
し
た
施
設
「
し
あ
わ
せ
の
村
」
へ
移

動
。
こ
の
施
設
は
、
市
民
の
交
流
の
場
と
し

て
、
ま
た
社
会
福
祉
推
進
の
場
と
し
て
平
成

元
年
に
開
村
さ
れ
た
。
閑
静
で
広
大
な
敷
地

に
建
つ
お
し
ゃ
れ
な
施
設
は
、
屋
根
が
オ
レ

ン
ジ
色
、
壁
面
が
白
色
。
一
帯
の
雰
囲
気
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
郊
外
に
そ
っ
く
り
で
、

一
行
は
「
素
晴
ら
し
い
」
を
連
発
し
て
い
た
。

こ
の
「
し
あ
わ
せ
の
村
」
に
は
障
害
者
や

高
齢
者
が
自
立
・
社
会
参
加
実
現
の
た
め
の

施
設
が
八
つ
、
学
習
・
交
流
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の
た
め
の
施
設
五
つ
、
一
七
の
屋
外
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
、
国
内
で

も
数
少
な
い
総
合
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

場
で
あ
る
。

ビ
デ
オ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
活
動
内
容

の
説
明
を
受
け
た
一
行
は
、
続
い
て
小
前
千

春
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
副
学
長
に
案
内
さ
れ

各
施
設
を
見
学
し
て
回
っ
た
。
学
園
祭
に
む

け
て
歌
や
太
鼓
を
練
習
中
の
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ

最
終
日
の
一
九
日
、
兵
庫
県
立
こ
ど
も
病

院
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、
産
科
医
療
と

新
生
児
医
療
を
一
体
化
さ
せ
、
一
一
四
時
間
体

制
で
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
や
新
生
児
の
管
理
・

治
療
に
備
え
た
先
端
設
備
を
視
察
し
た
。
小

川
恭
一
院
長
か
ら
、
施
設
や
、
現
代
日
本
の

母
子
保
健
・
医
療
の
状
況
の
説
明
を
受
け
、

二
人
の
医
師
に
案
内
さ
れ
、
新
生
児
室
、
産

婦
人
科
室
、
分
娩
室
な
ど
を
見
学
。
高
度
な

「
し
あ
わ
せ
の
村
」
を
視
察
し
た
後
、
新
神

戸
に
あ
る
布
引
公
園
へ
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
上

り
、
眼
下
に
広
が
る
ミ
ナ
ト
神
戸
の
美
し
い

景
色
を
眺
め
、
ひ
と
と
き
の
休
息
に
安
ら
ぐ
。

夜
は
神
戸
都
市
情
報
セ
ン
タ
ー
主
催
夕
食
会

に
招
か
れ
、
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
親
睦

を
深
め
た
。

ジ
の
生
徒
達
と
会
話
を
交
わ
し
、
し
ば
し
国

際
友
好
親
善
の
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。「
兵
庫
県
立
こ
ど
も
病
院
周
産
期

医
療
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察

1５
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装
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け
で
な
く
、

妊
婦
が
楽
に
使
え
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
洗

髪
室
な
ど
こ
ま
や
か
な
気
配
り
が
さ
れ
た
セ
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に
、
興
味
深
く
メ
モ
を
走
ら
せ
て
い

］
．
（
ｉ
ｔ
．
？
｜
・
‐
が
片
＄
Ｆ
１
寺
、
｜
，
。
ｗ
β

⑥‐‐・・‐岼．》｜⑤．」一百ケか戸（托守・▲
。
に
－

日０’，●ｒ‐Ｇけ汐已斌・●Ｐ十０へ。
。
ｐ
凸
い
れ
‐
舳
怒
鐸
毎

ケ
■
：
‐
ユ
。
ひ
－

－
ｑ
日
‐
＄
守
且
・
心
●

．
‐
・
一
午
ｔ
午
十
●
山
子
且
。

｜
’
●
■
Ｐ
■
●
◇
０
℃

・麺（靴いい飛輪吟糀
ｂ
Ⅱ
品
（
冒

邑
Ｐ
』

ｒ
、
。
。
●
ザ
１
．
Ｑ

『
一
一
『

出
目
・
ｆ
ｌ
ｌ

２可一・‐。β‐や評一
夕
砂

や
■
伊
・

・
Ｆ
ｒ

・
几
ケ
ニ

も

〉

勺
「

型
て
‐

可
●

’
５
－

庁
Ｌ
ｌ
ｌ ｒ
Ｌ

宮
句一
佇
心
が
「
二
孕
凸
。
・
伯
．鱗IMji｣懸l1iiiiiiiIi

先端医療機器についてスタッフから説明を受ける
（兵庫県立こども病院周産期医療センタ で）

た
。こ
の
後
、
『
阪
神
・
淡

路
大
震
災
復
興
支
援
館
」

で
、
小
川
学
副
館
長
か

ら
館
の
事
業
概
要
を
聞

き
、
震
災
か
ら
現
在
ま

で
の
復
興
の
様
子
を
ま

と
め
た
ビ
デ
オ
が
上
映

さ
れ
た
。
震
災
の
状
況

を
伝
え
る
、
館
内
の
様
々

な
パ
ネ
ル
や
模
型
を
見

学
、
さ
ら
に
メ
リ
ヶ
ン

パ
ー
ク
に
あ
る
「
神
戸

港
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー

ク
」
で
震
災
の
傷
跡
を

目
の
当
た
り
に
し
、
し

き
り
に
カ
メ
ラ
に
収
め

て
い
た
。

午
後
は
市
立
博
物
館

や
、
白
鶴
美
術
館
、
灘

の
生
一
本
で
知
ら
れ
る

酒
蔵
を
訪
ね
、
白
鶴
酒
造
で
酒
の
で
き
る
ま

で
を
見
学
、
す
っ
か
り
日
本
酒
党
に
な
り
、

お
土
産
に
日
本
酒
を
買
い
求
め
、
短
い
五
日

室鑿::霊
間
の
日
程
だ
っ
た
が
、
充
実
し
た
日
程
を
消

化
し
て
、
同
日
夜
、
関
西
空
港
か
ら
帰
国
し

た
。

（
星
合
千
春
）

阪神・淡路大震災復興支援館で館の活動内容について説明を受ける一行

J６
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日
本
で
は
、
一
九
八
九
年
の
二
・
五
七

シ
ョ
ッ
ク
」
以
来
、
少
子
化
、
あ
る
い
は
出

生
率
低
下
の
問
題
が
広
く
国
民
一
般
に
も
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
す
で

に
一
九
七
○
年
代
半
ば
以
降
、
出
生
率
は
人

口
の
単
純
再
生
産
を
可
能
に
す
る
置
換
水
準

（
二
・
○
八
）
を
下
回
り
、
第
一
一
の
人
口
転

卒生山殊
敗
特

主
計

山
合

合
計
特
殊
出
生
串
一
一

５
４
３
２
１
０

Ⅱ■Ⅱ

出
生
政

昭和22年３０４０

【1947）（1955）（19650

厚生客士亘宜■“ＮＰＰ璽旦向■いや型

副
” ６０平成元年

985Ｍ1989）
7

(1995（

ま
ず
、
次
節
の
前
提
で
も
あ
る
子
ど
も
数

の
減
少
な
ど
人
口
学
的
な
要
因
の
変
化
に
つ

い
て
少
し
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
と
く
に
、
出

生
率
の
変
化
に
関
す
る
実
態
把
握
の
二
つ
の

見
方
を
中
心
に
言
及
し
て
お
こ
う
。

図
１
は
、
人
口
に
関
心
の
あ
る
人
で
あ
れ

ば
、
よ
く
目
に
す
る
出
生
率
の
低
下
と
出
生

数
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
を

み
る
と
、
戦
後
の
出
生
数
、
出
生
率
の
推
移

換
と
も
い
わ
れ
る
レ
ベ
ル
で
一
一
○
年
以
上
も

推
移
し
て
い
る
。
と
く
に
、
一
九
八
○
年
代

半
ば
以
降
は
顕
著
な
低
下
を
示
し
、
’
九
九

五
年
に
は
一
・
四
二
と
史
上
最
低
を
記
録
し

て
い
る
。
最
新
の
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」

（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
、
’

九
九
七
・
こ
で
は
、
出
生
率
が
今
日
の
よ

う
な
状
況
で
低
迷
す
る
な
ら
ば
、
一
二
世
紀

の
半
ば
に
も
国
民
の
三
人
に
一
人
が
六
五
歳

以
上
の
高
齢
者
と
い
う
超
高
齢
社
会
を
予
測

し
て
い
る
。

こ
の
少
子
化
の
問
題
が
、
家
族
に
及
ぼ
し

た
影
響
は
家
族
の
形
態
や
構
造
の
み
な
ら
ず
、

一
、
少
子
化
過

陸
一
つ
の
波
動
を
形
成
し
推
移
し
て
い
る
。

こ
の
現
象
が
人
口
変
動
過
程
に
お
け
る
多
産

か
ら
少
産
へ
の
出
生
力
転
換
の
過
程
で
も
あ

る
。
人
口
研
究
で
は
、
し
ば
し
ば
人
口
動
態

の
変
化
に
み
ら
れ
る
『
多
産
多
死
」
、
「
多
産

少
死
」
、
「
少
産
少
死
」
へ
の
移
行
を
人
口
転

換
と
呼
ぶ
。
こ
れ
を
日
本
に
当
て
は
め
る
場

合
、
便
宜
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
二
五
年
以

前
の
世
代
、
一
九
一
一
五
～
一
九
五
○
年
生
ま

広
く
『
家
族
と
は
何
か
」
と
い
っ
た
家
族
の

本
質
に
ま
で
及
ぶ
多
大
の
も
の
で
あ
る
。
許

さ
れ
た
紙
面
で
、
少
子
化
過
程
に
お
け
る
家

族
の
形
態
的
変
化
の
統
計
的
把
握
に
ま
で
ふ

れ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
少

子
化
が
ど
の
よ
う
に
進
行
し
、
そ
の
関
連
で
、

家
族
の
機
能
の
う
ち
子
育
て
に
関
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

受
け
変
化
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
家
族
の

な
か
に
少
子
化
を
生
み
出
す
よ
う
な
要
因
を

内
包
し
て
い
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
か
、
な

ど
に
つ
い
て
考
え
、
二
一
世
紀
の
家
族
を
考

え
る
一
助
と
し
た
い
。

’
Ｅ
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れ
の
世
代
、
’
九
五
○
年
以
降
に
出
生
し
た

世
代
を
あ
て
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
人

口
変
動
の
結
果
、
人
口
の
年
齢
構
成
に
大
き

な
変
化
が
生
じ
、
と
く
に
「
多
産
少
死
」
世

代
が
親
の
世
代
の
二
倍
の
人
口
規
模
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
、
社
会
の
動
き
（
変
化
）
に

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
。

こ
の
図
の
戦
争
直
後
の
い
わ
ゆ
る
団
塊
の

世
代
と
称
さ
れ
る
第
一
次
ベ
ピ
ー
ブ
ー
ム
世

代
か
ら
の
急
激
な
出
生
率
低
下
を
戦
後
第
一

の
低
下
と
す
る
な
ら
、
一
九
七
○
年
代
半
ば

か
ら
始
ま
る
二
つ
目
の
山
か
ら
の
低
下
は
人

口
の
置
換
水
準
を
下
回
る
第
二
の
低
下
と
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
世
界
で
比
類

な
き
現
象
を
示
し
て
い
る
。
前
者
は
、
先
進

諸
国
で
も
類
を
み
な
い
非
常
に
短
期
間
の
う

ち
に
出
生
力
低
下
を
み
た
こ
と
（
こ
の
速
さ

が
超
高
齢
社
会
到
来
の
テ
ン
ポ
を
加
速
さ
せ

た
と
い
っ
て
よ
い
）
、
後
者
は
、
そ
の
低
さ
に

お
い
て
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン

な
ど
の
南
欧
諸
国
と
超
低
出
生
率
を
競
う
ほ

ど
で
あ
る
。

こ
こ
で
用
い
て
い
る
出
生
力
の
水
準
を
知

る
た
め
の
指
標
は
、
一
般
に
、
『
女
子
が
一
生

の
間
に
産
む
子
ど
も
数
を
表
す
」
合
計
特
殊

出
生
率
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
特

定
の
年
次
に
出
生
し
た
女
性
の
一
生
を
追
跡

し
て
実
際
の
子
ど
も
数
を
把
握
し
た
も
の
で

は
な
く
、
「
あ
る
年
、
た
と
え
ば
一
九
九
六
年

の
一
年
間
の
年
齢
別
出
生
率
か
ら
期
待
さ
れ

る
女
性
の
平
均
生
涯
出
生
児
数
」
を
算
出
す

る
も
の
で
、
一
年
間
の
出
生
頻
度
を
観
察
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
の
中
の

『
ひ
の
え
う
ま
」
の
年
（
一
九
六
六
年
）
の

よ
う
に
、
出
産
を
避
け
た
り
晩
婚
化
が
何
年

か
続
く
と
、
か
り
に
一
生
の
間
に
産
む
子
ど

も
の
数
に
変
化
が
な
く
て
も
、
年
次
ご
と
に

出
生
率
は
変
動
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
出

生
率
の
観
察
方
法
を
期
間
出
生
力
法
と
い
う
。

こ
の
方
法
に
よ
る
あ
る
期
間
の
出
生
率
の
変

化
要
因
を
、
有
配
偶
女
子
の
出
生
率
（
日
本

で
は
婚
姻
外
出
生
が
き
わ
め
て
少
な
い
の
で
）

と
有
配
偶
関
係
割
合
の
変
化
の
影
響
に
分
け

て
計
算
し
て
み
る
と
、
最
初
の
急
激
な
出
生

率
の
低
下
は
、
既
婚
女
子
の
出
生
率
自
体
の

低
下
が
寄
与
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
’
九
七
○
年
代
半
ば
以
降
に
始

ま
っ
た
第
二
の
出
生
率
の
低
下
を
要
因
分
解

す
る
と
、
低
下
の
大
部
分
は
未
婚
者
女
子
の

割
合
が
上
昇
し
た
こ
と
諺
す
な
わ
ち
未
婚
化
、

晩
婚
化
の
進
行
に
よ
っ
て
説
明
が
つ
く
と
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
期
間
出
生
力
指
標
で
は
、
特
定

集
団
の
出
生
率
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
の
方
法
に
対
し
、
あ
る
特
定

の
人
口
集
団
の
も
っ
て
い
る
実
際
の
出
生
力

を
観
察
す
る
方
法
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

一
般
に
、
こ
の
方
法
を
コ
ー
ホ
ー
ト
法
と
い

い
、
あ
る
特
定
の
出
生
集
団
ご
と
に
実
際
の

出
生
経
験
を
観
察
し
出
生
力
の
変
化
を
把
握

す
る
方
法
で
あ
る
。
表
１
は
、
有
配
偶
女
子

の
出
生
コ
ー
ホ
ー
ト
別
に
子
ど
も
数
の
分
布

を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
っ
て
、

世
間
の
言
説
の
い
く
つ
か
の
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
般
に
子
ど

も
の
い
な
い
夫
婦
に
つ
い
て
は
最
近
の
カ
ッ

プ
ル
ほ
ど
多
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
、
一
九
一
一
八
年

以
降
の
コ
ー
ホ
ー
ト
と
そ
れ
以
前
で
は
子
ど

も
数
の
分
布
に
変
化
が
起
き
て
い
る
こ
と
、

な
ど
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
古
い
出
生
コ
ー

ホ
ー
ト
ほ
ど
子
ど
も
の
い
な
い
夫
婦
が
多
く
、

子
ど
も
数
の
分
布
に
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
、

子
ど
も
の
産
み
方
に
は
多
様
性
が
み
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
出
生
二
１
ホ
ー
ト
が
新
し
く

J８



日本の少子化と家族

表１出生コーホート別子ども数の分布

●西岡八郎(にしおか.'まちろう》

1950年生まれ｡国立社会保障・人口問題

研究所部長。社会学専攻（専門分野は地
域社会、家族､人ロ研究)。メキシコ滞在

は通算３年９カ月に及ぶ。著述に「夫の

家事、育児に関する役割遂行の実態と評

定」「出産､子育てをめぐる人的サポート

資源の活用状況」（観代日本における家
族の意識と実態』厚生統計協会)、「家族

の機能の変化」（『人ロ変動と家族』大明

堂）などがある。

1977年以降：人口問題研究所「出産力調査」（各回）

出
産
や
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
夫
、
両
親
、
き
ょ
う
だ
い
な
ど
の
同

居
非
同
居
を
含
め
た
親
族
、
近
隣
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
の
人
々
な
ど
非
親
族
の
人
的
サ

ポ
ー
ト
資
源
、
さ
ら
に
保
育
所
な
ど
の
施
設

を
は
じ
め
と
す
る
社
会
的
資
源
な
ど
に
よ
っ

な
る
ほ
ど
（
若
い
夫
婦
ほ
ど
）
次
第
に
子
ど

も
数
は
一
一
、
一
一
一
人
に
集
中
し
、
’
九
三
一
一
一
年

以
降
生
ま
れ
で
は
八
割
以
上
を
占
め
、
と
く

に
、
二
人
の
カ
ッ
プ
ル
が
過
半
数
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
、
明
ら
か
に
子
ど
も
の
産
み
方

が
規
範
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
出
生
率
低

下
の
一
方
で
、
出
生
集
団
ご
と
の
夫
婦
間
の

子
ど
も
数
は
、
一
九
一
一
一
三
年
以
降
生
ま
れ
で

二
、
人
口
変
動

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が

実
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し

子
育
て
の
問
題
は
、
高
齢
者
の
介

護
ほ
ど
に
は
「
社
会
化
」
さ
れ
て

お
ら
ず
、
個
人
の
自
助
努
力
に
依

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
場
合
、

身
近
な
親
族
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が

て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

と
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
機
能
の
変
化

二
）
身
近
な
親
族
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
ー
多

産
少
死
期
。
戦
前
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
ｌ

家
族
は
も
っ
と
も
確
実
で
安
定
し
た
サ
ポ
ー

ト
の
源
泉
で
あ
る
が
、
と
く
に
、
子
ど
も
を

産
ん
だ
本
人
の
母
親
は
出
産
や
育
児
の
支
援

に
対
す
る
最
重
要
な
人
的
資
源
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
の
存
在
、
生
存
の

有
無
は
子
の
出
産
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
に
大
き

く
影
響
す
る
。

た
サ
ポ
ー
ト
の
担
い
手
も
人
ロ
変
動
と
と
も

に
状
況
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、

そ
の
特
徴
と
な
る
部
分
に
着
目
し
実
態
調
査

の
資
料
を
用
い
な
が
ら
ふ
れ
て
い
こ
う
。

は
そ
れ
ほ
ど
変
化
は
し
て
い
な
い
。
ほ
ぼ
一
一
・

二
人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

期
間
で
み
た
出
生
率
は
長
期
的
な
低
下
傾
向

を
示
し
て
い
る
が
、
出
生
コ
ー
ホ
ー
ト
別
に

観
察
す
る
と
夫
婦
あ
た
り
の
子
ど
も
数
で
あ

る
婚
姻
出
生
力
に
つ
い
て
は
、
戦
後
結
婚
し

た
夫
婦
間
で
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。

J,

1970年以前：総務庁「国勢調査」（各回）

出生

コーホート 調査年

調査

対象者

子ども数（人）

なし１２３４人以上

平均

子ども数(人）

'890年以前

I89I-I895

I896-I900

I9〔)Ｉ－ｌ９０５

１９１１－ｌ９Ｉ５

Ｉ９ＺＩ～'925

1928-1932

1933～'937

1938-1942

194]－l947

lQ48-l952
０
０
０

５
５
５

９
９
９

０
０
０
７
２
７
２
２

５
６
７
７
８
８
９
９

９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ

60＋

55-59

50-54

45-49

45-49

45斗9

45-49

45-49

45-49

45-49

40-44

８
２
８
ｓ
８
６
４
？
５
９
？

、
８
７
７
１
９
９
５
５
４
３

“
６
６
６
６
２

０
６
３
Ｄ
８
８
⑪
７
５
９
２

８
７
８
９
３
９
９
５
５
３
５

１
２
２
２
２
２
２

６
８
９
４
４
ｓ
０
２
０
，
９

０
６
６
７
９
４
７
４
５
７
６

２
４
５
５
５
５

８
３
６
５
９
２
０
８
３
９
３

６
７
７
７
７
９
－
０
０
８
９

１
１
１

％８
－
４
６
１
９
６
６
６
８
Ｉ

■
■
●
●
●
ロ
■
■
①
の
Ｃ

ｌ
０
９
８
７
６
３
３
３
３
４

１
Ｉ

６
７
３
９
８
５
３
１
０
８
６

９
０
０
９
１
６
３
２
２
－
１

■
●
■
■
■
Ｏ
●
■
●
●
■

４
５
５
４
４
２
２
２
２
２
２



表２孫の出生時に祖母が生存している割合

た
と
え
ば
、
表
２
は
、
孫
の
出
生
時
に
祖

母
が
生
存
し
て
い
る
割
合
を
み
た
も
の
で
あ

る
が
、
具
体
的
に
一
九
五
○
年
代
生
ま
れ
の

女
子
世
代
が
、
子
ど
も
を
産
ん
だ
と
き
自
分

の
母
親
（
生
ま
れ
た
子
の
祖
母
）
は
大
体
生

存
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
’
九
一
○
年

代
、
’
九
二
○
年
代
生
ま
れ
の
世
代
で
は
、

子
ど
も
を
出
産
し
た
と
き
に
自
分
の
母
親
が

す
で
に
死
亡
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
約
二
割
も

・祖母からみて孫を産んだ子世代の出生コーホ

人口問題研究所「第２回世帯動態調査」１，８９

卜

あ
る
。
子
ど
も
の
数
が

増
え
る
ほ
ど
そ
の
傾
向

が
は
っ
き
り
す
る
。
一

九
一
○
年
代
出
生
コ
ー

ホ
ー
ト
で
は
、
第
三
子

以
降
の
出
産
時
に
祖
母

は
す
で
に
三
割
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
世

代
の
平
均
出
生
児
数
は

四
五
人
程
度
で
、
七
～

八
割
ま
で
が
第
三
子
以

降
の
出
産
を
経
験
し
て

い
る
の
で
、
親
が
子
念
凸

育
て
の
支
援
者
に
な
れ

る
割
合
は
、
今
日
に
比

べ
る
と
か
な
り
低
く
な
っ

て
い
る
。
産
ん
だ
子
の
出
生
順
位
ば
か
り
で

な
く
、
子
を
産
ん
だ
本
人
の
出
生
順
も
遅
い

ほ
ど
、
出
産
時
に
は
親
が
す
で
に
死
亡
し
て

い
る
割
合
も
高
く
な
る
。
一
九
一
○
年
代
生

れ
の
世
代
で
は
、
本
人
が
第
三
子
以
降
で
子

ど
も
の
出
生
順
も
第
三
子
以
降
と
い
う
ケ
ー

ス
で
は
、
四
割
以
上
が
す
で
に
亡
く
な
っ
て

い
た
。こ
の
よ
う
に
、
戦
前
の
状
況
は
、
出
産
時

に
本
人
の
母
親
は
必
ず
し
も
生
存
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
子
だ
く
さ
ん
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
そ
の
傾
向
は
強
か
っ
た
。
し
た
が
っ

る
ほ
ど
そ
の
傾
向
は
強
か
っ
た
。

て
、
き
ょ
う
だ
い
を
含
む
他
の
親

族
も
と
り
こ
ん
だ
形
で
、
子
育
て

役
割
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
日

常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て

よ
い
。
こ
の
時
代
に
は
、
ま
だ
、

家
庭
や
地
域
の
絆
は
強
固
で
あ
っ

た
と
は
い
え
、
出
産
期
間
の
長
期

化
、
あ
る
い
は
寿
命
の
問
題
な
ど

人
口
学
的
な
要
因
に
よ
っ
て
、
出

産
、
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
も
多
大
の
影
響
を
受
け
て
い
た

と
い
っ
て
よ
い
。

表３出生コーホート別にみた姉妹数＊

（
二
）
親
族
か
ら
き
ょ
う
だ
い
へ
ｌ
少
産
少

死
期
二
九
六
○
年
代
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
ｌ

高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
親
族
間
や
地
域

の
つ
き
あ
い
が
希
薄
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
出
産
や
育
児
の
サ
ポ
ー

ト
に
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
多
産
少

死
世
代
生
ま
れ
は
、
大
挙
し
て
地
方
か
ら
都

市
へ
と
移
動
し
、
跡
取
り
以
外
の
子
世
代
は

都
市
に
定
着
し
結
婚
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く

み
ら
れ
た
。
都
市
居
住
第
一
世
代
は
、
出
産

や
子
育
て
に
際
し
て
、
団
地
暮
ら
し
で
親
族

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
サ
ポ
ー
ト
が
得
難
か
つ

、生存している姉妹

人口問題研究所「全国家庭動向調査」１９９３

た
と
い
う
報
告
が

あ
る
。
こ
う
し
た

背
景
の
も
と
、
こ

の
世
代
の
出
産
、

育
児
期
に
い
ざ
と

い
う
と
き
力
に

な
っ
た
の
が
同
時

に
都
市
へ
移
動
し

て
き
た
女
の
き
ょ

う
だ
い
で
あ
っ
た

と
い
え
な
い
だ
ろ

う
か
。

表
３
は
、
出
生

2０

子を産んだ本人の

出生コーホート＊

孫出生時の

祖母の生存割合

(出生総数）

祖母からみた千世代,孫世代の出生IWi位が両方とも

２人め以降３人目以降末子の場合

の場合の場合(再掲）（再掲）

1950～1959年

1940～1949年

]930～1939年

1920～１９２９年

'910～１９１９年

１
１
１

７
７
６

⑬
旧
函

０
？
０

１
２
１

１
１

１
０

７
４
９
３

く
Ｉ
－
く
く

９
５
７
３
８

０
Ｇ
Ｂ
●
■

６
３
９
７
３

９
９
８
７
７

１
６
６
４
３

Ｄ
⑤
．
■
■
ご

６
５
８
８
３

９
８
７
６
３

２
２
２
９
６

●
●
●
■
●

妬
兜
別
力
幻

４
２
６
０
２

●
●
■
Ｇ
●

６
１
６
８
８

９
９
８
７
６

出生コーホート 総数 姉

平均（人）

｜妹 合計

女姉妹の

いる割合

】960～1969年

1950～1959

1140～１９４１

１９３０～’９３９

１９２０～１９２９

郵
鎚
河
噸
”

９
７
６
１
２

３
５
８
０
８

０
０
０
１
０

７
０
７
１
２

３
４
５
９
１
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日本の少子化と家族

表４親族による出産、子育て支援＊

(1)出産や育児で困ったときの相談

年
次
別
に
女
き
ょ
う
だ
い
の
数
に
つ
い
て
そ

の
変
化
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
’
九
四
○
年

以
前
の
出
生
コ
ー
ホ
ー
ト
で
は
、
自
分
以
外

に
ほ
ぼ
二
人
の
女
の
き
ょ
う
だ
い
が
い
た
こ

と
に
な
り
十
分
に
サ
ポ
ー
ト
資
源
と
し
て
活

用
の
可
能
性
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、

表
４
で
は
、
具
体
的
に
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の

う
ち
夫
、
両
親
、
き
ょ
う
だ
い
な
ど
の
親
族

が
、
ど
の
く
ら
い
頼
り
に
さ
れ
、
利
用
さ
れ

て
い
る
の
か
を
、
妻
の
出
生
コ
ー
ホ
ー
ト
別

に
み
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
生
活
場
面
の
う

ち
、
「
困
っ
た
と
き
の
相
談
」
、
「
第
一
子
出
産

時
の
妻
の
身
の
回
り
の
世
話
」
、
「
妻
が
病
気

の
時
の
子
ど
も
の
世
話
」
の
三
つ
の
ケ
ー
ス

（２）第１子出産時の妻の身の回りの世話

（３）要が病気の時の子どもの世話

（
三
）
き
ょ
う
だ
い
か
ら
母
親
へ
ｌ
少
産
少

死
期
・
’
九
八
○
年
代
以
降
の
サ
ポ
ー
ト
機

能
Ｉ

に
絞
っ
て
と
り
あ
げ
て
み
た
。
こ
の
表
に
よ

れ
ば
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
若
年
世
代
ほ
ど
、

夫
や
両
親
へ
の
依
存
が
増
し
、
き
ょ
う
だ
い

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が
減
少
す
る
傾
向
が
み
ら

れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
戦
前
生
ま
れ
で
高
度

経
済
成
長
期
に
出
産
や
子
育
て
期
を
迎
え
た

世
代
で
は
、
き
ょ
う
だ
い
が
活
用
さ
れ
、
そ

の
果
た
す
役
割
が
大
き
か
っ
た
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

昭
和
一
桁耐
以
降
生
ま
れ
の
母
親
か
ら
生
ま

れ
た
世
代
は
、
少
子
化

が
進
ん
だ
結
果
、
必
然

蝿
的
に
長
禺
長
女
の
二
人
っ

釘
子
世
代
と
い
う
こ
と
に

癩
な
る
。
こ
の
世
代
が
成

動霊
人
し
て
結
婚
し
始
め
る

麺
一
九
八
○
年
代
の
出
産
、

．
ｒ

ろ
所
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
ネ
ッ

孕
究

劉
率
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
彼
女

》蠅峨鮎亜燗酬州仰唾鮎

族
や
き
ょ
う
だ
い
な
ど
が
周
辺
に
存
在
し
な

い
。
そ
の
結
果
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
中
心

は
「
長
男
長
女
・
二
人
っ
子
」
体
制
を
反
映

し
て
、
本
人
の
き
ょ
う
だ
い
が
果
た
し
て
い

た
役
割
は
減
少
、
よ
り
近
い
親
族
、
す
な
わ

ち
夫
婦
の
親
中
心
型
の
出
産
、
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
少
子

化
に
よ
る
子
育
て
資
源
の
減
少
が
質
的
に
も

変
化
を
も
た
ら
し
た
と
結
果
と
い
え
、
き
ょ

う
だ
い
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
分
も
含
め

て
、
親
に
依
存
す
る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
と

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
｜
歩
踏
み
込
ん
で
、
ど
う
い

う
親
族
関
係
（
血
縁
、
姻
戚
）
の
サ
ポ
ー
ト

に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み

よ
う
。
こ
こ
で
は
、
夫
方
妻
方
ど
ち
ら
の
親

や
き
ょ
う
だ
い
を
頼
り
に
し
て
い
る
か
を
先

ほ
ど
の
三
つ
の
生
活
場
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
か

ら
検
討
し
て
み
た
い
（
表
５
）
。

日
本
の
伝
統
的
な
直
系
家
族
制
に
あ
っ
て

は
、
夫
側
の
親
族
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、

｜
股
に
夫
方
中
心
の
生
活
交
誼
が
営
ま
れ
る

傾
向
が
あ
り
、
重
要
な
支
援
や
援
助
資
源
は

夫
方
中
心
の
親
族
関
係
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
出
産
、
子
育
て
の
場
面
、
た
と
え

。

出生コーホート 夫 両親 きょうだい

1965年以降

1955-1964年

】945-11興年

1,35-19“年

19西-1934年

冊２２８
５
２
５
６

別
万
刺
刀

〃
３
４
４
４

犯
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叫
妬
兜

Ｉ
１
１

７
８
５
６
３

●
●
●
■
■

Ｉ
２
９
１
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３
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４
５
４
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表５出産、子育て支援の親族非対称性＊

（１）出産や育児で困ったときの相談

ば
出
産
期
の
妊
婦
の
世
話
な
ど
は
、
従
来
か

ら
妻
方
を
頼
り
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
夫
方

妻
方
の
役
割
分
化
が
進
ん
で
い
る
面
も
あ
る
。

調
査
結
果
を
み
る
と
、
お
お
む
ね
夫
方
の

親
族
が
占
め
る
割
合
は
、
高
年
世
代
の
方
が

若
年
世
代
よ
り
も
高
い
。
親
、
き
ょ
う
だ
い

を
含
め
た
親
族
全
体
で
み
る
と
、
若
い
世
代

の
方
が
妻
方
に
傾
斜
し
、
夫
方
が
減
少
し
て

い
く
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
よ
く
み
る

（２）第１子出産時の妻の身の回りの世話

3）妻が病気の時の子どもの世話 と
出
産
や
子
育
て
に
妻
方
の
親
族
が
果
た
す

役
割
は
大
き
い
が
、
現
実
に
は
妻
の
姉
妹
の

も
っ
て
い
た
役
割
が
、
上
の
世
代
に
比
べ
若

い
世
代
で
は
明
ら
か
に
低
下
し
て
お
り
、
そ

の
分
若
い
世
代
ほ
ど
妻
の
親
の
比
重
が
増
し

て
い
る
。
夫
方
に
つ
い
て
み
る
と
、
夫
方
の

姉
妹
は
、
も
と
も
と
サ
ポ
ー
ト
資
源
と
し
て

妻
方
ほ
ど
に
は
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
特
定
の
生
活
場
面
で
は
夫
方

*親族の合計を100として計算．

人口問題研究所「全国家庭動向調査」１９９３

離
れ
の
傾
向

も
み
ら
れ
る

が
、
別
の
状

況
で
は
、
必

ず
し
も
夫
方

の
親
の
サ

ポ
ー
ト
割
合

は
減
少
し
て

い
な
い
。
’

九
六
五
年
以

降
の
最
も
若

い
世
代
で
は
、

逆
に
先
行
す

る
世
代
に
比

べ
割
合
が
増

し
て
い
る
傾

向
す
ら
あ
る
。
夫
の
親
の
手
を
借
り
る
に
際

し
て
、
以
前
の
世
代
に
比
べ
「
夫
方
」
へ
の

特
別
な
こ
だ
わ
り
か
ら
解
放
さ
れ
、
よ
り
状

況
適
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
選
択
の
判
断
が
な
さ

れ
る
一
面
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し

か
し
、
出
産
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
夫
方
親
族
、

妻
方
親
族
へ
の
依
存
状
況
は
、
個
別
の
生
活

場
面
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と

し
て
は
妻
の
母
親
へ
の
偏
重
が
み
ら
れ
、
き
ょ

う
だ
い
数
、
と
く
に
女
き
ょ
う
だ
い
の
減
少

が
親
世
代
（
妻
の
親
）
と
の
関
係
を
よ
り
強

め
た
一
因
と
い
え
る
。

若
い
世
代
で
は
、
状
況
が
許
せ
ば
、
居
住

の
面
で
は
別
居
し
な
が
ら
親
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
た
い
と
考
え
る
が
、
実
際
の
生
活
場
面

で
は
単
に
妻
方
ば
か
り
で
な
く
夫
方
の
親
も

視
野
に
入
れ
、
両
方
の
親
を
状
況
適
合
的
に

使
い
分
け
て
、
出
産
、
子
育
て
期
を
乗
り
越

え
て
い
く
と
い
う
様
子
が
う
か
が
え
る
。
し

た
が
っ
て
、
単
純
に
母
系
化
す
る
の
で
は
な

く
、
性
別
構
成
や
続
柄
と
は
無
関
係
に
、
若

い
カ
ッ
プ
ル
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
方
が
状

況
適
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
機
能
と
し
て
選
択
さ

れ
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
将
来
的
に
は
、
｜
定
の
条
件
の
も
と
で

2２
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日本の少子化と家族

図２夫婦の年齢コーホート別夫の家事得点＊

夫の年貯

ロ嚢の年貯月
６

5.5

５
５
４

４

圏
画
時
ｅ
堰
摩
舟
膳

の
「
便
益
」
を
基
準
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
選
択

が
優
先
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
は
、
同
居
家
族
を
は
じ

め
と
す
る
親
族
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。
し
か
し
、
親
族
の
果
た
し
う
る
役
割

に
は
限
界
が
あ
り
、
出
産
や
子
育
て
が
親
子
、

血
縁
中
心
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
相
互
扶
助

シ
ス
テ
ム
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
は
、

不
十
分
な
社
会
的
支
援
制
度
の
裏
返
し
で
も

3.5

３

鐵鐵鐵鐵鰊鉾織鉾綴織
夫･妻の年齢ｺーホート

､得点の説明は表６を参照.、

人口問題研究所「全国家庭動向調査」1９，３

戦
後
日
本
の
家
族
を
特
徴
づ
け
る
モ
デ
ル

は
、
『
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
に
代
表
さ
れ

る
近
代
家
族
の
役
割
規
範
モ
デ
ル
で
は
な
か

ろ
う
か
。
女
性
の
社
会
進
出
や
こ
れ
に
と
も

な
う
社
会
的
役
割
観
の
変
化
、
個
人
主
義
的

価
値
観
の
浸
透
に
も
関
わ
ら
ず
、
性
別
役
割

分
業
型
の
価
値
観
は
、
家
族
観
、
夫
婦
観
、

親
子
観
な
ど
家
族
の
規
範
モ
デ
ル
と
し
て
の

み
な
ら
ず
、
労
働
観
な
ど
社
会
の
多
く
の
面

で
制
度
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
と
い
っ

て
も
よ
い
。
社
会
的
な
変
化
の
中
で
結
婚
や

出
産
、
子
育
て
に
と
も
な
う
女
性
の
経
済
的
、

時
間
的
な
機
会
費
用
（
結
婚
、
出
産
退
職
に

あ
る
。
子
育
て
に
親
の
支
援
が
得
ら
れ
な
い
、

言
い
か
え
れ
ば
、
サ
ポ
ー
ト
資
源
と
し
て
の

親
と
い
う
ス
ト
ッ
ク
を
身
近
に
も
た
な
い
核

家
族
型
の
妻
の
場
合
、
就
業
を
は
じ
め
と
す

る
ラ
イ
フ
コ
１
ス
上
の
選
択
で
大
き
な
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
子
育
て

を
よ
り
「
社
会
化
」
す
る
国
民
的
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
少
子
化
と
近
代
家
族
の
役
割
規
範
モ
デ
ル
ー
大
の
家
毫
育
児
行
動
を
通
じ
下
‐

よ
っ
て
失
わ
れ
る
所
得
、
時
間
機
会
）
は
拡

大
し
、
女
性
の
社
会
進
出
Ⅱ
『
女
も
外
」
の

方
向
は
大
き
く
進
ん
だ
が
、
『
女
は
内
」
と
い

う
構
造
に
は
根
本
的
変
化
は
み
ら
れ
ず
、
家

庭
の
内
と
外
で
一
一
重
の
負
担
を
負
う
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
性
別
分
業
体
制
が
女
性

に
結
婚
、
出
産
を
蠕
曙
さ
せ
る
背
景
と
も
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
家
族
の
日
常
の
営
み

を
共
有
し
、
ベ
タ
ー
ハ
ー
フ
と
し
て
サ
ボ
ー

テ
ィ
ブ
な
関
係
が
期
待
さ
れ
て
い
る
夫
の
家

事
、
育
児
行
動
を
規
定
す
る
要
因
に
つ
い
て
、

社
会
的
な
文
脈
の
中
で
考
え
て
み
る
こ
と
に

す
る
。 本
節
で
は
、
人
口
変
動
と
の
関
連
で
、
具

体
的
に
、
家
族
の
機
能
の
う
ち
子
育
て
に
関

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ど
の
よ
う
に
影
響
を

受
け
変
化
し
て
き
た
の
か
を
あ
と
づ
け
て
み

た
。
つ
ぎ
に
、
家
族
の
な
か
に
少
子
化
を
生

み
出
す
よ
う
な
要
因
を
内
包
し
て
い
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
何
で
あ
る
の
か
を
考
え
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

ﾕヲ

而而
■夫の年齢別

□嚢の年齢別



表６夫の家事、育児行動の規定要因
こ
こ
に
、
家
庭
に
お
け
る
夫
の
家
事
行
動

を
年
齢
別
に
み
た
結
果
が
あ
る
（
図
２
）
。
六

五
歳
以
上
を
別
に
す
れ
ば
、
全
体
と
し
て
四

○
代
を
底
に
し
た
Ｕ
字
型
の
家
事
遂
行
曲
線

を
描
い
て
い
る
。
夫
の
日
常
の
家
事
へ
の
参

加
は
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
、

＊｡:ｐ＜００１．:ｐくUO5＋:ｐ＜O｣Ｏ（表中の数字は標準化回帰係数）

（変数コード）

家事；ゴミ出し/買い物ﾉ炊事/洗濯/掃除、育児；遊び相手/風呂に入れる/食事をさせる/寝

かしつける/おむつを替える、それぞれ順序尺度に置き換え総合得点を披税明変数とした

（各項目４点合計20点、人口問題研究所が実施した「全国家庭動向調査」（1913)の１２歳

以下の子どものいる２．０７１サンプルを対象として分析）。

・居住地域，農村地域＝０，都市地域＝１

・末子年齢，３歳未満=１，６歳未満＝２．６歳以上＝３

・親との同居,別居＝０，同居＝１

・教育歴,義務教育=Ｌ高校＝2,専門学校＝３，短大＝4.大学以上＝５

・収入,収入なし＝１．３００万未満＝２Ⅲ300400万未満＝３，４００s00万未満＝４，

５００６００万未満＝5,600800未満=6,800J1000万未満=7,1000万以上＝８

・夫の職種,ホワイトカラー以外＝0,ホワイトカラー＝】

・妻の従業上の地位,主婦＝1．自営業＝2,パートタイム=3,フルタイム=４

・帰宅時間,８:00時前＝Ｌ，:00時前＝2,10:00時前ｐ．ｍ．＝3,10:００以降＝４

・通勤時間,自宅＝1,30分未満=2,1時間未満＝311時間半未満=４，１時間半以上＝５

四
○
代
の
夫
の
家
事
遂
行
が
一
段
と
低
い
こ

と
が
わ
か
る
二
股
に
、
こ
の
世
代
は
、
も
っ

と
も
働
き
盛
り
の
世
代
で
組
織
の
中
で
枢
要

な
地
位
に
あ
る
場
合
が
多
い
が
、
同
様
に
家

庭
の
中
で
も
夫
、
あ
る
い
は
父
と
し
て
の
役

割
が
軽
減
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

つ
ぎ
に
、
夫
の
家
事
や
育
児
遂
行
を
規
定

す
る
要
因
（
促
進
要
因
、
阻
害
要
因
）
に
つ

い
て
簡
潔
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
表
６
は
、

夫
の
家
事
や
育
児
行
動
が
ど
の
よ
う
な
要
因

（
変
数
）
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
る
の

か
を
重
回
帰
分
析
に
よ
っ
て
検
討
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
親
、
夫
、
妻
の
情
報

（
条
件
）
を
説
明
変
数
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
モ

デ
ル
１
，
２
，
３
と
し
て
、
変
数
を
順
に
投

入
す
る
方
法
に
よ
っ
て
解
析
を
試
み
て
い
る
。

こ
の
結
果
に
よ
る
と
、
夫
の
家
事
、
育
児

遂
行
に
有
意
に
効
果
を
持
つ
変
数
は
五
つ
あ
っ

た
が
、
こ
の
う
ち
促
進
さ
せ
る
要
因
は
、
妻

の
経
済
力
（
収
入
の
増
加
）
と
妻
の
変
数
に

影
響
を
受
け
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
で
あ
り
、

阻
害
要
因
は
夫
の
帰
宅
時
間
、
親
と
の
同
居
、

末
子
の
年
齢
（
高
く
な
る
ほ
ど
分
担
は
小
さ

く
な
る
）
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

親
と
の
同
居
は
育
児
の
遂
行
で
は
有
意
な
関

連
が
み
ら
れ
な
く
な
る
。

働
く
有
配
偶
女
性
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、

「
男
は
外
で
働
き
、
女
は
仕
事
と
家
庭
」
と

い
う
状
況
を
新
役
割
分
業
規
範
と
す
る
考
え

も
あ
る
が
、
妻
が
就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

妻
自
身
の
家
事
時
間
が
減
る
効
果
が
大
き
い

2４

Mode］１

家事育児

Model２

家事育児

Mode】３

家事育児

居住地域

親との同居

末子の年齢

(夫）

教育歴

職種

収入

帰宅時間

通勤時間

(妻）

教育歴

職種

収入

帰宅時間

通勤時間

0.028‐0.029

-0.144*＊-0005

-0」06*＊‐0.Z81中＊

0.044０．０３３

-0.133*＊‐0.033

-0.140*＊‐0.273*＊

0.007‐0.005

0.0340.046

-0.013‐0.008

､0.100*＊‐0.179*＊

-0.023‐0.047＋

0.0500.080

-0.121本-0.0刀

-0.215*＊‐0.256*＊

0.0150.021

0.117＊０１酉中

-0.021‐0.028

･0.161＊＊-0.246*＊

-0.019‐0.034

-0.026‐0.017

0.083‐0.042

0.143＊0,10]＋

0018‐0.0oz

0.0280.031

決定係数

舗整済み決定係数

0.0360.085

0.0340.083

0.053０.ｌｌ５

0.0470.109

０
０
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１１５０」４３



日本の少子化と家族

図３共働き率と母親同居率（県別）

70.0

60.0 と
逆
説
的
な
指
摘
を
す
る
意
見
も
あ
る
。
こ

の
分
析
で
は
、
女
性
の
経
済
力
増
大
の
効
果

に
よ
る
夫
の
家
事
、
育
児
へ
の
促
進
要
因
が

認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
妻
の
変
数
を
加
え
る

０
０
０
０

０
０
０
０

５
４
３
２

（
ま
）
僻
仙
蔵
報

10.0

0.0

0.05.0１０．０ 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

母親同居率(%）

労働省 『就業構造基本調査１９９０』

こ
と
に
よ
っ
て
、
夫
の
み
の
変
数
で
は
、
有

意
な
影
響
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
層
へ
の
促
進
要
因
も
見
逃
せ
な
い
。

夫
の
教
育
や
収
入
な
ど
の
変
数
が
効
果
を
も

図４親との同居率と合計特殊出生率（県別）

50.0

40.0ｓ
僻
四
厘
ｅ
剖
鴎

30.0

20.0

東京
10.0 た

ら
さ
な
か
っ
た
こ
と
も
注
目
し
て
よ
い
。

親
と
の
同
居
は
、
夫
の
家
事
遂
行
を
阻
害

す
る
要
因
と
し
て
有
意
な
関
係
に
あ
り
、
夫

の
家
事
遂
行
を
妨
げ
る
要
因
と
し
て
作
用
す

ｙ＝31.655ｘ－２９．１４７

0.0

1.0 1.31.21.1 1.4１．５１．６

合計特殊出生率

７ 1.8 1.9 2.0

総務庁統計局『国勢調査』１９９０、および厚生省『人ロ動態統計』１９９０

る
側
面
を
持
っ
て

い
る
。
し
か
し
、

一
方
で
親
と
の
同

居
は
、
制
度
を
補

完
す
る
機
能
（
保

育
所
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
な
ど
の
現
物

給
付
の
代
替
機
生
態

の
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。
図
３
や

４
で
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
親
と
の
同

居
は
、
女
性
の
就

業
や
出
生
率
と
有

意
な
関
係
が
み
ら

れ
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。

日
常
の
生
活
行

動
に
み
ら
れ
る
日

本
的
特
徴
は
、
諸

外
国
に
比
べ
長
時

巧

●

島児鹿

。『
一
泉
東

』

●

。
，
‐
●
０

、

●

●

島根
￣

ｙ＝１．１１３５ｘ＋１８．５５３

● －－
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間
労
働
、
女
性
の
家
事
時
間
の
長
さ
、
そ
れ

に
対
す
る
男
性
の
家
事
時
間
の
短
さ
に
集
約

で
き
る
。
社
会
的
な
制
約
、
す
な
わ
ち
社
会

の
構
造
的
問
題
を
集
約
す
る
指
標
と
し
て
、

こ
こ
で
は
、
夫
の
帰
宅
時
間
を
変
数
と
し
て

代
表
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
残
業
や
会
社
関
係

の
付
き
合
い
時
間
を
包
括
し
て
お
り
、
企
業

中
心
社
会
の
時
間
秩
序
を
最
も
典
型
的
に
示

す
指
標
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
帰
宅

時
間
が
阻
害
要
因
と
し
て
影
響
を
も
つ
と
い

う
分
析
結
果
は
当
然
と
も
い
え
る
が
、
現
代

社
会
の
時
間
秩
序
が
会
社
（
組
織
）
優
先
で
、

個
人
の
時
間
が
社
会
の
時
間
体
系
の
中
で
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
し
た
が
っ
て
、
夫
個

人
の
持
つ
属
性
条
件
よ
り
も
社
会
的
な
制
約

条
件
の
方
が
優
先
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を

記
■
念
■
。
Ｄ
特
Ｅ
別
シ
ン
ポ
ー
ジ
■
ウ
ム
開
口
く

７
月
ｎ
日
（
木
）
、
東
京
、
日
比
谷
の
日
本

プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
「
世
界
人
ロ
デ
ー
」
記

念
・
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
人
口
問
題
協
議
会
と

結
果
は
示
し
て
い
る
。

最
近
の
出
生
率
低
下
の
大
部
分
は
、
結
婚

し
な
い
女
性
の
増
加
で
説
明
で
き
る
と
さ
れ

て
い
る
。
結
婚
し
な
い
女
性
増
加
の
解
釈
と

し
て
、
一
般
に
女
性
の
社
会
進
出
に
よ
る
機

会
費
用
の
上
昇
や
価
値
意
識
の
変
化
が
要
因

と
さ
れ
る
説
明
が
多
い
。
し
か
し
、
実
は
こ

う
し
た
変
化
に
よ
っ
て
結
婚
し
な
い
の
で
は

な
く
て
、
社
会
の
変
わ
ら
な
い
部
分
の
大
き

さ
に
よ
っ
て
結
婚
し
な
い
し
、
子
ど
も
を
産

ま
な
い
と
い
っ
た
側
面
も
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
社
会
の
中
で
具
体
的
に
制
度
化

さ
れ
て
い
る
性
別
役
割
に
関
す
る
変
化
は
実

態
を
そ
れ
ほ
ど
伴
っ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え

る
。
た
と
え
家
族
政
策
を
投
入
し
て
も
、
基

ジ
ョ
イ
セ
フ
の
主
催
で
、
毎
年
７
月
ｎ
日
に

開
催
さ
れ
、
「
世
界
人
ロ
白
書
」
も
同
時
に
発

表
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
、
「
一
九
九
七
年
世

界
人
ロ
白
書
」
の
テ
ー
マ
に
あ
る
「
選
択
の

本
的
な
家
族
観
、
意
識
を
改
め
な
い
限
り
、

同
時
に
社
会
的
な
制
約
条
件
が
取
り
除
か
れ

な
い
限
り
そ
の
効
果
を
期
待
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。
二
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、
今
こ
そ
、

少
子
化
の
問
題
そ
れ
自
体
に
と
ど
ま
ら
な
い

社
会
的
な
方
向
性
を
示
す
理
念
の
提
示
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

＊
参
考
文
献
＊

●
落
合
恵
美
子
『
四
世
紀
家
族
ｃ

有
斐
閣
二
九
九
四
）

●
伊
藤
達
也
『
生
活
の
な
か
の
人
口
学
』

古
今
書
院
二
九
九
四
）

●
阿
藤
、
兼
清
編
『
人
口
変
動
と
家
族
』

大
明
堂
二
九
九
七
）
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シンポジウム会場風景

（日比谷のプレスセンター）

四．グ、肌

ヨ、

権
利
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
と
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」
に
つ
い
て
、
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
初
め
に
、
今
年
の
国
連
人
口
賞
受
賞

者
で
あ
る
黒
田
俊
夫
日
本
大
学
人
口
研
究
所

名
誉
所
長
（
本
協
会
理
事
）
が
講
演
し
た
。

一
九
九
六
年
の
国
連
人
口
推
計
の
結
果
を
”
重

大
な
警
告
“
と
見
る
黒
田
博
士
は
、
一
九
九

四
年
推
計
に
比
べ
て
世
界
人
口
が
そ
れ
ほ
ど

増
え
ず
、
将
来
人
口
の
推
計
が
下
が
っ
て
い

る
理
由
と
し
て
、
死
亡
率
の
予
想
以
上
の
増

加
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
家
族
計
画
等
の

普
及
に
伴
う
出
生
率
の
低
下
と
共
に
死
亡
率

上
昇
が
全
体
的
な
人
口
の
低
下
を
も
た
ら
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
死
亡
率

上
昇
の
背
景
に
は
、
東
欧
地
域
で
の
普
通
死

亡
率
の
上
昇
、
新
た
な
感
染
症
の
発
生
、
過

去
に
克
服
し
た
感
染
症
の
再
発
（
再
興
感
染

症
）
、
ア
フ
リ
カ
地
域
を
中
心
と
し
た
部
族
間
、

宗
教
間
の
紛
争
や
難
民
問
題
等
、
容
易
に
解

決
で
き
な
い
諸
問
題
を
挙
げ
た
。
こ
こ
で
注

意
が
必
要
な
点
は
、
こ
の
死
亡
率
上
昇
の
兆

候
が
、
い
わ
ば
マ
ル
サ
ス
や
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ

が
一
九
七
二
年
に
発
表
し
た
『
成
長
の
限
界
」

の
中
で
危
倶
し
て
い
た
、
人
類
の
危
機
的
段

階
（
食
料
が
不
足
し
、
死
亡
率
が
上
昇
し
、

人
口
が
減
少
し
て
い
く
）
の
玄
関
口
に
突
入

し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
、
世
界
人
口
の
人

口
転
換
か
ら
見
る
と
望
ま
し
く
な
い
人
口
開

発
の
段
階
に
至
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
死
亡
率
上
昇
を
抑
え
る
た
め
に
、
南

北
問
題
や
宗
教
問
題
、
紛
争
な
ど
の
人
災
を

防
ぐ
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
役
目

を
唯
一
果
た
し
得
る
国
連
が
今
後
ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
い
く
か
、
い
わ
ば
そ
の
転
換
期

に
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
授
賞
式
で
ア

ナ
ン
国
連
事
務
総
長
に
今
後
は
出
生
率
と
⑬

死
亡
率
を
収
散
さ
せ
て
共
に
静
止
化
の
道
唖

を
歩
む
よ
う
、
最
悪
の
状
態
を
阻
止
す
べ
き
函
◇

で
あ
る
と
訴
え
た
こ
と
を
強
調
し
た
。
函

次
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
マ
ル
コ
碗
◇

ム
・
ポ
ッ
ッ
教
授
が
、
人
口
問
題
に
お
け
る
⑭

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
重
要
性
に
碗

つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
講
演
し
た
。
世
界
坤
◇

の
数
百
万
人
の
カ
ッ
プ
ル
が
金
銭
的
に
家
族
韓

計
画
の
サ
ー
ビ
ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
卯
。

結
果
と
し
て
望
ま
な
い
妊
娠
が
多
い
こ
と
や
、
韓

エ
イ
ズ
死
亡
者
増
加
の
深
刻
な
状
況
な
ど
、
》

貧
し
い
国
を
中
心
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
．
⑭
。

ヘ
ル
ス
の
改
善
の
必
要
性
を
説
明
し
た
。
そ
ぃ

し
て
そ
れ
ら
の
解
決
の
た
め
に
は
、
家
族
計
⑬
◇

画
に
加
え
て
女
性
を
中
心
と
し
た
教
育
水
準
範

の
向
上
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
今
後
と
も
“

こ
れ
ら
を
含
む
人
口
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
欠
か
せ
》
◇

な
い
と
述
べ
た
。
ま
た
カ
イ
ロ
〈
云
議
以
降
、
恥

人
口
問
題
解
決
の
上
で
家
族
計
画
や
リ
プ
ロ
・
韓
。

ヘ
ル
ス
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
た
結
果
、
リ
ブ
韓

ロ
・
ラ
イ
ッ
や
女
性
問
題
に
対
す
る
認
識
、
》

そ
れ
ら
の
関
連
知
識
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
も
》
◇

の
の
、
世
界
的
な
流
れ
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
姉

を
は
じ
め
と
し
て
こ
の
分
野
で
の
資
金
が
減
、
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ら
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
十
分
な
リ
ソ
ー
ス
が
な
人
口
問
題
研
究
所
副
所
長
、
樋
口
恵
子
東
京
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
途
上
国
の
リ
プ
ロ
・
恥

◇◇

い
と
い
う
現
実
的
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
家
政
大
学
教
授
、
メ
ル
セ
デ
ス
・
コ
ン
セ
プ
ヘ
ル
ス
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
資
金
が
必
妙

。◇
。

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
シ
オ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
名
誉
教
授
、
マ
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
先
進
国
の
一
人
。

◇。
。

。

「
人
口
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
ル
コ
ム
・
ポ
ッ
ッ
氏
の
四
氏
が
参
加
し
た
。
ひ
と
り
が
一
日
当
た
り
わ
ず
か
一
二
円
負
担
す
⑪

。◇

世
界
人
ロ
白
書
を
踏
ま
え
て
」
が
行
わ
れ
、
》
」
こ
で
は
、
地
球
人
口
の
抑
制
と
リ
プ
ロ
．
る
だ
け
で
、
問
題
解
決
に
大
き
く
結
び
付
く
。
」
“

。。
。

◇

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
北
谷
勝
秀
一
一
○
五
○
代
ヘ
ル
ス
の
実
現
に
つ
い
て
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
と
い
う
ポ
ッ
ッ
氏
の
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
函

◇◇

表
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
阿
藤
誠
国
立
社
会
保
障
．
の
専
門
分
野
に
基
づ
い
た
話
を
基
に
討
論
が

（
北
畑
晴
代
）
恥

。◇夕
。
◇
。
。
。
。
。
。
。
。
。
◇
◇
◇
。
。
。
。
◇
。
。
。
。
。
。
◇
。
◇
◇
◇
◇
。
◇
。
。
。
。
。
◇
◇
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
◇
◇
◇
◇
◇
◇
。
。
。
。
。
◇
。
。
。
◇
◇
。
。
。
。
。
。
◇
。
。
。
。
。
。
。
◇
。
。
。
。
。
、

黒田俊夫先生｢国連人ロ賞受賞｣を
祝う会

黒
田
俊
夫
先
生
「
国
連
人
口
賞
』
受
賞
を

祝
う
会
が
７
月
ｎ
日
午
後
５
時
釦
分
か
ら
日

比
谷
の
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
・
ア
ラ
ス
カ
で
開

催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
日
本
を
は
じ
め
米 副校長とリージェイ・チョウ東西センタ

握手する黒田先生（中央）

国
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
お
よ
そ
汕
名

が
か
け
つ
け
、
栄
え
あ
る
先
生
の
零
寶
を
祝
っ

た
。
尾
崎
美
千
生
・
ジ
ョ
イ
セ
フ
参
与
が
司

会
を
つ
と
め
、
ま
ず
、
阿
藤
誠
・
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
副
所
長
が
開
会
の

挨
拶
を
行
い
、
黒
田
俊
夫
先
生
が
「
国
連
人

口
賞
」
受
賞
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
竹
内
一
樹
・
日
本
大
学
副
総
長
は
、
黒

田
先
生
が
同
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
で

あ
り
、
日
本
大
学
は
じ
め
内
外
の
人
口
研
究

へ
の
多
大
な
貢
献
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の

功
績
を
讃
え
祝
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
、
小

池
唯
夫
・
毎
日
新
聞
社
社
長
が
、
加
藤
シ
ズ

エ
先
生
、
毎
日
新
聞
社
に
次
ぎ
日
本
で
３
番

目
の
「
国
連
人
口
賞
」
受
賞
者
で
あ
る
黒
田

俊
夫
先
生
に
参
加
者
を
代
表
し
て
乾
杯
の
音

頭
を
と
っ
た
。

海
外
か
ら
は
、
リ
ー
ジ
ェ
イ
・
チ
ョ
ウ
・

ハ
ワ
イ
東
西
セ
ン
タ
ー
副
総
長
、
メ
ル
セ
デ

ス
・
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学

名
誉
教
授
が
お
祝
い
に
来
日
、
黒
田
先
生
と

の
こ
れ
ま
で
の
人
口
分
野
で
の
国
境
を
越
え

た
親
交
に
つ
い
て
心
の
こ
も
っ
た
お
祝
い
の

挨
拶
を
述
べ
た
。

歓
談
で
は
、
黒
田
先
生
の
お
孫
さ
ん
が
ピ

ア
ノ
を
演
奏
し
た
り
、
マ
リ
ン
バ
の
演
奏
が

あ
り
宴
を
も
り
あ
げ
た
。
人
口
関
係
団
体
か

ら
黒
田
ご
夫
妻
に
お
祝
い
の
花
束
が
贈
呈
さ

れ
、
最
後
に
、
黒
田
先
生
よ
り
「
皆
さ
ん
の

ご
厚
情
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
が

人
口
問
題
を
取
り
組
む
私
の
正
念
場
で
す
。

何
分
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
人

柄
を
に
じ
ま
せ
た
謙
虚
な
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、

成
功
裏
に
お
祝
い
の
会
を
閉
じ
た
。
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AFPPo消息
－
Ｍ
Ｐ
Ｏ
「
女
性
・
健
康
・
環
境
会
議
」

国
際
医
療
議
員
組
織
（
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
）
会
合
が

一
九
九
七
年
八
月
四
日
か
ら
六
日
に
か
け
て

女
性
、
健
康
、
環
境
を
テ
ー
マ
と
し
て
タ
イ

の
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
は

中
山
太
郎
・
衆
議
院
議
員
・
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
議
長

が
参
加
し
た
。
同
会
議
に
は
八
十
名
の
国
会

議
員
が
世
界
各
地
か
ら
参
加
し
た
。

※

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

国
会
議
員
が
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
訪
問

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

国
会
議
員
十
五
名
が
家
族
計
画
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
及
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
視
察
の
た
め
、
タ
イ
、
ベ

ト
ナ
ム
を
訪
問
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
資
金
援
助
の
も
と

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
が
実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。

※

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
第
二
回
運
営
委
員
会

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ

国
会
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）

第
二
回
運
営
委
員
会
が
九
月
三
十
日
と
十
月

一
日
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
国
で
あ
る
、
セ

ネ
ガ
ル
の
ダ
カ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

※

中
国
が
国
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

中
国
全
国
人
民
代
表
者
会
議
（
全
人
代
）
教

育
・
科
学
・
文
化
・
健
康
委
員
会
は
「
水
資

源
と
人
口
」
に
関
す
る
国
内
セ
ミ
ナ
ー
を
九

月
九
、
十
日
の
両
日
、
北
京
市
内
で
開
催
し

た
。
こ
の
会
議
に
は
三
十
五
名
以
上
の
全
人

代
議
員
が
集
ま
り
、
深
刻
な
中
国
の
水
資
源

問
題
に
つ
い
て
率
直
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

※

パ
キ
ス
タ
ン
人
ロ
・
開
発
議
員
グ
ル
ー
プ
再

編前
回
の
解
散
総
選
挙
以
来
休
眠
状
態
に
な
っ

て
い
た
パ
キ
ス
タ
ン
人
口
・
開
発
国
会
議
員

グ
ル
ー
プ
（
Ｐ
Ｐ
Ｇ
Ｐ
Ｄ
）
が
イ
ラ
ヒ
・
ブ

ク
シ
ュ
・
ソ
モ
ロ
国
会
議
長
の
手
で
再
編
さ

れ
、
同
議
員
グ
ル
ー
プ
の
議
長
に
は
同
国
会

議
長
が
就
任
し
た
。

ス
ー
ダ
ン
人
ロ
・
開
発
国
会
議
員
委
員
会
設

立本
年
五
月
南
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で

の
「
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
人
口
・
開
発
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
」
正
式
設
立

を
受
け
て
、
イ
マ
イ
ル
・
ア
ル
・
ハ
ジ
・
モ

ウ
ザ
。
ス
ー
ダ
ン
国
会
社
会
問
題
評
議
会
議

長
の
手
に
よ
っ
て
ス
ー
ダ
ン
の
ス
ー
ダ
ン
人

口
・
開
発
国
会
議
員
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、

Ｆ
Ａ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
の
正
式
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
。

※

ベ
ト
ナ
ム
・
水
資
源
に
関
す
る
国
内
セ
ミ
ナ
ー

開
催

ベ
ト
ナ
ム
人
口
・
開
発
国
会
議
員
協
会
（
ｖ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
が
七
月
九
、
十
日
の
両
日
、
ハ

ノ
イ
で
水
資
源
と
人
口
を
テ
ー
マ
と
し
て
国

内
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
に
は

ベ
ト
ナ
ム
国
会
議
員
五
十
名
以
上
が
参
加
し
、

Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
か
ら
は
プ
ラ
ソ
ッ
プ
・
ラ
タ
ナ

コ
ー
ン
事
務
総
長
、
シ
フ
・
カ
レ
ー
事
務
局

長
が
参
加
し
た
。
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環
境
と
い
う
言
葉
が
中
国
で
使
わ
れ
出
し

た
の
は
元
（
フ
ビ
ラ
イ
）
の
頃
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
周
り
を
漠
然
と
意
味
す
る
周
囲
と

い
う
言
葉
は
あ
っ
た
。
だ
が
、
周
囲
は
”
境
“

と
い
う
よ
う
な
あ
る
も
の
と
他
の
も
の
と
の

間
に
は
っ
き
り
と
区
別
を
さ
せ
て
は
い
な
い
。

中
国
で
は
全
て
の
存
在
は
一
体
と
な
っ
て

い
て
、
自
己
も
な
け
れ
ば
他
己
も
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
元
史
の
中
に
現
れ
る
環
境
は

城
郭
の
周
り
の
意
味
に
用
い
ら
れ
、
守
る
城

郭
の
内
と
攻
め
込
む
外
と
、
内
と
外
と
の
は
っ

き
り
と
し
た
境
界
が
付
け
や
す
い
。
仙
崖
の

歌
に
「
た
こ
は
他
に
あ
げ
ら
れ
身
を
忘
れ
、

落
ち
て
そ
の
身
は
破
と
は
な
る
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
自
己
と
他
己
と
の
間
に
は
は
っ
き
り

と
し
た
境
が
な
く
、
お
互
い
に
し
が
ら
み
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
日
で
は
自
然
に
存
在
し
て
い
る

諸
対
象
、
す
な
わ
ち
、
英
語
で
の
ネ
イ
チ
ャ
ー

を
自
然
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
本
来
の

”
自
然
“
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
少
々
趣
を

異
に
し
て
い
る
。
『
老
子
』
の
第
二
五
章
に
は

「
人
は
地
に
法
り
、
地
は
天
に
法
り
、
天
は

道
に
法
り
道
は
自
然
に
法
る
」
と
あ
る
。
『
老

子
』
に
お
け
る
道
は
宇
宙
全
体
を
支
配
す
る

絶
対
的
な
原
理
で
あ
る
か
ら
、
「
人
は
地
に
支

配
さ
れ
、
地
は
天
に
支
配
さ
れ
、
そ
の
天
は

道
に
支
配
さ
れ
る
」
ま
で
は
よ
く
わ
か
る
。

し
か
し
、
最
後
の
『
道
は
自
然
に
支
配
さ

れ
る
」
と
す
る
と
、
絶
対
で
あ
っ
た
は
ず
の
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道
が
自
然
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
矛

盾
を
来
た
す
。
論
理
的
に
矛
盾
を
除
く
と
す

れ
ば
「
絶
対
的
な
道
は
ど
こ
か
ら
も
支
配
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
自
身
が
そ
う
な
る

べ
く
し
て
そ
う
な
る
」
と
す
れ
ば
よ
い
。
と

す
れ
ば
自
然
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
は
っ
き

り
と
す
る
。
つ
ま
り
、
「
老
子
」
で
は
自
然
は

存
在
す
る
も
の
や
対
象
物
を
示
す
言
葉
で
は

な
く
、
「
自
然
に
そ
う
な
る
」
と
い
う
状
態
を

じ
れ
ん
ほ
う
に

示
す
言
葉
で
あ
る
。
親
瀞
は
「
自
然
怯
爾
」

蝉
ら

の
中
で
自
ら
然
し
む
る
こ
と
シ
」
そ
法
爾
で
あ

る
と
し
て
い
る
が
、
「
老
子
』
の
意
味
す
る
自

然
と
ま
さ
し
く
一
致
す
る
。

一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
『
我
思
う
、
ゆ

え
に
、
我
あ
り
」
と
デ
カ
ル
ト
が
語
っ
た
よ

う
に
、
自
己
の
存
在
を
明
確
に
規
定
し
て
い

る
。
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
、
環
境
の
こ
と

を
、
量
ぐ
局
○
国
冨
国
二
目
や
田
昂
宛
○
ロ
ヨ
〕

と
表
し
て
は
い
る
が
、
自
己
の
存
在
を
明
確

に
規
定
し
て
い
る
た
め
、
同
じ
〃
取
り
囲
み
〃

で
あ
っ
て
も
そ
の
認
識
の
度
合
い
は
大
き
く

異
な
る
。
そ
の
考
え
方
の
根
本
は
キ
リ
ス
ト

：.:｡！

教
に
依
拠
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
人
格

神
に
よ
る
一
神
教
で
あ
る
た
め
、
絶
対
的
な

神
の
も
と
で
は
人
間
を
他
と
明
確
に
区
別
す

る
。
そ
こ
で
、
取
り
囲
み
の
対
象
は
人
間
を

含
む
部
分
と
そ
れ
以
外
の
全
て
と
に
大
別
さ

れ
る
。
前
者
が
社
会
環
境
で
あ
り
、
後
者
が

自
然
環
境
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
環
境

問
題
を
考
え
て
み
る
と
、
環
境
問
題
は
人
間

に
よ
る
社
会
環
境
と
そ
れ
以
外
の
自
然
環
境

に
分
け
ら
れ
、
問
題
の
原
因
と
結
果
が
明
確

に
浮
か
び
上
が
る
。
も
ち
ろ
ん
、
今
日
の
環

境
問
題
は
全
て
人
間
が
も
た
ら
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
相
互
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

社
会
環
境
が
悪
化
す
れ
ば
自
然
環
境
も
悪
化

す
る
。
逆
に
、
大
規
模
な
火
山
噴
火
な
ど
に

よ
っ
て
自
然
環
境
が
大
き
く
破
壊
さ
れ
れ
ば
、

社
会
環
境
も
悪
化
す
る
。

命
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
は
汚
れ
た
空
気
、

バ
ク
テ
リ
ア
、
ウ
イ
ル
ス
ば
か
り
で
な
く
、

人
間
自
身
に
よ
る
犯
罪
も
人
の
生
命
を
大
き

く
脅
か
す
。
環
境
問
題
で
は
ゴ
ミ
問
題
や
犬

気
汚
染
問
題
な
ど
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
根
元
的
に
は
自
分

自
身
の
住
ん
で
い
る
人
間
（
社
会
）
環
境
と

自
然
環
境
と
に
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
こ

の
身
近
な
広
義
の
環
境
を
よ
く
す
る
こ
と
が

最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

世
界
的
に
み
て
、
犯
罪
の
多
い
場
所
や
都

市
は
、
ま
ず
間
違
い
な
く
汚
れ
て
い
る
。
環

境
を
汚
染
す
る
行
為
は
重
大
な
犯
罪
行
為
で

あ
る
か
ら
、
当
然
の
帰
結
で
も
あ
る
。
若
年

者
を
中
心
に
し
て
煙
草
や
空
き
缶
な
ど
の
〃
ポ

イ
捨
て
”
が
常
習
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
と

同
時
に
青
少
年
の
犯
罪
が
激
増
し
て
い
る
。

双
方
に
は
重
大
な
関
係
の
あ
る
こ
と
を
私
達

は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
物
理
的
に
は
豊
か

に
な
っ
た
現
代
社
会
で
は
あ
る
が
、
精
神
的

に
貧
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
住
み
難
い
社
会

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
私
達
の
身
の
回
り
の
問

題
、
す
な
わ
ち
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
う

一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
時
が

来
た
。

-．１

缶
中
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ガレー県の「ドドール」（洋蕊状の菓子）生産エ場で

従業員13人の伝統的なスタイルの工場。この会

１
、
疎
人
ロ
社
会
と過
密
社
会

東
南
ア
ジ
ア
の
社
会
は
伝
統
的
に
人
口
密

度
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
広
大
な
森
の
あ
ち

こ
ち
に
概
し
て
小
規
模
な
村
落
が
散
在
す
る

蟄
巾
の
な
い
世
界
を
長
い
間
維
持
し
て
き
た
．

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
植
民
地
支
配
の
影
響
な

ど
に
よ
っ
て
人
口
増
加
が
著
し
く
進
み
つ
つ

あ
っ
た
十
九
世
紀
半
ば
で
す
ら
、
東
南
ア
ジ

ア
に
お
け
る
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り

の
人
口
密
度
は
、
わ
ず
か
一
○
人
だ
っ
た
と

い
う
。
同
じ
時
期
の
他
の
地
域
と
比
べ
る
と
、

中
国
が
一
○
○
人
、
イ
ン
ド
が
五
○
人
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
四
五
人
、
日
本
が
九
○
人
ほ
ど
だ
っ

た
と
い
う
か
ら
、
ア
ジ
ア
は
も
と
よ
り
、
世

界
全
体
か
ら
見
て
も
、
東
南
ア
ジ
ア
が
い
か

に
疎
人
口
社
会
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
（
坪

内
』
鬘
已
］
）
．

し
か
し
、
一
一
十
世
紀
も
終
わ
り
に
近
づ
い

た
現
在
、
東
南
ア
ジ
ア
は
世
界
で
も
有
数
の

大
都
市
を
か
か
え
る
過
密
社
会
の
様
相
を
呈

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
か
つ
て
は
典
型
的

な
疎
人
口
社
会
を
形
成
し
て
い
た
現
在
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
が
統
治
し
て
い
る
地
域
は
、
す
で

”



インドネシアにおける都市化の新局面

に
約
二
億
人
と
い
う
東
南
ア
ジ
ア
最
大
（
世

界
で
は
四
番
目
）
の
人
口
を
擁
す
る
地
域
と

な
っ
て
お
り
、
｜
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た

り
人
口
密
度
は
一
○
一
人
に
達
し
て
い
る

（
、
国
は
目
丙
巨
Ｑ
ｏ
ｐ
冊
旨
巴
歸
目
・
瞳
‐
爵
）
。

主
な
国
の
全
人
口
に
対
す
る
都
市
人
口
の
比

率
を
見
て
も
、
経
済
開
発
が
急
速
に
進
ん
だ

一
九
六
五
年
か
ら
九
○
年
に
か
け
て
の
二
十

五
年
間
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
一
一
六
％
か
ら
四

一
一
一
％
へ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
一
六
％
か
ら
三

一
％
へ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
一
一
一
一
一
％
か
ら
四
三
％

へ
、
タ
イ
は
一
一
一
一
％
か
ら
二
二
％
へ
と
目
立
っ

て
増
加
し
て
い
る
（
旨
Ｃ
ｏ
８
巳
鼠
□
．
⑫
）
。
特

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植

民
地
だ
っ
た
一
九
一
一
○
年
に
は
都
市
人
口
率

は
五
・
八
％
だ
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る

●池田寛二(いけだ.かんじ）

･１９５２（昭和27）年、長野県出身

・日本大学生物資源科学部助教授

･専攻＝社会学（地域社会学、環境社会

学、東南アジア地域研究）

･1980年：東京都立大学大学院社会科学
研究科博士課程中退

兵庫教育大学助手、千葉大学助手、日

本大学専任綱師を経て、９３年より現職

（
の
巨
百
曰
昌
］
』
＄
③
》
己
・
麗
白
：
］
の
］
）
か
ら
、

都
市
人
口
の
増
加
は
、
今
世
紀
に
入
っ
て
漸

く
始
ま
り
、
六
○
年
代
以
降
急
激
に
進
行
し

た
き
わ
め
て
新
し
い
出
来
事
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
急
速
な
都
市
人
口
の
増

加
に
と
も
な
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
社
会
は

疎
人
口
社
会
と
い
う
伝
統
的
な
特
質
を
失
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
実
は
そ
れ
ほ
ど
単
純

で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
社
会

は
、
伝
統
的
な
疎
人
口
村
落
社
会
か
ら
近
代

的
な
過
密
都
市
社
会
へ
と
通
時
的
に
転
換
し

た
と
い
う
よ
り
、
今
な
お
一
一
つ
の
社
会
的
世

界
の
共
時
的
複
合
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中

で
変
容
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
で
は
、
村
落
的
世
界
と
都
市
的
世
界

と
の
共
時
的
複
合
化
と
は
い
か
な
る
事

態
を
指
す
の
か
。
こ
れ
が
「
都
市
の
な

か
の
ム
ラ
（
カ
ン
ポ
ン
）
」
と
か
、
「
農

業
（
農
村
）
の
イ
ン
ヴ
オ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
と
同
質
の
「
都
市
的
イ
ン
ヴ
オ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
」
が
存
在
す
る
、
と
い
っ
た
事

態
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
と
り
た
て
て

目
新
し
い
論
点
を
提
示
す
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
強
調
し
た

２
、
複
合
化
と
摩
擦

今
年
（
九
七
年
）
五
月
に
実
施
さ
れ
た
総

選
挙
を
め
ぐ
っ
て
、
す
で
に
そ
の
一
年
前
ぐ

ら
い
か
ら
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
は
じ
め
一
部
の

地
域
で
何
回
か
暴
動
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
、

日
本
で
も
報
道
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
昨
今
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
こ
う

し
た
政
治
的
紛
争
ほ
ど
に
は
国
際
的
な
注
目

は
集
め
て
い
な
い
が
、
労
働
争
議
も
頻
発
し

て
い
る
。
最
低
賃
金
を
守
ら
な
い
企
業
に
対

し
て
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
す
と
い

う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま
た
、
毎
年
イ
ド
ル
・

フ
ィ
ト
リ
（
イ
ス
ラ
ム
教
の
断
食
明
け
の
祝

い
の
は
、
都
市
に
村
落
的
社
会
関
係
が
持
ち

込
ま
れ
る
と
い
う
局
面
で
は
な
く
、
二
つ
の

世
界
の
複
合
化
が
、
都
市
に
お
い
て
も
農
村

に
お
い
て
も
、
社
会
的
諸
関
係
の
中
に
生
ず

る
様
々
な
緊
張
関
係
を
、
あ
る
い
は
、
も
つ

と
端
的
に
言
え
ば
摩
擦
を
、
増
幅
さ
せ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
局
面
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

最
近
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
社
会
状
況
を
事
例

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
東
南
ア
ジ
ア
の
都
市

化
の
新
局
面
を
素
描
し
て
み
た
い
。

”



祭
日
）
が
近
づ
く
と
、
祭
日
手
当
て
（
Ｔ
Ｈ

Ｒ
Ⅱ
目
白
且
目
、
自
国
目
罵
邑
凹
）
を
め
ぐ
っ

て
労
働
者
が
暴
動
を
起
こ
す
ケ
ー
ス
も
増
え

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
今
年
の
一
月
三
十
一

日
に
、
バ
ン
ド
ン
の
東
に
隣
接
す
る
西
ジ
ャ

ワ
州
ス
メ
ダ
ン
県
の
あ
る
繊
維
工
場
で
、
五
、

○
○
○
人
の
労
働
者
が
参
加
す
る
大
規
模
な

暴
動
が
発
生
し
、
軍
隊
の
出
動
に
よ
っ
て
鎮

圧
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
発
展
し
た
が
、
こ

の
暴
動
の
直
接
の
原
因
は
、
イ
ド
ル
・
フ
ィ

ト
リ
の
特
別
手
当
て
の
支
給
額
が
、
正
社
員

と
日
雇
い
工
員
と
の
間
で
大
幅
に
差
別
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
、
半
数
以
上
を
占
め
る
日
雇

い
工
員
（
全
従
業
員
九
、
○
○
○
人
の
う
ち

五
、
○
○
○
人
）
が
強
い
不
満
を
抱
い
た
こ

と
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
九
七
年

二
月
一
日
付
圏
の
巨
胃
四
℃
の
日
す
日
邑
目
ご
紙
）
。

一
方
、
十
分
に
制
度
化
さ
れ
た
賃
金
労
働

を
と
も
な
わ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
も
、
暴
動
や
小

競
り
合
い
が
頻
発
し
、
し
ば
し
ば
、
新
聞
な

ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
、

や
は
り
今
年
の
一
月
に
、
当
局
か
ら
営
業
停

止
を
命
じ
ら
れ
た
「
カ
キ
・
リ
マ
」
と
呼
ば

れ
る
露
天
商
の
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
れ
を
不
服

と
し
て
当
局
の
オ
フ
ィ
ス
を
襲
撃
す
る
と
い

う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
同
じ
頃
、
バ
ン

ド
ン
市
内
で
も
、
乗
り
合
い
バ
ス
の
ド
ラ
イ

バ
ー
・
グ
ル
ー
プ
と
ベ
チ
ャ
ひ
き
グ
ル
ー
プ

と
の
間
で
小
競
り
合
い
が
起
こ
り
、
三
○
台

の
バ
ス
が
ベ
チ
ャ
ひ
き
に
壊
さ
れ
た
り
焼
き

討
ち
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も
あ
っ
た
。
バ
ス

の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
全
員
ス
マ
ト
ラ
出
身
の
バ

タ
ッ
ク
人
で
一
方
ベ
チ
ャ
ひ
き
の
大
半
は

地
元
の
ス
ン
ダ
人
で
あ
り
、
職
業
グ
ル
ー
プ

間
の
抗
争
で
あ
る
と
同
時
に
ヱ
ス
ニ
ッ
ク
・

グ
ル
ー
プ
間
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
と
い
う
様
相

も
呈
し
て
い
た
。

ど
ん
な
社
会
に
も
摩
擦
は
つ
き
も
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
種
の
事
件
が
頻
発
し
て
い
る

こ
と
の
み
を
根
拠
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は

今
社
会
不
安
が
急
速
に
増
大
し
つ
つ
あ
る
、

な
ど
と
安
易
に
一
般
化
す
べ
き
で
は
あ
る
ま

い
。
む
し
ろ
、
暴
動
な
ど
と
い
う
集
合
行
動

は
起
こ
ら
な
く
て
も
不
気
味
な
犯
罪
が
世
間

を
騒
が
し
て
い
る
昨
今
の
日
本
の
方
が
、
社

会
不
安
の
病
根
は
深
い
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

筆
者
が
こ
う
し
た
事
件
に
言
及
し
た
の
は
、

社
会
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
例
示
す

る
た
め
で
は
な
く
、
複
合
社
会
と
し
て
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
性
格
が
、
近
年
の
急
速

な
都
市
化
に
と
も
な
っ
て
、
微
妙
に
変
質
し

始
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と

を
示
唆
す
る
た
め
で
あ
る
。

複
合
社
会
（
已
日
巴
の
。
Ｑ
の
ｑ
）
と
は
、
周

知
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
経
済
学
者

フ
ァ
ー
ニ
バ
ル
が
提
起
し
た
概
念
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
異
な
っ
た
社
会
秩
序
を
も
つ
複
数

の
集
団
二
股
に
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー

プ
）
が
、
互
い
に
分
離
し
た
ま
ま
で
、
し
た

が
っ
て
社
会
全
体
の
共
通
意
志
を
欠
い
た
ま

ま
で
併
存
し
て
い
る
よ
う
な
構
造
の
社
会
を

意
味
し
て
い
る
。

フ
ァ
ー
ニ
バ
ル
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
社
会
、

中
国
人
社
会
、
ジ
ャ
ワ
人
を
は
じ
め
と
す
る

土
着
民
社
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
離
し
つ
つ

併
存
し
て
い
た
植
民
地
時
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
社
会
を
複
合
社
会
の
典
型
と
見
微
し
た

（
フ
ァ
ー
ニ
パ
ル
、
］
置
画
も
・
認
画
）
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
今
日
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
は

大
き
く
変
容
を
遂
げ
の
構
造
的
に
も
複
雑
に

な
っ
て
い
る
か
ら
、
も
は
や
複
合
社
会
と
い

う
概
念
の
み
で
と
ら
え
き
れ
る
よ
う
な
社
会

で
は
な
い
。

し
か
し
、
今
日
で
も
多
民
族
社
会
で
あ
る
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こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
、

複
合
社
会
的
様
相
が
完
全
に
消
滅
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
国
民
国
家
へ
の
政

治
的
・
文
化
的
統
合
に
よ
る
社
会
全
体
の
共

通
意
志
の
形
成
が
強
調
さ
れ
（
そ
れ
は
、
「
多

様
性
の
中
の
統
一
」
と
い
う
国
是
に
象
徴
さ

れ
て
い
る
）
、
そ
れ
と
同
時
に
、
ス
ハ
ル
ト
体

制
の
も
と
で
の
一
貫
し
た
経
済
開
発
政
策
の

展
開
に
と
も
な
っ
て
拡
大
し
た
市
場
経
済
が
、

社
会
集
団
ご
と
に
独
自
の
閉
鎖
的
経
済
活
動

を
維
持
す
る
こ
と
を
ま
す
ま
す
難
し
く
す
る

中
で
、
多
民
族
社
会
が
も
は
や
複
合
社
会
の

様
相
を
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な

状
況
が
現
出
し
て
き
た
こ
と
も
明
ら
か
だ
と

言
え
よ
う
。
昨
今
の
紛
争
は
、
ま
さ
に
こ
う

し
た
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
バ
ス
・
ド
ラ
イ
バ
ー
と
ベ
チ
ャ

ひ
き
の
間
の
紛
争
を
例
に
と
る
と
、
そ
の
こ

と
を
説
明
し
や
す
い
。
都
市
の
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
を
構
成
し
て
い
る
多
様
な

職
業
集
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
グ
ル
ー
プ
と
結
び
つ
い
て
い
て
、
互
い

の
仕
事
に
干
渉
せ
ず
、
日
常
的
に
も
別
々
の

区
域
（
カ
ン
ポ
ン
）
に
住
み
分
け
て
暮
ら
す

傾
向
が
顕
著
に
う
か
が
え
る
、
と
い
う
こ
と

は
、
い
わ
ば
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
分
離
し

つ
つ
併
存
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ

は
複
合
社
会
的
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

だ
が
、
バ
ン
ド
ン
の
事
件
の
よ
う
に
、
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
互
い
の
仕
事
を
妨
害
す
る

と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
相
互
に
干
渉
し
合
わ
な
い
で
済
ま
せ
ら

れ
る
ほ
ど
適
度
な
距
離
を
保
つ
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
複
合
社

会
か
ら
緊
張
や
摩
擦
の
よ
り
強
い
社
会
へ
と

移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
例
証
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ

ク
タ
ー
に
お
い
て
も
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
部
門

を
中
心
に
、
競
争
原
理
（
こ
の
場
合
は
、
バ

ス
と
ベ
チ
ャ
と
の
乗
客
の
奪
い
合
い
あ
る
い

は
価
格
競
争
）
が
強
く
働
く
よ
う
に
な
っ
て

き
た
と
い
う
、
最
近
の
都
市
化
と
そ
れ
に
と

も
な
う
経
済
と
社
会
の
変
化
が
あ
る
、
と
言

え
よ
う
。

一
方
、
社
会
全
体
の
共
通
一
息
志
が
多
く
の

人
々
に
内
面
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
ム
ラ
社
会
の
集
合

体
と
い
う
複
合
社
会
的
性
格
は
、
多
か
れ
少

な
か
れ
相
対
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
民
と
し
て
平
等
の
権
利
を
与
え
ら

れ
て
い
る
と
考
え
る
労
働
者
が
、
正
規
の
従

業
員
と
旦
雇
い
従
業
員
と
の
手
当
て
の
格
差

に
反
発
す
る
と
い
う
事
態
は
、
そ
の
こ
と
を

例
証
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
に
労
働

力
と
し
て
吸
収
さ
れ
た
人
々
が
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
よ
り
も
企
業
の
従

業
員
と
か
労
働
者
と
い
っ
た
経
済
的
階
層
性

へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
め
る
よ
う
に

な
っ
た
結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
実
際
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
企
業

の
一
雇
用
創
出
力
は
き
わ
め
て
不
十
分
な
水
準

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
雇
用
の
機
会
が
都

市
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
の
背
景
に

も
、
最
近
の
都
市
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
都

市
の
経
済
と
社
会
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
都
市
化
は
今
ど

の
よ
う
な
新
し
い
局
面
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
都
市
の
経
済
と
社
会
は

ど
の
よ
う
に
変
容
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
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３
、
都
市
化
の
新
局
面
と
し
て
の

メ
ガ
・
ア
ー
バ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
都
市
人
口
率
は
、
九
○

年
代
に
入
っ
て
す
で
に
三
○
％
を
上
回
っ
た

が
、
国
連
等
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
二
○
○
五

年
に
は
四
○
％
台
に
達
し
、
二
○
二
○
年
に

は
五
五
％
を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
池

田
ロ
］
＄
『
も
・
巴
）
。
い
か
に
急
速
に
「
都
市
の

時
代
」
に
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
が
わ

か
る
。
で
は
、
都
市
人
口
率
が
こ
の
よ
う
に

急
上
昇
す
る
の
に
と
も
な
っ
て
、
都
市
化
の

性
格
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
最
近
、

東
南
ア
ジ
ア
の
都
市
研
究
者
が
強
調
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
が
、
『
メ
ガ
・
ア
ー
バ
ニ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
」
あ
る
い
は
「
メ
ガ
・
ア
ー
バ
ン
。

リ
ー
ジ
ョ
ン
の
形
成
」
で
あ
る
。
「
メ
ガ
・
ア
ー

バ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
単
に
都
市
の
人

口
規
模
が
増
大
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
意
味
す
る

の
で
は
な
く
、
既
存
の
都
市
の
境
界
を
超
え

て
、
「
無
定
形
で
ア
メ
ー
バ
状
に
増
殖
す
る
空

間
形
態
を
生
み
出
す
」
よ
う
な
都
市
化
を
意

味
し
て
い
る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
言
う
と
、

そ
れ
は
、
都
市
の
中
心
部
に
一
方
的
に
人
口

が
集
中
す
る
と
い
う
形
で
都
市
化
が
進
む
の

で
は
な
く
、
経
済
活
動
や
都
市
機
能
お
よ
び

そ
れ
を
担
う
人
口
分
布
が
脱
中
心
化
し
、
か

な
り
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
分
散
的
に
人
口

を
吸
収
し
て
ゆ
く
、
と
い
う
形
で
都
市
人
口

率
が
上
昇
し
て
ゆ
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
農
村
地
域
の
真
っ
只
中
に
、
突

如
と
し
て
、
近
代
的
な
工
場
団
地
や
巨
大
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
や
新
興
住
宅
団
地
が
出
現

す
る
。
ま
さ
に
、
村
ａ
５
ｍ
）
と
都
市
（
丙
・
国
）

が
空
間
的
に
無
秩
序
に
混
在
す
る
よ
う
に
な

る
の
で
、
マ
ギ
ー
は
そ
の
よ
う
な
「
デ
サ
コ

タ
・
ゾ
ー
ン
」
の
形
成
に
メ
ガ
・
ア
ー
パ
ニ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
を
見
出
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
日
本
の
都
市
は
も
と
よ
り
、
世
界
中

の
ほ
と
ん
ど
の
都
市
が
経
験
し
て
き
た
（
あ

る
い
は
、
今
も
経
験
し
て
い
る
）
「
ス
プ
ロ
ー

ル
」
現
象
と
基
本
的
に
は
同
じ
こ
と
を
言
っ

て
い
る
の
だ
が
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
最
近
急

速
に
こ
の
よ
う
な
現
象
が
広
が
っ
て
お
り
、

そ
こ
に
こ
の
地
域
特
有
の
都
市
化
の
性
格
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
「
ス
プ
ロ
ー
ル
」

と
い
う
概
念
が
専
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
で

用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
よ
り
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
な
（
つ
ま
り
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
だ

け
で
な
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
に
も
配
慮
し

て
）
概
念
的
把
握
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
た

こ
と
が
、
特
に
「
メ
ガ
・
ア
ー
バ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
と
呼
ぶ
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
メ

ガ
・
ア
ー
バ
ン
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
は
、
こ

れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
意
味
の
メ
ガ
・
ア
ー

バ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
と
し
て
出
現
し
た

広
域
的
都
市
空
間
を
意
味
し
て
い
る
。
（
こ
れ

ら
の
概
念
の
詳
細
な
議
論
は
、
紙
幅
の
都
合

上
、
別
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、

文
献
は
、
（
言
。
⑦
の
①
陣
宛
：
旨
の
。
Ｐ
】
忠
、
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

た
と
え
ば
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
、
経
済
的
社

会
的
空
間
と
し
て
は
、
も
は
や
「
ジ
ャ
カ
ル

タ
市
」
の
行
政
範
域
内
に
自
足
し
て
い
な
い
。

］
し
国
○
円
炭
田
］
房
と
い
う
言
葉
が
人
口
に
膳
灸

し
て
い
る
こ
と
が
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
、
ボ
ゴ
ー
ル
市
お
よ

び
ボ
ゴ
ー
ル
県
、
タ
ン
ゲ
ラ
ン
県
、
ブ
カ
シ

県
に
ま
た
が
る
広
大
な
地
域
が
メ
ガ
・
ア
ー

パ
ン
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
を
形
成
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
バ
ン
ド
ン
市
も
、
そ
の
周
辺
の
バ
ン

ド
ン
県
の
農
村
地
域
に
都
市
機
能
を
拡
大
分

散
さ
せ
て
、
メ
ガ
・
ア
ー
パ
ン
・
リ
ー
ジ
ョ
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ン
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
バ
ン

ド
ン
市
の
人
口
増
加
率
が
周
辺
の
バ
ン
ド
ン

県
の
人
口
増
加
率
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る

と
い
う
最
近
の
傾
向
が
端
的
に
物
語
っ
て
い

る
。
一
九
八
○
年
か
ら
九
○
年
に
か
け
て
の

年
間
の
平
均
人
口
増
加
率
を
見
る
と
、
バ
ン

ド
ン
市
三
・
三
％
に
対
し
て
、
周
辺
の
バ
ン

ド
ン
県
は
七
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
（
池
田
、
』
ｇ
弓
》
己
・
農
）
。

こ
の
よ
う
な
近
年
の
都
市
化
は
、
｜
面
で

は
、
開
発
政
策
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
成
果
に
ち

が
い
な
い
。
企
業
や
工
場
な
ど
で
安
定
的
な

雇
用
条
件
の
も
と
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
結
果
収
入
も
増
え
、
消
費

生
活
も
豊
か
に
な
り
、
学
歴
達
成
度
も
高
く

な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
都
市
中
間
層
」
の
構

成
員
と
し
て
の
条
件
を
具
え
る
よ
う
に
な
っ

た
人
々
は
、
大
都
市
を
中
心
に
確
実
に
増
加

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
人
々
は
、

社
会
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
今
な
お
ほ
ん
の
一

握
り
に
す
ぎ
な
い
。
全
体
的
な
観
点
か
ら
す

れ
ば
、
「
都
市
人
口
の
急
激
な
増
加
は
、
雇
用

機
会
や
収
入
面
で
の
改
善
を
と
も
な
っ
て
い

な
い
」
（
、
巨
富
日
日
』
⑤
患
己
・
認
）
の
で
あ
る
。

失
業
率
は
ま
す
ま
す
危
機
的
な
水
準
に
近
づ

４
，
メ
ガ
．
ア
ー
バ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
地
域
社
会
ｌ
地
場
産
業

へ
の
期
待

以
上
の
よ
う
に
、
近
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
都
市
化
は
、
メ
ガ
・
ア
ー
バ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
様
相
を
ま
す
ま
す
強
く
帯
び
る
よ
う
に

な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
そ
の
光
も
影

も
よ
り
広
い
地
域
に
拡
大
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
そ
し
て
、
都
市
と
農
村
が
急
速
に

揮
然
一
体
化
す
る
中
で
、
異
な
る
秩
序
を
も
っ

た
社
会
集
団
が
相
互
に
分
離
し
つ
つ
併
存
す

い
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
農
村
に
お

け
る
環
境
の
変
化
も
急
速
に
問
題
化
し
て
い

る
。
ジ
ャ
ワ
島
全
域
、
と
り
わ
け
、
全
国
一

の
稲
作
地
域
で
あ
る
西
ジ
ャ
ワ
州
に
お
い
て

は
、
こ
の
よ
う
な
都
市
化
に
と
も
な
っ
て
、

主
に
水
田
の
工
業
的
・
都
市
的
土
地
利
用
へ

の
転
用
に
よ
る
農
地
の
減
少
、
農
業
用
水
の

工
業
用
水
へ
の
転
換
、
農
民
の
相
対
的
窮
乏

化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
（
池
田
、
骨
彊
忌
》

ｇ
・
全
‐
己
。
こ
う
し
た
メ
ガ
・
ア
ー
バ
ニ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
結
果
も
、
看
過
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

る
、
と
い
う
複
合
社
会
状
況
の
存
続
は
困
難

に
な
り
、
社
会
関
係
の
中
に
生
ず
る
緊
張
や

摩
擦
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
も
、
メ
ガ
・
ア
１
パ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

失
業
や
不
安
定
雇
用
を
解
消
す
る
ど
こ
ろ
か
、

む
し
ろ
そ
の
種
の
社
会
問
題
を
地
域
的
に
拡

大
し
、
農
業
環
境
に
も
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し

て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
都
市
化
の
新

局
面
に
い
か
に
対
応
し
、
そ
の
悪
影
響
を
回

避
し
て
独
自
の
地
域
づ
く
り
を
い
か
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

多
く
の
地
域
社
会
に
課
せ
ら
れ
た
緊
急
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
で
は
、
こ

の
よ
う
な
困
難
な
課
題
に
は
ど
の
よ
う
な
解

答
が
あ
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
地
場

産
業
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
く

と
も
ひ
と
つ
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
メ
ガ
・
ア
ー
バ
ニ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
弱
め

る
に
は
、
他
の
地
域
に
な
い
独
自
の
産
業
を

育
成
し
て
地
域
住
民
の
安
定
雇
用
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
農
業
環
境
と
も
共
存
共
栄
で

き
る
よ
う
な
自
立
し
た
地
域
社
会
経
済
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
具

体
化
す
る
に
は
、
地
場
産
業
の
再
生
や
創
出
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が
決
め
手
に
な
る
、
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
地
場
産
業
の

一
例
と
し
て
、
ガ
ル
ー
県
の
「
ド
ド
ー
ル
」

生
産
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

従業員250人が３交替で働いている「ピクニック」のエ場｡原料を高熱の釜で煉っ
ているところ。このエ程は力仕事なので専ら男性エ員が働いている。

ガ
ル
ー
県
は
バ
ン
ド
ン
県
の
南
東
に
隣
接

し
て
お
り
、
バ
ン
ド
ン
の
メ
ガ
・
ア
ー
バ
ニ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
に
曝
さ
れ
て
い
る
地
域

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
に
は
「
ド
ド
ー

ル
」
を
生
産
す
る
地
場
産
業
が
根
付
い
て
い

て
、
地
域
経
済
に
独
自
の
貢
献
を
果
た
し
て

い
る
。
「
ド
ド
ー
ル
」
と
は
、
も
ち
米
（
ク
タ

ン
）
と
ヤ
シ
砂
糖
（
グ
ラ
・
ア
レ
ン
）
を
高

「ピクニック」の工場。製品を包装しているところ。製品の切り分け、包装、箱
詰めはほとんど女性エ員の仕事である。

て国さマかさ士クのリラ司大有県品て全で作熱

観;鱗祷瀧轤
芒窯薑蝋辨三二鰍亨辮豐
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インドネシアにおける都市化の新局面

〔
参
考
文
献
】

●
フ
ァ
ー
一
一
バ
ル
、
】
・
の
．
》
』
置
蝉
清
水
訳
『
蘭
印

の
経
済
政
治
社
会
史
』
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

●
池
田
寛
一
一
、
］
ｇ
「
型
「
『
緑
の
革
命
』
以
後
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
農
業
開
発
と
環
境

変
動
ｌ
西
ジ
ャ
ワ
州
を
事
例
と
し
て
ｌ
」
広

瀬
昌
平
編
『
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
国

際
地
域
研
究
所
一
○
周
年
記
念
論
文
集
・
ア

ジ
ア
の
食
料
と
環
境
を
考
え
る
ｌ
地
域
研
究

の
新
た
な
展
開
に
向
け
て
ｌ
』
蛆
‐
ね
頁
（
龍

渓
書
舎
）

●
池
田
寛
二
、
』
＄
『
戸
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
口

動
態
と
社
会
変
動
」
『
日
本
大
学
総
長
指
定
総

合
研
究
・
ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
世
界
．

ガ
ル
ー
県
内
に
は
、
他
に
も
お
よ
そ
五
○
の

小
規
模
経
営
の
ド
ド
ー
ル
製
造
会
社
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
ク
オ
リ
テ
イ
を
競
っ
て

い
る
。
紙
幅
の
都
合
で
要
点
の
み
記
す
。

「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
の
工
場
で
は
一
一
五
○
人
の

男
女
が
従
業
員
と
し
て
働
い
て
い
る
。
賃
金

は
日
給
制
だ
が
、
月
給
に
換
算
す
る
と
一
人

平
均
二
○
万
ル
ピ
ア
で
祭
日
手
当
て
も
あ
り
、

全
国
的
に
見
て
も
決
し
て
悪
い
待
遇
で
は
な

い
。
一
方
、
小
規
模
な
工
場
の
場
合
は
、
従

業
員
は
一
○
人
前
後
、
賃
金
も
月
給
に
換
算

す
る
と
一
人
二
一
万
ル
ピ
ア
程
度
で
、
大
工

場
に
は
大
き
く
及
ば
な
い
が
、
こ
の
地
域
で

は
、
標
準
的
な
水
準
で
あ
り
、
祭
日
手
当
て

も
あ
る
の
で
、
従
業
員
も
満
足
し
て
い
る
。

原
料
の
も
ち
米
と
ヤ
シ
砂
糖
は
、
い
ず
れ
も

近
隣
の
農
家
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
が
、
特
に

も
ち
米
の
買
取
価
格
は
普
通
の
米
よ
り
一
一
～

三
割
高
い
の
で
、
地
元
の
農
家
か
ら
も
評
判

が
よ
い
。
農
業
に
も
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ

平
成
八
年
度
報
告
書
』
Ⅳ
１
羽
頁
（
日
本
大
学

総
合
科
学
研
究
所
）

●
富
Ｏ
の
①
、
９
．
の
・
陣
幻
○
亘
口
の
○
口
》
閂
・
言
・
》
」
・
謡
琶

弓
豈
①
言
の
、
四
‐
ロ
３
自
用
の
頤
】
目
の
。
｛
の
自
岳
‐

の
囚
②
奇
少
の
旨
（
ロ
国
○
勺
扁
切
⑪
）

●
の
Ｂ
は
⑪
陣
弄
目
○
○
口
の
巴
囚
』
＄
、
由
而
の
］
四
‐

丙Ｐ門庁四）

●
の
巨
丙
目
ロ
ロ
日
》
］
＄
Ｐ
ご
□
［
ず
四
口
目
凹
威
○
口
四
口
○

号
の
の
奇
日
Ｒ
員
の
。
｛
ご
号
自
国
目
］
。
］
曰
の
員

旨
冒
已
○
己
の
巴
囚
》
》
・
の
〔
）
曰
。
［
局
ｚ
》
ご
◎
一
・
臣
》

ｚ
○
・
］
》
ロ
ロ
・
田
‐
『
、
（
扇
因
房
の
》
の
旨
、
四
℃
。
届
）

●
坪
内
屋
博
巳
や
畠
「
地
域
性
の
形
成
論
理
」
『
総

合
的
地
域
研
究
・
創
刊
準
備
号
』
ｕ
１
週
頁
（
京

都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
）

Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ロ
●
●
■
Ｓ
０
ｂ
●
ｐ
Ｄ
Ｄ
Ｂ
Ｃ
Ｇ
■
■
■
■
●
●
●
●
●
●
●
ｃ
ｃ
●
●
●
●
●
Ｇ
Ｃ
０
Ｏ
Ｃ
０
０
■
■
■
●
●
●
●
●
●

》
（
付
記
）
本
稿
は
、
平
和
中
島
財
団
の
⑭

》
研
究
助
成
に
よ
っ
て
平
成
八
年
八
月
か
》

一
ら
九
月
に
実
施
し
た
『
西
ジ
ャ
ワ
の
農
》

》
工
共
存
地
域
に
お
け
る
自
立
と
発
展
の
》

》
課
題
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
現
地
で
の
共
》

一
同
研
究
（
代
表
者
函
広
瀬
昌
平
日
大
教
》

》
授
）
お
よ
び
日
本
大
学
総
長
指
定
総
合
》

Ⅲ
研
究
「
ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
世
》

》
界
」
（
平
成
八
年
度
～
’
○
年
度
、
代
表
》

》
者
》
井
上
俊
一
日
大
教
授
）
の
研
究
分
岼

一
担
者
と
し
て
平
成
九
年
一
一
月
に
実
施
し
》

》
た
現
地
調
査
の
成
果
の
一
部
に
も
と
づ
》

》
く
も
の
で
あ
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｇ
ｄ
Ｑ
■
■
□
Ｏ
■
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
□
Ｏ
Ｑ
０
０
０
０
■
●
●
●
●
●
ｃ
Ｃ
Ｃ
●
●
。
。
●
０
９
●
●
●
ｄ
Ｃ
０
●
●
■
●
●
■
●
●

る
。こ
の
よ
う
に
、
農
工
が
共
存
共
栄
し
な
が

ら
、
安
定
一
雇
用
の
創
出
に
も
貢
献
し
て
い
る

ガ
ル
ー
県
の
ド
ド
ー
ル
よ
う
な
地
場
産
業
の

あ
り
方
は
、
メ
ガ
・
ア
ー
バ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
抑
制
し
、

地
域
社
会
の
自
立
し
た
発
展
を
は
か
る
た
め

の
、
ひ
と
つ
の
望
ま
し
い
方
向
性
を
示
す
事

例
と
し
て
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。
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にゆうすふお－らむ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
焔
日
Ⅱ
山
際
澄
夫
】

国
連
の
ア
ナ
ン
事
務
総
長
は
十
六
日
、

国
連
人
道
問
題
局
の
廃
止
、
「
副
事
務
総

長
」
の
新
設
な
ど
を
柱
と
し
た
国
連
改

革
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。
今
年
三
月

の
千
人
の
職
員
削
減
提
案
に
次
ぐ
国
連

行
革
第
二
弾
だ
が
、
機
構
の
統
合
整
理

は
不
十
分
な
ま
ま
で
、
米
国
な
ど
が
反

発
し
そ
う
だ
。

国
連
行
革
は
肥
満
化
す
る
一
方
の
国

連
を
ス
リ
ム
に
す
る
こ
と
で
効
率
化
を

は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
財
政
危
機

も
あ
っ
て
急
務
に
な
っ
て
い
る
。
特
に

米
国
は
、
十
億
ド
ル
に
も
上
る
国
連
分

圏
国
畷
蝉
訣
鵲
鯛
露
曜
“

に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

担
金
の
滞
納
金
支
払
い
の
条
件
と
し
て

国
連
行
革
を
求
め
て
い
る
。
ガ
リ
前
事

務
総
長
が
米
国
の
拒
否
に
あ
っ
て
再
選

が
果
た
せ
な
か
っ
た
の
も
、
国
連
改
革

に
不
熱
心
と
い
う
の
が
理
由
と
さ
れ
た
。

報
告
書
で
ア
ナ
ン
事
務
総
長
は
「
国

連
の
再
活
性
化
を
は
か
る
」
と
の
観
点

か
ら
国
連
行
革
の
重
要
性
を
強
調
し
、

事
務
総
長
の
指
導
力
強
化
策
と
し
て
副

事
務
総
長
職
を
提
案
し
た
．

ま
た
、
事
務
局
の
一
部
と
し
て
こ
れ

ま
で
イ
ラ
ク
や
北
朝
鮮
へ
の
人
道
援
助

を
担
当
し
て
き
た
人
道
問
題
局
（
明
石

康
事
務
次
長
が
統
括
）
を
廃
止
し
、
世

界
食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
や
、
国
連
食

糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
な
ど
の
調
整

を
専
門
的
に
行
う
「
緊
急
救
援
調
整
室
』

を
設
置
す
る
。

ま
た
、
人
権
関
連
機
関
の
統
廃
合
や
、

国
連
通
常
総
会
の
期
間
や
議
題
の
削
減

な
ど
幅
広
い
提
案
が
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
統
廃
合
が
論
議
さ
れ
て
い

た
国
連
開
発
計
画
、
国
連
児
童
基
金
、

国
連
人
口
基
金
は
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。国
連
の
財
政
危
機
対
策
の
一
環
と
し

て
分
担
金
滞
納
国
が
支
払
い
の
た
め
の

資
金
を
貸
す
基
金
を
十
億
ド
ル
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
を
、
提
案
し
て
い

る
。国
連
行
革
は
三
月
に
第
一
弾
が
発
表

さ
れ
た
と
き
、
機
構
の
削
減
な
ど
抜
本

的
な
改
革
は
七
月
ま
で
に
第
二
弾
と
し

て
発
表
さ
れ
る
と
し
て
い
た
。
し
か
し

そ
の
内
容
は
、
部
署
の
新
設
も
多
く
、

行
革
と
い
う
よ
り
単
な
る
機
構
の
見
直

し
の
感
も
あ
り
、
今
後
議
論
を
呼
ぶ
こ

と
に
な
ろ
う
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
七
・
七
・
十
七
）

× ×

×

××

●
国
連
・
人
道
問
題
局
を
廃
止
…
和

●
社
会
興
撰
畔
制
度
見
直
し
急
務
…
刺

●
東
ア
ジ
ア
貧
困
人
ロ
が
半
減
…
枢

●
Ｃ
Ｏ
２
削
灘
・
途
上
国
の
抑
制
…
鞄

●
一
人
つ
宰
匙
騨
簾
め
ぐ
り
嬬
星
矢
…
…
相

●
百
歳
以
上
初
の
八
千
人
突
破
…
細

●
高
齢
医
療
費
最
高
約
幻
兆
円
…
“

●
日
本
温
暖
化
、
卯
兆
円
水
没
…
斜

●
扣
歳
以
上
、
１
割
突
破
…
…
…
妬

●
死
因
の
地
域
差
縮
小
…
…
…
…
媚

●
社
会
を
『
窮
譲
境
調
和
型
」
に
…
仰

●
人
口
と
窮
窪
境
の
研
究
急
げ
…
…
柵

●
国
連
・
拠
出
金
削
減
再
峯
ｚ
透
…
印

●
途
二
国
の
人
口
畑
鰯
塑
啄
策
・
…
・
…
印

屯くじ

ｲ０



自
治
省
が
六
日
に
公
表
し
た
全
国
人

口
動
態
調
査
結
果
で
、
六
十
五
歳
以
上

の
老
年
人
口
が
初
め
て
一
五
％
を
超
え

雫
癒
蠅
轆
濯
北
蕊
；

た
こ
と
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
年
金

財
源
の
確
保
や
健
康
保
険
制
度
の
立
て

直
し
な
ど
、
抜
本
的
な
社
会
保
障
制
度

の
見
直
し
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
示
し
て
い
る
。

老
年
人
口
に
つ
い
て
、
自
治
省
は
『
年

齢
別
の
統
計
を
始
め
た
平
成
六
年
の
調

査
以
来
、
毎
年
構
成
比
、
増
加
率
と
も

急
速
に
伸
び
て
い
る
」
（
振
興
課
）
と
説

明
す
る
。
現
に
今
回
の
調
査
で
も
、
生

産
年
齢
人
ロ
（
十
五
－
六
十
四
歳
）
と

十
五
歳
未
満
の
年
少
人
ロ
が
減
少
す
る

一
方
、
老
年
人
口
は
三
・
八
五
％
も
増

え
て
お
り
、
現
行
制
度
の
中
で
社
会
保

障
費
の
財
源
確
保
が
一
層
困
難
に
な
っ

て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
た
、
一
世
帯
の
平
均
構
成
人
員
が

過
去
最
低
（
一
一
・
七
五
人
）
と
な
っ
た

の
は
、
独
居
世
帯
が
増
え
続
け
て
い
る

結
果
と
み
ら
れ
る
が
、

家
庭
で
の
高
齢
者
介
護

が
難
し
い
家
族
環
境
を

象
徴
し
て
い
る
と
い
え

る
。政
府
は
年
金
の
保
険

料
値
上
げ
や
、
受
給
開

始
年
齢
の
引
き
上
げ
、

健
康
保
険
料
の
値
上
げ

な
ど
財
源
確
保
の
た
め

施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
長
期
対
策
と
し
て
、

生
産
人
口
を
増
や
す
た

め
の
子
育
て
支
援
総
合

計
画
ニ
ン
ゼ
ル
プ
ラ

ン
）
を
進
め
て
も
い
る

が
、
効
果
は
ま
だ
表
れ

て
は
い
な
い
。

こ
の
ま
ま
老
年
人
口

の
増
加
と
生
産
人
口
の

減
少
が
セ
ッ
ト
の
形
で

幻
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人口

対
増

綴 増加率
(％） 世帯数 １世帯当

たり人数鐸
霧
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圧
死
囑
脚
オ
罵
王
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一
辱
刑
鱸
山
川
丼
桑
野
阜
辰
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
島
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島
縄

奈
歌

児
北
青
岩
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
束
神
新
富
石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
玄
坦
徳
雪
愛
高
鬮
左
受
濾
大
宮
寵
中
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．
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にゅうすふぉ－らむ

進
め
ば
、
た
と
え

保
険
料
の
値
上
げ

措
置
な
ど
で
一
時

的
な
効
果
は
期
待

で
き
る
と
し
て
も

社
会
保
障
制
度
が

財
政
的
に
破
た
ん

す
る
危
険
性
も
膨

ら
ん
で
い
く
こ
と

に
な
る
。
今
回
の

調
査
結
果
は
『
少

子
高
齢
化
社
会
」

に
一
石
を
投
じ
て

い
る
と
い
え
そ
う

だ
。

（
産
経
新
聞

【
ワ
シ
ン
ト
ン
躯
日
Ⅲ
石
合
力
】

経
済
の
急
成
長
で
貧
困
層
は
激
減
し

た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
約
三
億
五
千

万
人
が
貧
困
状
態
に
あ
る
１
国
際
復

■愚＝

東アジア

貧困人口

が半減

一
九
九
七
・
八
・
七
）

全国の年齢別人ロ

－中国の成長など－

輿
開
発
銀
行
（
世
銀
、
本
部
ワ
シ
ン
ト

ン
）
は
二
十
六
日
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の

貧
困
と
不
平
等
に
つ
い
て
の
報
告
書
「
だ

れ
に
と
っ
て
も
奇
跡
か
」
を
発
表
し
た
。

経
済
成
長
や
教
育
な
ど
貧
困
層
の
能
力

開
発
に
よ
っ
て
、
生
活
費
が
一
日
一
ド

ル
以
下
の
貧
困
人
ロ
は
、
一
九
七
五
年

の
七
億
千
七
百
万
人
か
ら
九
五
年
に
は

三
億
四
千
五
百
万
人
に
半
減
し
、
貧
困

層
は
二
十
年
前
の
十
人
中
六
人
か
ら
、

現
在
で
は
十
人
中
二
人
に
減
っ
た
、
と

し
て
い
る
。

600万人４００２０００

貧
困
人
口
の
減
少
は
、
人
口
の
多
い

中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
状
況
改
善
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
中
国
は
こ
の

二
十
年
で
貧
困
人
口
が
五
億
六
千
九
百

万
人
か
ら
二
億
六
千
九
百
万
人
へ
と
半

分
以
下
に
な
っ
た
。
タ
イ
と
マ
レ
ー
シ

ア
で
は
、
貧
困
層
が
と
も
に
人
口
百
人

中
一
人
以
下
に
な
っ
た
。
地
域
の
平
均

寿
命
や
乳
幼
児
死
亡
率
、
就
学
率
な
ど

も
改
善
さ
れ
た
。

一
方
で
、
「
負
の
部
分
」
に
つ
い
て
も

考
察
。
市
場
経
済
へ
の
改
革
途
上
に
あ

る
ベ
ト
ナ
ム
や
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
が
依
然
、

深
刻
な
貧
困
状
態
に
あ
る
ほ
か
、
経
済

成
長
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
タ
イ
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
、

農
村
部
や
少
数
民
俗
な
ど
特
定
の
グ
ル
ー

プ
に
貧
困
が
集
中
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
七
・
八
・
二
十
七
）

惚巫罰

ＣＯ２削減

途上国の

抑制が必要
先
進
国
が
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の

先進国だけでは

効果なし

排
出
量
を
削
減
し
て
も
、
途
上
国
が
排

出
抑
制
を
進
め
な
い
限
り
、
海
面
や
気

温
上
昇
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
こ
と

が
４
日
、
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
』
の
報
告
書
で
明

ら
か
に
な
っ
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
報
告
書

は
、
先
進
国
が
①
Ｃ
Ｏ
２
排
出
総
量
を
２

０
０
０
年
か
ら
毎
年
１
～
２
％
削
減
す

る
②
１
人
当
た
り
の
排
出
量
を
２
１
０

０
年
ま
で
に
１
．
６
～
２
．
２
ト
ン
に

減
ら
す
１
１
の
２
通
り
の
想
定
で
、
途

上
国
の
排
出
量
は
現
状
の
ペ
ー
ス
で
増

え
続
け
る
と
し
て
、
２
１
０
０
年
ま
で

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
濃

度
、
気
温
や
海
面
の
高
さ
の
変
化
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
一
部
の
先
進

国
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
予
測
も
取
り
入
れ
た
。

そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
想
定
で
も
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
は
増
え
続
け
、
世
界
全
体
の

排
出
量
は
２
０
０
０
年
に
は
１
９
９
０

年
時
点
の
２
倍
以
上
に
な
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ま
た
濃
度
は
卯
年
比
で
１
．

５
倍
以
上
と
な
り
、
気
温
は
２
度
、
海

面
は
印
セ
ン
チ
上
昇
す
る
と
い
う
結
果

が
出
た
。

今
回
の
想
定
の
う
ち
、
年
間
１
～
２
％

削
減
は
日
米
が
非
現
実
的
と
批
判
し
て

い
る
「
２
０
１
０
年
ま
で
に
１
９
９
０

年
レ
ベ
ル
よ
り
巧
％
削
減
す
る
」
と
す

畑２



日
本
の
百
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
過

去
最
高
の
八
千
四
百
九
十
一
人
に
な
り
、

初
め
て
八
千
人
を
突
破
し
た
こ
と
が
九

日
、
厚
生
省
が
発
表
し
た
『
全
国
高
齢

【
香
港
支
局
７
日
】

７
日
付
の
香
港
紙
・
明
報
は
、
中
国

広
東
省
高
州
市
の
複
数
の
村
で
最
近
、
「
一

人
っ
子
政
策
」
を
め
ぐ
り
市
民
と
市
当

局
の
衝
突
が
頻
発
し
て
い
る
、
と
報
じ

る
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
案
と
同
程
度
に
厳

し
く
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
は
途
上
国
の
抑

制
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

【
田
中
泰
義
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
七
・
九
・
五
）

函百歳以上のお年寄り
初
の
八
千
人
突
破

砥匠

一人っ子

政策めぐり

衝突

者
名
簿
」
（
長
寿
番
付
）
で
わ
か
っ
た
．

昨
年
よ
り
千
百
十
八
人
増
え
、
二
十
七

年
連
続
で
過
去
最
高
を
塗
り
替
え
た
。

同
省
は
「
敬
老
の
日
」
の
十
五
日
、
海

た
。
最
も
大
規
模
な
衝
突
が
起
き
た
同

市
曹
江
鎮
で
は
、
市
当
局
が
武
装
警
官

”
人
近
く
を
動
員
し
て
事
態
の
収
拾
に

乗
り
出
し
た
が
、
市
民
と
の
に
ら
み
合

い
は
続
い
て
い
る
と
い
う
。

同
紙
が
消
息
筋
の
話
と
し
て
伝
え
た

と
こ
ろ
で
は
、
市
当
局
は
如
歳
以
下
の

女
性
に
避
妊
リ
ン
グ
の
装
着
を
強
制
し
、

病
院
で
、
元
（
約
卸
円
）
を
支
払
い
、

実
際
に
装
着
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査

を
受
け
る
よ
う
指
示
し
た
。
し
か
し
、

市
内
各
所
で
市
民
が
当
局
の
や
り
方
に

反
発
。
菅
江
鎮
で
は
妬
歳
の
女
性
が
リ

ン
グ
を
装
着
後
、
体
の
不
調
を
訴
え
て

死
亡
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
大
勢
の
市
民

が
役
所
に
押
し
か
け
、
警
察
官
ら
と
衝

突
．
負
傷
者
が
出
る
騒
ぎ
に
発
展
し
た

と
い
う
。（
朝
日
新
聞
一
九
九
七
・
九
・
八
）
一
…
福
ｌ

祉
法
が
制
定
さ
れ
た
一
九
六
三
年
は
百

五
十
三
人
だ
っ
た
が
、
八
一
年
に
千
人

を
突
破
。
今
年
は
五
年
前
（
四
千
百
五

十
二
人
）
の
二
倍
以
上
に
な
っ
た
。

長
寿
日
本
一
は
今
年
四
月
に
百
十
三

歳
を
迎
え
た
鹿
児
島
県
大
隅
町
の
宮
永

ス
エ
キ
ク
さ
ん
。
男
性
の
最
長
寿
は
百

十
歳
の
石
崎
伝
蔵
さ
ん
（
茨
城
県
金
砂

郷
町
）
で
、
全
体
で
は
九
番
目
だ
っ
た
。

人
ロ
十
万
人
あ
た
り
の
百
歳
以
上
の

外
在
留
邦
人
を
含

め
今
年
度
中
に
百

歳
に
な
る
四
千
九

百
九
十
人
に
祝
状

と
銀
杯
を
贈
り
、

長
寿
を
祝
う
。

全
国
高
齢
者
名

簿
は
、
今
月
末
時

点
で
満
百
歳
以
上

の
高
齢
者
を
一
日

現
在
で
ま
と
め
た

も
の
。
今
回
は
男

性
が
千
五
百
七
十

人
、
女
性
が
六
千

九
百
二
十
一
人
で
、

女
性
の
割
合
が
八

一
・
五
％
を
占
め

た
。
百
歳
以
上
の

百歳以63年
６５

目
■
■
■
呂
口
。7０

路ニ
ー
ー
ー

7５高
齢
者
数
は
全
国
平
均
で
六
・
七
五
人
。

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
沖
縄
が
二
＋

四
・
五
五
人
で
ト
ッ
プ
。
十
位
ま
で
は

い
ず
れ
も
九
州
、
四
国
、
中
国
地
方
だ
っ

た
。
少
な
い
の
は
埼
玉
（
二
・
九
一
人
）
、

青
森
（
三
・
七
一
人
）
で
、
長
寿
の
”
西

高
東
低
”
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
七
・
九
・
九
）

別
筋
如

男
性 性9５

９７
8491

▲

０人
▲ へ

2(X)(）４(X〕０

▲今

6()(X）８()(X）

お
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厚
生
省
は
九
日
、
九
五
年
度
に
国
民

が
病
気
や
け
が
で
医
療
機
関
に
支
払
っ

た
費
用
（
国
民
医
療
費
）
が
前
年
度
比

四
・
五
％
増
の
一
一
十
六
兆
九
千
五
百
七

十
七
億
円
と
な
り
、
過
去
最
高
を
更
新

し
た
と
発
表
し
た
。
一
人
当
た
り
で
は

四
・
一
％
増
の
二
十
一
万
四
千
円
。
原

則
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
は
六
十
三
万

九
千
円
（
歯
科
な
ど
を
除
い
た
一
般
診

療
分
）
で
、
七
十
歳
未
満
の
世
代
（
十

函医療費最高一一六兆九五七七億円
高
齢
者
一
人
当
た
り
六
三
万
円

霧議霧霞霧蕊蟻霧議蕊麓議!;iii

、

国民医療費

蓼菫

二
万
五
千
円
）
と
の
格
差
は
五
倍
強
と

な
っ
た
。

同
年
度
の
国
民
所
得
に
対
す
る
国
民

医
療
費
の
比
率
は
七
・
一
％
（
九
四
年

度
は
六
・
九
％
）
ま
で
上
昇
し
、
医
療

コ
ス
ト
の
突
出
し
た
伸
び
が
改
め
て
示

さ
れ
た
。
高
齢
者
医
療
に
医
療
保
健
か

ら
支
払
っ
た
額
は
前
年
度
比
八
・
二
％

増
の
八
兆
四
千
八
百
億
円
。
医
療
費
全

体
の
三
一
・
五
％
を
占
め
る
。

髪

病
気
の
種
類
別
で
は
、
高
血
圧
、
脳

卒
中
な
ど
循
環
器
系
の
病
気
が
二
三
％
、

が
ん
が
一
○
％
、
胃
か
い
よ
う
な
ど
消

火
器
系
の
病
気
が
九
％
と
上
位
三
位
を

占
め
た
。
医
療
費
の
財
源
は
、
国
民
の

支
払
っ
た
保
険
料
が
十
五
兆
二
千
億
円

地
球
温
暖
化
が
進
め
ば
、
日
本
や
オ

ラ
ン
ダ
な
と
で
水
没
す
る
地
域
が
拡
大

し
、
米
国
で
は
熱
波
に
よ
る
死
者
が
急

増
す
る
１
．
二
十
二
日
か
ら
モ
ル
デ
ィ

ブ
で
開
か
れ
る
「
気
候
変
動
に
関
す
る

政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
総
会
」

に
提
出
さ
れ
る
地
球
温
暖
化
の
地
域
別

影
響
の
特
別
報
告
書
の
内
容
が
十
一
日
、

明
ら
か
に
な
っ
た
。
農
業
へ
の
影
響
で

は
、
中
国
で
コ
メ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
南

米
で
は
小
麦
な
ど
の
穀
物
の
収
穫
量
が

減
少
す
る
な
ど
の
被
害
を
予
想
し
て
い

る
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
温
暖
化
に
よ
る
地
域

別
の
影
響
を
ま
と
め
た
の
は
今
回
が
初

め
て
。

約
八
百
八
十
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
報
告
書

は
、
温
暖
化
防
止
対
策
を
取
ら
な
い
場

図

二
一
○
○
年
、
温
暖
化
進
め
ば

日
本
、
資
産
卯
兆
円
水
没

で
五
六
・
四
％
を
占
め
、
国
や
地
方
自

治
体
が
負
担
し
た
公
費
（
税
金
）
が
三

一
・
七
％
、
患
者
が
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
っ
た
自
己
負
担
が
二
・
八
％

だ
っ
た
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
七
・
九
・
一
。
）

合
、
二
一
○
○
年
に
予
想
さ
れ
る
平
均

気
温
が
二
度
上
昇
し
、
海
面
が
平
均
五

十
セ
ン
チ
上
昇
す
る
と
い
う
状
況
で
の

具
体
的
な
影
響
を
、
世
界
を
十
地
域
に

分
け
て
分
析
し
て
い
る
。
十
二
月
に
開

く
地
球
温
暖
化
防
止
条
約
京
都
会
議
に

向
け
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
削
減

を
め
ぐ
る
議
論
を
加
速
し
そ
う
だ
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
海
面

の
上
昇
で
高
潮
時
に
水
没
す
る
危
険
の

あ
る
地
域
に
住
む
住
民
が
四
百
十
万
人

に
上
り
、
水
没
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
恐

れ
の
あ
る
資
産
は
九
十
兆
八
千
億
円
に

達
す
る
と
試
算
し
て
い
る
。
高
潮
な
ど

に
よ
る
洪
水
被
害
を
受
け
や
す
い
地
域

の
面
積
は
現
在
の
約
六
千
三
百
平
方
キ

ロ
か
ら
、
東
京
都
の
面
積
の
ほ
ぼ
四
倍

dIL＃



に
相
当
す
る
八
千
九
百
平
方
キ
ロ
に
拡

大
。
洪
水
防
止
に
必
要
な
費
用
は
約
十

兆
円
に
上
る
と
予
測
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
で
も
海
面
上
昇
で
約
二
千

二
百
平
方
キ
ロ
の
土
地
が
失
わ
れ
、
予

想
被
害
額
は
千
八
百
六
十
億
ド
ル
に
上

る
。
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

や
セ
ネ
ガ
ル
の
海
岸
沿
い
の
土
地
が
水

没
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
米

国
で
は
熱
波
の
被
害
が
深
刻
に
な
る
と

指
摘
。
熱
波
に
よ
り
心
臓
病
な
ど
で
死

亡
す
る
人
は
、
二
○
五
○
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
最
大
で
現
在
の
五
・
五
倍
の

千
七
百
五
十
四
人
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で

同
八
・
七
倍
の

七
百
二
十
八
人

に
増
え
る
と
試

算
し
て
い
る
。

農
業
へ
の
影

響
で
は
、
コ
メ

の
収
穫
量
が
最

も
厳
し
い
予
測

で
中
国
の
場
〈
Ｒ

現
在
に
比
べ
七

八
％
減
少
す
る
。

た
だ
、
日
本
は

四
五
％
減
か
ら

三
○
％
増
、
韓

国
は
三
七
％
減

か
ら
一
六
％
増

と
予
測
に
幅
が

あ
る
。

小
麦
の
収
穫

量
は
、
ウ
ル
グ

ア
イ
で
三
○
％

減
、
ブ
ラ
ジ
ル

「
敬
老
の
日
」
に
先
立
ち
、
総
務
庁
は

ｕ
日
、
砧
歳
以
上
の
高
齢
者
人
ロ
宝

一
五
’
五
○
％
減
な
ど
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
も
メ
キ
シ
コ
で
六
－
六
一
％
減
、
ア

●
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

八
八
年
に
国
連
環
境
計
画
と
世
界
気

象
機
関
が
共
同
設
立
し
た
国
連
の
組
織

の
一
つ
。
世
界
の
科
学
者
が
集
ま
り
、

九
○
年
に
地
球
温
暖
化
を
予
測
、
九
五

年
十
二
月
に
は
精
度
を
上
げ
た
温
暖
化

予
測
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
地
球
温
暖

團
臘
淫
紺
鯛
識
Ｉ

（

（
－
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

日
現
在
の
推
計
）

に
よ
る
と
、
全
冒

化
防
止
条
約
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
報
告
書

に
沿
っ
て
作
ら
れ
、
温
暖
化
ガ
ス
の
排

出
抑
制
の
取
り
決
め
を
各
国
が
議
論
し

て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
七
・
九
・
十
一
）

ル
ゼ
ン
チ
ン
が
一
七
’
三
六
％
減
な
ど
、

中
’
南
米
で
減
少
が
目
立
つ
と
し
て
い
る
。

19801990200020102020年

一
計
）
を
発
表
し
た
。
そ
れ

全
国
の
合
計
は
１
９
７
３

万
人
で
、
総
人
ロ
の
巧
・

６
％
を
占
め
、
過
去
最
高

に
達
し
た
。
ｎ
歳
以
上
は

１
３
０
２
万
人
、
ｎ
．
３
％

で
、
こ
ち
ら
は
初
め
て
総

人
口
の
１
割
を
超
え
た
。

高
齢
者
人
口
は
１
９
５

０
年
ご
ろ
か
ら
増
加
の
一

途
を
た
ど
り
、
今
後
も
増

え
続
け
、
２
０
１
５
年
に

は
３
１
８
８
万
人
に
到
達

す
る
見
込
み
で
、
国
民
の

石



にゆうすふお－らむ

４
人
に
１
人
が
高
齢
者
に
な
る
と
計
算
。

１
９
４
７
～
鉛
年
の
第
１
次
ベ
ピ
ー
ブ
ー

ム
期
に
生
ま
れ
た
世
代
が
扣
歳
代
に
入

る
２
０
２
０
年
ご
ろ
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
は
徐
々
に
減
少
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。

男
女
別
で
は
、
男
性
の
８
１
７
万
人

に
対
し
、
女
性
は
１
１
５
６
万
人
。
女

性
は
駈
歳
以
上
人
口
の
銘
・
６
％
を
占

め
る
．
高
齢
に
な
る
ほ
ど
女
性
の
割
合

が
高
く
な
り
、
酪
歳
以
上
で
は
わ
・
５
％

厚
生
省
は
十
六
日
、
都
道
府
県
ご
と

の
健
康
水
準
や
死
因
の
動
向
を
分
析
す

る
際
の
指
標
と
な
る
「
九
五
年
の
年
齢

調
整
死
亡
率
」
を
発
表
し
た
。
人
口
十

万
人
当
た
り
の
死
亡
率
の
全
国
平
均
は

男
性
が
七
百
十
九
・
六
人
、
女
性
が
三

百
八
十
四
・
七
人
で
、
い
ず
れ
も
前
回

調
査
（
九
○
年
）
を
下
回
り
、
日
本
人

の
長
寿
傾
向
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
死
因

別
に
み
る
と
、
脳
卒
中
と
心
臓
病
が
減

少
す
る
中
で
、
が
ん
が
増
加
し
て
い
る
。

厚
生
省
は
「
死
因
が
地
域
に
よ
っ
て
大

園死因の地域差縮小
が
ん
増
え
脳
卒
中
減

に
の
ぼ
る
。
生
産
年
齢
（
迫
～
似
歳
）

人
口
に
対
す
る
高
齢
者
の
比
率
を
示
す

老
年
人
ロ
指
数
は
前
年
を
０
．
５
ポ
イ

ン
ト
上
回
る
塑
・
３
で
、
生
産
年
齢
の

４
．
５
人
に
１
人
が
高
齢
者
。
こ
の
指

数
は
２
０
１
０
年
に
は
弘
・
６
と
な
り
、

生
産
年
齢
３
人
に
対
し
て
高
齢
者
が
１

人
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

【
上
野
央
絵
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
七
・
九
・
十
五
）

き
く
違
う
よ
う
な
特
徴
は
な
く
な
り
つ

つ
あ
り
、
が
ん
の
死
亡
率
が
そ
の
地
域

全
体
の
死
亡
率
に
反
映
す
る
傾
向
が
強

ま
っ
て
い
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

年
齢
調
整
死
亡
率
と
は
、
死
亡
者
数

を
人
口
で
割
っ
た
単
純
死
亡
率
を
年
齢

構
成
を
考
慮
し
て
調
整
し
た
も
の
．
単

純
死
亡
率
は
高
齢
者
が
多
い
地
域
で
高

く
な
る
た
め
、
地
域
間
の
死
亡
状
況
を

正
確
に
比
較
で
き
る
よ
う
調
整
し
た
。

五
年
ご
と
に
数
値
を
ま
と
め
て
い
る
。

全
国
平
均
の
死
亡
率
は
調
査
を
始
め

た
一
九
六
○
年
に
は
男
性
が
千
四
百
七

十
六
・
一
人
、
女
性
が
千
四
十
二
・
三

人
だ
っ
た
が
、
徐
々
に
低
下
し
て
お
り
、

九
五
年
は
前
回
よ
り
男
性
が
二
十
八
・

三
人
、
女
性
が
一
一
一
十
八
・
一
一
一
人
減
っ
た
。

潔麹■都道府県別の年齢調整死亡率…
（95年、人口10万人対）

ま
た
、
死
亡
率
の
”
東
高
西
低
“
傾

向
も
解
消
に
向
か
っ
て
い
る
。

九
五
年
で
死
亡
率
が
最
も
高
か
っ
た

の
は
、
男
女
と
も
震
災
の
影
響
を
受
け

た
兵
庫
。
同
県
を
除
く
と
、
男
性
は
青

１
７
３

ｲ５



森
、
大
阪
、

鳥
取
、
和
歌
⑪
２
５
９
麺
８
３
６
傘
９
０
０
麺
２
２
７

杣←鮒鱗祷Ⅷ》ン》皿““》幽加、》師錦塒》叫畑両
奉辨胴繊赫い》卸》》》傘癖『辨》儘一州癖轆》辨杼辨
麟
納
嚇
蝋
溌
鰯
鵬
川
洲

寿
県
〃
。
逆
に
齢
抑
卿
船
舶
ｗ
》
鋤
蝿
醗
田
辺
、
、
》
辿
辿
⑫

大
阪
は
女
性
陣
く
》
》
》
》

州
鰄
》
一
驚
》
織
離
鱗

患
別
に
み
る

と
、
塩
分
の
多
い
食
事
な
ど
が
影
響
す
高
い
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
全
体
の
死

る
と
さ
れ
る
脳
卒
中
が
全
国
的
に
大
幅
亡
率
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
低
い
の
は

に
減
少
し
て
い
る
。

男
性
が
長
野
、
福
井
、
群
馬
、
沖
縄
、

青
森
、
宮
城
、
秋
田
、
栃
木
な
ど
で
女
性
は
福
井
、
長
野
、
静
岡
、
沖
縄
の

は
依
然
と
し
て
割
合
が
高
い
が
「
生
活
順
で
、
長
寿
県
が
並
ん
で
い
る
。

習
慣
の
改
善
な
ど
を
受
け
て
、
か
つ
て
（
日
本
経
董
新
聞
一
九
九
七
・
九
・
十
七
）

の
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
〃
東
高
西
低
“

傾
向
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
」
（
厘
生
省
巳

と
い
シ
フ
。

×
×

が
ん
は
男
性
で
死
亡
率
が
前
回
調
査

×

よ
り
上
が
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
で
二

百
二
十
六
・
一
人
に
達
し
た
。
都
道
府
×

×

県
別
で
は
大
阪
、
福
岡
、
長
崎
な
ど
が

人
類
を
は
ぐ
く
ん
で
く
れ
た
地
球
の

環
境
は
今
、
大
き
な
危
機
に
立
っ
て
い

る
。
母
乳
か
ら
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

高
い
濃
度
で
検
出
さ
れ
、
有
害
な
紫
外

線
を
さ
え
ぎ
る
地
球
上
空
の
オ
ゾ
ン
層

の
破
壊
も
進
行
中
だ
。

人
間
活
動
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
が
、
こ
の
ま
ま
の

ペ
ー
ス
で
増
え
続
け
る
と
、
七
、
八
年

で
平
均
気
温
が
七
度
も
上
下
し
た
氷
河

期
の
よ
う
な
予
想
外
の
気
候
変
動
が
、

突
然
起
き
る
可
能
性
も
心
配
さ
れ
始
め

て
い
る
。

破
局
を
避
け
る
た
め
に
は
、
大
量
生

産
ｌ
大
量
消
費
ｌ
大
量
廃
棄
に
象
微
さ

函社会を 「
環
境
調
和
型
」
に

。
「
地
域
」
か
ら
地
球
を
包
む

・
環
境
を
必
修
教
科
に
す
る

．
「
環
境
立
国
」
を
め
ざ
す

・
税
制
を
グ
リ
ー
ン
化
す
る

れ
る
二
十
世
紀
型
文
明
に
別
れ
を
告
げ
、

環
境
に
過
剰
な
負
担
を
か
け
な
い
環
境

調
和
型
文
明
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
社
会
の
仕
組

み
を
変
え
て
い
く
た
め
、
私
た
ち
は
、

ま
ず
着
手
す
べ
き
だ
と
考
え
る
こ
と
を
、

「
税
制
を
グ
リ
ー
ン
化
す
る
」
な
ど
八

項
目
の
提
言
に
ま
と
め
た
。

地
球
の
環
境
を
悪
化
さ
せ
た
責
任
の

大
半
は
「
豊
か
な
生
活
」
を
追
い
求
め

て
き
た
先
進
国
に
あ
る
。
｜
人
ひ
と
り

が
、
地
球
や
自
然
を
犠
牲
に
し
た
「
豊

か
な
生
活
』
は
長
続
き
し
な
い
こ
と
を

自
覚
し
、
暮
ら
し
方
を
見
直
し
た
り
、

企
業
が
環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
進
め

・
企
業
の
環
境
情
報
を
公
開

・
国
際
貿
易
に
環
境
の
視
点

・
地
球
人
連
合
を
創
設
す
る

・
百
億
人
の
時
代
に
備
え
る

ｲブ



にゆうすふお－らむ

た
り
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
れ
を
促

し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の
仕

組
み
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

地
球
環
境
に
配
慮
し
て
行
動
し
て
い

る
企
業
や
個
人
は
、
経
済
的
に
も
報
わ

れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
を

促
す
た
め
、
ご
み
の
埋
め
立
て
な
ど
に

税
金
を
か
け
る
廃
棄
物
税
な
ど
の
環
境

税
を
導
入
す
る
と
同
時
に
、
こ
う
し
た

考
え
方
に
従
っ
て
、
税
制
を
見
直
す
こ

と
を
提
案
し
た
い
。

消
費
者
が
、
環
境
に
配
慮
し
た
企
業

や
商
品
を
選
ぶ
よ
う
に
な
れ
ば
、
企
業

の
努
力
も
一
層
進
む
。
そ
の
た
め
に
は

一
部
で
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
、
企
業

が
排
出
す
る
汚
染
物
質
の
公
表
な
ど
の

環
境
情
報
の
公
開
が
不
可
欠
だ
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
貿
易
を
通

し
て
発
展
途
上
国
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

貿
易
が
環
境
破
壊
を
も
た
ら
さ
な
い
よ

う
、
先
進
国
か
ら
途
上
国
へ
の
有
害
廃

棄
物
の
輸
出
を
禁
止
す
る
な
ど
、
明
確

な
ル
ー
ル
が
要
る
。
そ
の
た
め
に
世
界

貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
協
定
の
改
正
が

必
要
だ
。

地
球
環
境
を
守
る
人
間
を
育
て
る
環

境
教
育
も
重
要
だ
。
今
の
学
校
制
度
の

中
に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、
「
環
境
」

の
時
間
を
必
修
に
し
た
い
。

急
速
な
経
済
成
長
に
伴
い
公
害
問
題

が
方
々
で
起
き
て
い
る
ア
ジ
ア
の
国
々

に
、
日
本
の
経
験
を
伝
え
、
技
術
や
資

金
を
提
供
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。

し
か
し
、
何
よ
り
重
要
な
の
は
、
ま

ず
私
た
ち
自
身
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ

サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
、
生
き
物
が
に
ぎ

わ
う
自
然
を
大
切
に
す
る
。
そ
う
し
た

環
境
調
和
型
社
会
づ
く
り
の
お
手
本
を

示
す
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の

た
め
に
も
、
環
境
保
全
を
国
の
外
交
・

政
治
・
行
政
の
骨
格
に
す
え
た
『
環
境

立
国
」
を
め
ざ
し
た
い
。

足
元
の
環
境
を
よ
く
す
る
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
地
域
の
環
境
の
こ

と
を
一
番
知
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
地

域
に
住
む
住
民
自
身
だ
。
だ
が
、
住
民

が
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
『
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
も
、
中

央
集
権
の
壁
が
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
い
る
。

住
民
参
加
に
よ
る
自
治
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
「
分
権
」
が
必
要
だ
。

私
た
ち
に
は
将
来
の
世
代
に
美
し
い

地
球
を
引
き
継
い
で
ゆ
く
責
任
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
将
来
の
世
代
や
、
海
や

森
、
動
植
物
な
ど
の
立
場
を
代
弁
し
、

地
球
益
の
た
め
に
発
言
・
行
動
す
る
組

織
も
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

創
設
を
提
案
し
た
「
地
球
人
連
合
」
は

こ
う
し
た
組
織
だ
。

私
た
ち
は
、
二
十
一
世
紀
に
め
ざ
す

べ
き
環
境
調
和
型
社
会
の
姿
と
、
そ
こ

に
至
る
道
程
を
明
確
に
描
き
出
せ
た
わ

け
で
は
な
い
。
だ
が
、
踏
み
出
す
べ
き

方
向
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

環
境
調
和
型
文
明
を
築
い
て
ゆ
く
の

は
地
球
に
す
む
一
人
ひ
と
り
の
力
だ
。

一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

地
球
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
四

一
九
九
五
年
八
月
十
五
日
付
本
紙
で

百
億
人
の
地
球
。
そ
れ
は
一
体
、
ど

ん
な
世
界
な
の
で
し
ょ
う
。

国
連
の
推
計
に
よ
る
と
、
世
界
の
人

口
は
二
○
五
○
年
に
九
十
四
億
人
に
な

り
、
二
○
七
一
年
に
は
百
億
人
に
達
し

ま
す
。
一
九
九
七
年
七
月
現
在
の
世
界

人
口
は
五
十
八
億
五
千
万
人
で
す
か
ら
、

わ
ず
か
数
十
年
で
二
倍
近
く
に
急
増
す

る
の
で
す
。

こ
れ
は
、
出
生
率
の
低
下
傾
向
を
織

り
込
ん
で
、
国
連
が
最
も
可
能
性
が
高

週邇

百
億
人
の
時
代
に
備
え
る

人
口
と
環
境
の
研
究
急
げ

中
江
利
忠
・
朝
日
新
聞
社
長
（
当
時
）

が
「
ポ
ス
ト
戦
後
五
十
年
」
の
日
本
や

世
界
の
針
路
を
探
る
た
め
、
社
内
に
設

け
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
調
査
・
研

究
組
織
で
す
。

『
地
球
環
境
・
人
口
爆
発
」
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
国
際
協
力
」
「
ア
ジ
ア
と
の
共
生
」
の

三
チ
ー
ム
が
あ
り
、
今
回
の
「
環
境
」

を
皮
切
り
に
十
月
に
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
、
十
一
・

月
に
「
ア
ジ
ア
」
の
順
で
提
言
を
発
表

し
ま
す
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
七
・
九
・
二
十
四
）

い
と
予
測
し
た
数
字
で
す
。
百
億
人
の

時
代
を
ど
う
生
き
る
か
。
現
実
問
題
と

し
て
考
え
る
時
期
に
き
た
こ
と
を
示
し

て
も
い
る
の
で
す
。

地
球
に
百
億
も
の
人
が
生
き
て
い
け

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
経
済
、
文

化
状
況
の
中
で
、
ど
の
程
度
の
生
活
水

準
を
維
持
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
地
球

環
境
へ
の
悪
影
響
も
心
配
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
将
来
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の

‘８



人
口
学
は
本
来
、
ほ
か
の
分
野
と
密

接
に
関
係
し
た
学
問
と
い
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
統
計
な
ど
に
重
き
が
置
か
れ

た
こ
と
、
違
う
分
野
に
ま
た
が
る
研
究

問
い
に
対
す
る
答
え
を
明
ら
か
に
し
、

百
億
人
の
時
代
を
ど
う
乗
り
切
る
か
戦

略
を
練
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
百
億
人

の
地
球
」
と
い
う
具
体
像
を
描
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
き
な
の
で
す
。

人
口
と
環
境
、
資
源
、
経
済
、
文
化

が
ど
の
よ
う
に
影
響
し
合
っ
て
い
る
か

を
解
き
明
か
す
総
合
的
な
研
究
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

□
□

に
学
者
が
消
極
的
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
人
口
を
中
心
と
し
た
総
合
研
究
は

未
開
拓
の
ま
ま
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
欧

米
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
研
究
は
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

｜
つ
は
、
人
口
増
加
が
地
球
環
境
の

破
壊
を
招
き
、
経
済
開
発
を
阻
害
す
る

と
い
う
主
張
で
す
。
人
口
増
加
な
ど
が

原
因
で
中
国
で
は
二
○
三
○
年
に
穀
物

不
足
が
生
じ
、
世
界
の
経
済
と
政
治
が

混
乱
す
る
、
と
悲
観
的
な
予
測
も
出
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
短
期
的
に
資
源
が
不

足
し
て
も
、
長
期
的
に
は
新
し
い
技
術

に
よ
り
不
足
は
補
わ
れ
る
、
と
楽
観
的

人
口
と
関
連
す
る
ほ
か
の
分
野
と
の

相
互
関
係
を
総
合
的
に
研
究
す
る
に
は
、

な
主
張
も
あ
り
ま
す
。
「
人
が
増
え
れ
ば

頭
脳
も
増
え
る
」
と
人
ロ
増
を
歓
迎
す

る
学
者
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

｜
方
、
両
者
は
あ
ま
り
に
極
端
す
ぎ

る
、
と
の
見
方
か
ら
欧
米
な
ど
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
も
研
究
を
始
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

テ
ー
マ
が
、
地
球
温
暖
化
と
人
口
の
関

係
に
偏
っ
て
い
た
り
、
人
材
が
不
足
し

て
い
た
り
で
、
ま
だ
、
十
分
な
成
果
は

得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
悲

観
的
な
見
方
が
流
布
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

で
も
、
人
口
と
環
境
、
経
済
、
資
源
な

ど
と
の
関
係
は
、
実
は
分
か
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
な
の
で
す
。

一
方
、
世
界
の
人
口
問
題
は
、
貧
困

と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
こ
と
に
も

目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
貧

困
が
人
口
増
加
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ

が
ま
た
貧
困
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
一
人
当
た
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
そ
れ

の
六
十
倍
以
上
で
す
。
限
ら
れ
た
地
球

の
資
源
や
食
糧
を
い
か
に
分
配
す
る
か

も
大
き
な
課
題
で
す
。

□
□

国
際
的
な
拠
点
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
研
究
の
推
進
役
と
な
る
国
際

機
関
、
「
百
億
人
研
究
所
」
の
設
立
を
提

案
し
ま
す
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
人
口
と
環
境
、
資
源
、
食
糧
な
ど
と

の
相
互
関
係
】

人
口
が
環
境
、
食
糧
、
経
済
、
文
化

な
ど
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の

か
。
逆
に
、
環
境
や
資
源
が
、
人
口
に

ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
。

【
地
球
の
人
口
扶
養
力
】

地
球
が
扶
養
で
き
る
人
口
は
、
す
で

に
限
界
を
超
え
て
い
る
、
あ
る
い
は
一

兆
人
は
可
能
な
ど
定
ま
っ
た
見
解
が
あ

り
ま
せ
ん
。
地
球
が
扶
養
で
き
る
人
口

に
限
界
は
あ
る
の
か
、
あ
る
と
し
た
ら

ど
の
く
ら
い
か
。

【
地
球
規
模
の
人
口
移
動
】

今
後
、
世
界
的
に
進
む
と
み
ら
れ
る

人
口
移
動
や
都
市
化
は
、
人
々
の
生
活

様
式
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
、
ど
ん
な

社
会
、
文
化
を
形
成
す
る
か
。

人
口
を
安
定
さ
せ
た
り
地
球
環
境
へ

の
負
担
を
少
な
く
し
た
り
す
る
た
め
の

方
策
を
、
国
際
社
会
に
提
言
す
る
の
も

重
要
な
役
割
の
一
つ
で
す
。

既
存
の
研
究
機
関
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
作
り
、
情
報
の
蓄
積
と
共
有
化
に
努

＃，



にゆうすふお－らむ

め
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
七
・
九
・
二
十
四
）

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
幻
日
Ⅱ
佐
藤
和
雄
】

日
本
政
府
が
来
年
度
、
国
連
難
民
高
等

弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
や
国

連
児
童
基
金
（
ユ
ニ
セ
フ
）
な
ど
国
連

機
関
へ
の
拠
出
金
を
四
○
％
程
度
も
削

減
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

国
連
の
ア
ナ
ン
事
務
総
長
が
橋
本
龍
太

郎
首
相
に
あ
て
、
再
考
を
求
め
る
異
例

の
書
簡
を
十
八
日
付
で
送
っ
て
い
た
こ

と
が
二
十
一
日
明
ら
か
に
な
っ
た
。
「
何

百
万
人
の
人
命
を
救
い
、
開
発
の
見
通

し
を
立
て
る
た
め
の
、
多
く
の
非
常
に

重
要
な
活
動
の
中
止
を
意
味
す
る
』
と

記
し
、
政
府
の
途
上
国
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

大
幅
削
減
が
途
上
国
側
の
警
戒
を
呼
び

起
こ
し
、
開
会
し
た
ば
か
り
の
国
連
総

國
拠
出
金
削
減
再
考
を

事
務
総
長
が
首
相
に
書
簡

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
幻
日
Ⅱ
佐
藤
和
雄
】
会
の
最
大
の
焦
点
で
あ
る
国
連
改
革
の

》
本
政
府
が
来
年
度
、
国
連
難
民
高
等
進
展
に
も
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
ど
」

××

×

××

世
界
の
人
口
問
題
の
研
究
者
が
参
加

し
て
、
こ
の
ほ
ど
ロ
ン
ド
ン
で
『
人
口

問
題
専
門
家
会
議
」
が
開
か
れ
た
。
三

年
前
の
カ
イ
ロ
の
国
際
人
ロ
・
開
発
会

議
で
採
択
さ
れ
た
行
動
計
画
の
進
ち
ょ

く
状
況
を
点
検
す
る
の
が
ね
ら
い
。
カ

イ
ロ
会
議
で
は
、
子
供
を
産
む
か
産
ま

こ
の
特
集
は
、
「
地
球
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
皿
」
地
球
環
境
・
人
口
爆
発

チ
ー
ム
の
柏
次
郎
、
武
部
俊
一
、
新

原
雅
晴
、
竹
内
敬
二
、
川
口
優
香
里
、

森
本
美
紀
が
担
当
し
ま
し
た
。

皿

途
上
国
の
人
ロ
抑
制
政
策

現
状
と
目
標
、
大
麦
》
な
隔
た
り

事
務
総
長
は
先
月
二
十
一
日
に
も
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
増
加
を
求
め
る
書
簡
を
橋
本
首

相
に
送
っ
た
。
今
回
Ｏ
Ｄ
Ａ
一
○
％
削

減
を
受
け
て
国
連
機
関
へ
の
大
幅
削
減

の
方
針
が
決
定
さ
れ
た
た
め
、
「
国
連
シ

ス
テ
ム
を
通
じ
る
援
助
に
重
大
な
影
響

を
与
え
る
」
と
の
書
簡
を
出
し
た
。
｜

力
月
に
二
度
の
書
簡
は
極
め
て
異
例
で
、

事
務
総
長
の
危
機
感
を
示
す
も
の
だ
。

今
回
の
書
簡
で
は
、
七
月
に
提
案
し

た
包
括
的
な
国
連
改
革
案
に
言
及
し
、
「
途

上
国
の
支
持
を
得
る
に
は
、
改
革
が
国

連
を
通
じ
る
開
発
協
力
資
金
の
増
大
に

つ
な
が
る
と
安
心
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
日
本
の
大
幅
削
減
の
発
表
は

途
上
国
の
誤
解
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な

な
い
か
な
ど
を
女
性
自
身
が
選
ぶ
権
利

（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ラ
イ
ッ
）
の

重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
人
口
増
に
悩
む

途
上
国
は
、
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
が
、

目
標
と
の
隔
た
り
が
大
き
い
の
が
現
状
。

人
口
問
題
の
困
難
さ
を
浮
き
彫
り
に
し

い
」
と
述
べ
た
。
「
日
本
が
貢
献
し
て
き

た
改
革
に
つ
い
て
の
合
意
を
得
る
機
会

を
減
ら
す
」
と
も
指
摘
し
、
日
本
が
重

点
を
置
い
て
い
る
開
発
問
題
へ
の
新
し

い
取
り
組
み
や
、
安
保
理
改
革
問
題
で

も
途
上
国
側
か
ら
の
反
発
が
生
ま
れ
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

国
連
主
要
機
関
に
対
す
る
日
本
の
来

年
度
の
拠
出
金
削
減
は
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
、
ユ
ニ
セ
フ
が
四
一
％
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
三
九
％
、
国
連
開
発
計
画
一
一
一
七
％
、

国
連
人
口
基
金
三
五
％
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
七
・
九
・
二
十
二
）

た
ゾ
ナ
ル
ド
・
デ
サ
イ
教
授
（
米
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
大
学
）
の
リ
ポ
ー
ト
を
中
心
に

討
議
の
内
容
を
報
告
す
る
。
（
永
峰
好
美
）

「
保
健
指
導
員
は
貧
乏
人
の
家
に
は
来

な
い
」
「
不
妊
手
術
を
し
た
の
に
妊
娠
し

た
。
中
絶
し
た
い
が
、
相
談
す
る
人
が

い
な
い
」
。
デ
サ
イ
教
授
は
、
イ
ン
ド
北

部
の
ウ
シ
タ
ル
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
の
農
村

で
、
女
性
た
ち
か
ら
こ
ん
な
訴
え
を
何

度
も
聞
い
た
。

教
授
が
中
心
に
な
っ
て
こ
の
二
年
間

３Ｄ



に
調
査
し
た
の
は
、
三
十
五
村
千
六
十

六
世
帯
。
イ
ン
ド
で
も
最
も
貧
し
い
地

域
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
。
一
世

帯
の
子
供
数
は
平
均
四
・
八
人
、
出
産

に
際
し
て
一
度
も
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
な
か
っ
た
人
は
六
○
％
に
上
っ
た
。

女
性
の
地
位
も
極
め
て
低
く
、
夫
の
許

可
が
な
い
と
衣
服
が
買
え
ず
、
外
出
も

で
き
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

イ
ン
ド
政
府
は
、
カ
イ
ロ
会
議
の
行

動
計
画
を
受
け
て
、
一
九
九
五
年
、
新

た
な
国
家
計
画
を
策
定
。
女
性
向
け
の

教
育
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
予
算
を
増
額
し
、

家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
替
え
る

な
ど
、
世
界
に
先
駆
け
て
改
革
を
発
表

し
た
。
だ
が
、
「
貧
し
い
農
村
の
女
性
は
、

恩
恵
を
受
け
ら
れ
ず
に
い
る
」
と
デ
サ

イ
さ
ん
は
言
う
。

立
派
な
地
域
保
健
所
を
作
っ
て
も
、

保
健
指
導
員
は
四
村
に
た
っ
た
一
人
。

交
通
手
段
も
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も

指
導
員
と
い
え
ど
も
、
女
性
は
一
人
歩

き
が
で
き
な
い
。
一
人
で
出
掛
け
る
と
、

『
あ
の
女
は
汚
れ
て
い
る
」
と
、
村
の

男
に
の
の
し
ら
れ
る
と
い
う
。

「
改
革
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
保
健
指
導

員
が
、
本
来
の
仕
事
を
す
る
前
に
克
服

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
多
過
ぎ

る
。
こ
れ
ら
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
て
は
、

政
府
の
計
画
も
単
な
る
海
外
向
け
の
ポ
ー

ズ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
」
と
、
デ
サ
イ

さ
ん
は
指
摘
し
た
。

ガーナの農村で、妊婦の健康診断をする助産婦
（97年版「世界人ロ白書」 から）

同
様
の
状
況
は
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

や
ケ
ニ
ア
な
ど
他

の
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
諸
国
か
ら
も

報
告
さ
れ
た
。
そ

れ
で
も
、
国
際
機

関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民

間
活
動
団
体
）
の

協
力
で
、
地
域
事

情
に
配
慮
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
指
導

す
る
な
ど
、
改
善

の
兆
し
も
一
部
に

現
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
ガ
ー

ナ
北
部
の
場
合
。

当
初
イ
ン
ド
の

（
読
売
新
聞
一
九
九
七
・
九
・
二
十
六
）

ケ
ー
ス
と
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
た

が
、
地
域
保
健
所
を
廃
止
し
、
保
健
指

導
員
が
村
に
住
み
込
ん
で
各
戸
を
訪
問

す
る
シ
ス
テ
ム
に
切
り
替
え
た
と
こ
ろ
、

高
か
っ
た
乳
幼
児
死
亡
率
が
低
下
し
た
。

『
夫
や
長
老
を
集
め
て
、
保
健
指
導
員

は
健
康
を
守
っ
て
く
れ
る
有
能
な
人
だ

か
ら
敬
う
よ
う
に
、
と
何
度
も
説
得
し

た
。
女
性
の
地
位
向
上
に
は
、
男
た
ち

を
い
か
に
巻
き
込
む
か
が
カ
ギ
』
と
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
ア
レ
ッ
ク
ス
・

ナ
ザ
ー
ル
博
士
は
強
調
し
た
。

刃



－－１－ルーー`－～－－－－－．－－－－－－－．－－－－－－－－－１
ｒ少－←゛－．－－－率－－－．－－．－－隼 ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
、
１
１
ｌ
Ｉ
１
４
１
１
ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

０
１
１
１
１
１
，
１
６
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
０
１
１
，
１
６
１
１
１
１
ｉ
ｉ
ｉ
’
１
０
１

■

－：■､－－

IＢＰＶ

人
口
問
題
は
、
一
一
十
一
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
九
九
七
年
の
世
界
人
口
は
五
八
億
人
二
九
九
八
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

世
界
人
口
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
口
の
行
方
が
、
人
類
生
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
ｌ
‐

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
〃
も
、
人
口
の
増
加
が
大
き
な
根
本
原
因
な

の
で
す
。
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
採
な

ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
工
業
化
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
多
く
の

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
上
放
置
で
き
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
口
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
、
日

本
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
子
供
が
欲
し
く
な
い
と
い
う
夫
婦
が
ふ
え
て
い
る
地
域
、
こ
の
こ

と
が
も
た
ら
す
高
齢
化
現
象
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
福
祉
費
の
増
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
な

社
会
・
経
済
問
題
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
”
人
口
〃
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
プ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
方
策
を
さ
ぐ
り
協
調
す
る
た
め
、
日
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

何
芋
、
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
共
存
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
尊
い
一
）
協
力
を
心
か
ら
お

～)願
い
い
た
し
ま
す
。

瓠■■口如■■・口、繁口鋤（旗□■韻勵■ｎ口い■い■■。

弔Ⅱ⑪‘,。一国－

３ピル３M目
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２．束南アジア諸国等人口，開発基礎調森報濡書

一インド同一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountrles

-lndia-
昭和58年度

１．巾蕪人氏共和国人口家族計画堆礎調査報告評

BasicSurveVonPopulationandFamilyPIanning
inthePeople,sRepublicofChina（英語版）

生育率fⅡ生iiIi水平失系『|]日合作UM盃研究恨告お
（中国語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次』埠礎調森報告譜

BasicSurvey(、）onPopulationandRlmilyPIanning

inthePeople，ｓＲｅｐｕｂｌｉｃｏｆＣｈｍａ

生育率和生活水平矢系第二次111日合作凋盗研究ｌＩｌ

告朽（中国語版）

昭和59年度

１．アジア諸同の農村人口と農業開発に関する調盗概告番
一インド圃一

ＲｅｐｏｒｌｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏ「RuralPopulationand

AgrjcuIturaIDeveIopmentinAsianCount】ries

-Indla-（英語版）

４．ネパール王同人ロ・家族計画基礎調fIf

BaslcSurveyReportonPopulationandPhmily

PlannmgintheKingdomoflVepal（英語版）

５．日本の人1-】都市化と開発

Ｕ｢banizationandDeve1opmentinjapan（英語版）

２．東南アジア緒腫I等人口・開発基礎調査報告書
一タイ国－－

ReportontheBasicSurveyofPopulatlonandDeve‐
lopmentinSoutheastAsianCountries

-ThajIand－

６．バンコクの人口都市化と生摘環境・福祉調炎

一データ綱一

SurvevofUrbanizatjon，LivingEnvironmentand

WblfareinBangkok-Data-

（英語版）

３．日本の人11転換と農村開発

DemographicTransitioninJapanandRuralDeve

lopment（英語版）

７．スライド

日本の都市化と人口（日本語版）

UrbanizationandPopulationin」apa、（英語版）

日本的城１W化与人口（中|到語版）

ljrbanisasiDankependudukanDijepang

（インドネシア語版）

４．SurveyofFertilityandLivingStandardsinChinese

RuralAreas-Data-Allthehouseholdsoftwo

vilIageslnJilinProvincesurveyedbyquestiomaires
（英語版）

失干中国衣村的人ロ生育率与生活水平的洲盗掘告

一対干吉林省iUi十村逸行全戸面談凋査的端果－

－焼ｊｆｔＭ＝（中国語版）

昭和61年度

１．アジア諸匠1の農村人口と農業開発に関する鋼盃報告11＄

－インドネシア世１－－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕ｢alPopulationand

AgriculturalDevelopmenlinAsianCountnes

-Indonesia-（英語版） ５．スライドＨ本の農業、農村開発と人口

_その軌跡一（日本語版）

Agricuhura1＆Rura］Developmentand，PopuIation
injapan（英語版）

Ⅱ本衣並衣村的友展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanianMasyarakatDesaDan

KependudukanDijepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました｡）

昭和60年度

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調森報告ｉ１ｌ

－インドネシア底l-

Repo｢tontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Indonesia-（英語版）

３．在日研学生の学習と生活条件に関する研究

一人-@$l能力開発の課題に即して－

４．日本の労働力人口と開発

LaborForceandDevelopmentin」apzm（英語版） Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告絆

－タイ匠l-

ReportonlheSurveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopmentinAsianCountries

-Thailand-（英語版）

５．人口と開発関連統計災

DemographicandSocioEconomiclndicatorson

PopulationandDevelopｍｅｎｔ（英諾版）

”



スライドＨ本の砿業１１M発と人｢１

Jその原勤ブル1畦(－（Ｈ本諾版）

Indust｢ialDevelopmentandPopulationinjapan

２．東南アジア諸国等人ロ・開発雅礎調森報告響

一中華人民共和国一

ReportontheBasicSurvevofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-China-（英語版）

６．

－－ThePIimeMoverEIeclriclly-（英諾版）

日本的J埋止友展｣〕人ｌ１

－－ｊｕｉ(助力－１１２(…（中Ｉ上]識版）

PembaI】gunanlndustridankependuduka'1di」epang

-・PenHjH(erakU[ａｍａ・TcngaLislrik-

（インドネシア謡版）

３．アジア諸国からの労llM1力流111に関するiilM盃研究報fLiTIF

-タイ国一

４．日本の人口と家族

PopulationandtheFamilyinjapan（英語版） 7．ネパール｣掴人I｣家族t汁iihi第二次些礎調盗

Ｃ()ｍｌ)lemeｴｴtarvBasicSurveyReportonPoI〕ulatioI1

釦udFamiIyPlanninginthekingdoｍｏｆＮｅｐａｌ５．アジアの人口転換と開発一統iiil･集一

DemographicTransitionandDevelopmentinAsian

Countries-OverviewandStatistica1Tables～

（英語版）
昭和62年度

1．アジアI渚liilの農村人11と農業1淵発にi１Ｍする調在報告譜

－１１１蕪人氏1跡U(Ｉｌ－

ＲｅｐｏｒｌｏｎｌｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕｒａｌＰopulationand

AgrjculIuralDcvelopmentinAsianCountries

--China--（英識版）

６．スライド

ロ本の人、と家族（日本語版）

FamiIyandPopulaliominjapan

-AsianExpe｢ience-（英語版）

日本的人ｕ５家庭（中国語版）

Penduduk＆Keluargajepang（インドネシア語版）
２．束南アジアI粥I量|等人口・I群１発ﾉ楪礎調炎徽告il｝

－'''1Y人l（共#ⅡｌＩｉｌ－－

ＲｅＰｏｒｔｏｎ【heBasicSurveyofPopul2Uonand

DevelopmentinSouthcastAsianCDunlriｓ

－Ｃｈｉｎａ－－（英繍瓶）

７．ペルー共和国人口家族計iihi基礎調斑

平成元年度

ｌ・アジア諸国の農村人口と農業開発に|乳Ｉする調迩報告１１ド

ーバングラデシュ国一

ReportontheSLIrveyofRuralPopulationand

AgriculturalDevelopｍｅｎｔ－Bangladesh-

（英語版）

３．アジア諸IL1からの労働力流！}Ｉに１１Nする調炎研究報告書

一一フィリピン同一

(１．Ⅱ水の人1-1と農且雛開発

Ｐ()I】ulationandAgricultur2lDevclopmenlinJaI)ａｎ

（災iMi版)

２．東南アジア諸国等人口．開発基礎綱在報告ＴＵｆ

－ネパール国一

ReportontheBasicSurveyoIPoI)ulaLionand

DevelopmentinSoutheastAsjanCountrles

-Nepal-（英語版）

５．ネパールの人１１．１%lﾘﾋﾞ・瑚境

PCR〕ulatiol}’DevcloI〕mentandEnvl｢ｏｎｍｃｎｔｉｎＳｌｅＤａｌ

（災,Mfllliu

６．スライＦ

ＩＩ率ｸﾞ)人LI移動と粍i（発展（[=1本iWf版）

TheMlgratorvMovemenLan【IEconomicDevelop

menllnJapan〈英語版）

１１ｲｴ的人|｣移功ラ鍬i斤没展（'１１厩1諾版）

PerplI1dahanPendudukDanPerkembanganEkonoml

D1」eI>tlI1g（イントネンアIiliIilI4）

３．アジア諸国からの労動力流出に関するi凋森研究報ffilキ

ーマレーシア国一

４．日本の人口構造変鋤と開発

一満齢化のアジア的視点一

StructuralChangeinPopulationandDevelopment

-Japan，sExperlenceinAging-（英語版） 7．トルコ[｣:１人１J家族,iluli）催礎iijMif

５．スライド

商齢化社会への日本の桃ｌｉｉ１ｉ

－生きがいのある老後を目指して－（日本語飯）

Aginginjapan－Chal1engesflndProsnects-
（英語版〉

辺人高齢化社会的日本正面ＩＩＢ挑哉

一道求具生命意又的老年生涯一（１'国語版）

昭和63年度

ｌ･アジア諸倒の農村人口と農業'111発に側する調在報告11ド

ーネバール１１;l－

ＲｅｐｏｒｌｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏ（RuralPopulati⑪nand

ARr1culturaiDevelopmentinAsianCounIries

・Nepal-（英語版）
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３．アジア諸国からの労働力流出に関するi渕從研究報告譜
一中華人民共和国一

TantanganMasVarakalLanjulusiajepaI1g
（インドネシア語版）

４．日本の地域開発と人口尼1990年代の展盟一

Regio[lalDevelopmeI1taYIdPopuIatiDninjaI)an
-TrendsandProspectsinIheI990ｓ－

（英語版）.

６．アジアi渚倒の農業開発－５ヵ国の比鮫一

StratcgicMeasuresfortheAgricuhuralDevelopment
-CompuraliveStrudjesollFiveAsianCountr1eS-

（災語服）

（本作品は、1990年(肋日本視聴覚教育協会主催優秀映
像教材選奨社会教育部門で優秀賞を`受賞｡）

５．スライド

Ｈ本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopulalloｌｌｉｎＪａｐａｎ
（英語版）

日本的区域升友和人口（中岡諮版）

PermbangunanDaerahdanPopulasidi化p&n月
（インドネシア版）

平成２年度

1．アジアI渚IRIの腱村人にIと農業開発に関する調在報告書
一ワィリビンｍ－－

Ｒｅｌ〕ortontheSurvevofRuralPopulationand

Agrlcul1uralDeveloplneIlt－－Ｐｌ]llipl〕ine-
（英識腿）

２．東南アジア,調圧I等人l」・ljM莞JiL礎調査報告課

６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英蔚１Ｍ〔）

平成４年度

Ｌアジア諸刷の農村人｢Iと農業(１１１発'二llUする調侮縦ｉｆ了０１ド
ーマレーシア厩１－－

Relpor（ｏｎｔｈｅＳｕ｢ｖｅｖｏｆＲ１｢alPopulalioI】ｆI】〕d

AgricuIturalDevelopmel1t－Malaysla--
（英講版）

一一バングラデシュ

Reportｏｒ）theBasicSurvev【)fPopuliltionand
DevelopmenlinSoutheastAsial1Countr1es

…Bangladesh-（英語版）

３・アジアI渚lT1からｸﾞ)労働力1/f出にI勘するiilM斑研究撒告i1FO

インドネシアＩｆ１－

２．東南アジア諸国群人｢Ｉ・開発基礎iilM在報肯１１１：

一ベトナムlE1--

Reporl（)ntheBasicSurveyofPoDlIIati【】nand

DeveIopmentirlSoutheastAsia【ｌＣｏｕＩ１ｔｒｊｅｓ

－ＶｊｅｔＮａｍ－（英語版）

４．Ⅱ本の人口・'１３発・殿境一アジアの総蟻－－

Populati()､，Devek)pmenlan〔IEnvi｢onmcI1tin

jaI)と、－－Asi(lnExperlence--(英諦版）

５．スライド

Ⅱ本の環境・人1-1・開発（１１本語版）

Envi『onment･PopulationfIndl〕evelop11mentin
」apa、（災i措版）

日本的坏境・人Ｉル升友（'１１阿諦'１１M）

Lingkul1gaI】・PcndudukdanPeml〕angunanjepang
（インドネシア語版）

（本作IiiI1は、1991年1M)日本視聴覚教育協会主催優秀映
像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア,渚lFlからの労l1Ml力流出に関するii1Mihf研究報告ｉｌド

ースリランカIiil-

４．アジアの雅楽転換と人LI

IndustriaITranslllollfmdPoDulationinAsiと】

（英語版）

５．スライド

lvIHに生きる－－日本の旅業転換と人口一一

（日本語版）

LivingfbrTomorrow－IndusIr1aI

TI-ansitionfRndPopulationjnJapaIr--
（英語版）

生liiliｲIiMM五一Ⅱ本的i勘二並鋳換ヴ人１１－

（中国語版）

６．アジアの人I-lifljTl7化一一統計鵬一一

ProsI)ectsofUrbanizationlnAsia （英語版）

平成３年度

Ｌアジア諸催|の農村人口と農業開発に関する調査報告書
一スリランカＩＩｉｌ－－

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｃＳｕｒｖｅｙＲuraIPopulatiol1and
AgriculturalDevelopmenl--SriIanka-

（英繭版）

ＨｉｄｕｐＵｎｔｕｋＨａｒｉＥｓｏｋ Pera1ihflnStrukluI。

IndustriDfmPopulasiDijepalIg-
（インドネシア講岨》

２．束南アジアi渚凹等人l］・開発遮礎調炎報皆普
一フィリピン同一一

ReportonlheBasicSurvevofPopulａｔｉＤｎａｎｄ
ＤｅｖｅｌｏｎｍｅｎｔｉｎＳ()utheastAsianCountries

--Philippines--（英語版）

平成５年度

ｌ･アジア論liilの農村人口と農業開発にl１０する調従雑｛1rilド
ーーベトナム国一

｡,



ReportontheSurveyofRuTalPopulationand
AgriculturaIDevelopmeｎｔ－ＶｉｅｔＢＩａｍ－

(英語版）

平成７年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発ﾊﾋ礎調炎馴告

書一パキスタン国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculturalandRu｢al

DevelopmentbyProgressStageinAsianCount｢ies

-Pakistan-（英語版）

2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告瞥

一スリランカ国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DeveIopmentinSoutheastAsianCountries
-SriLPmk月一（英語版）２．アジア諸国の都ilJ化と開発埜礎lilM赤報告杏

一ネパール国一

ReportontheSurveyofUrbanizationandDevelopmenL

inAsjanCount｢ies-Nepal-（英語版）

３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChallengeandStrategyofAsianNations

-PopulationandSustalnableDevelopmen-

（英語版）

３．アジア諸国の人間涜源開発と労働力に閲する調森研究

報告書一インド国一

４．アジアにおける女性のエンハワーメント

ＥｍＤｏｗｅｒｍｅｎｌｏｆＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ（英語級） ５．スライド

女たちの挑戦一女性の地位向上と日本の人ロー
（日本語版）

WomenandtheirChallenges－Improvements

intheStatusofWOmenthePopulationofJapan-

（英語版）

女性的挑繊一女性地位的提高与日本的人ロー

（中国語版）

TantanganKaumWElnita

-EmansjpasiWanitadanPopuIasiJepang--

（インドネシア語版）

５．スライド

アジアを拓け－女性たち－（日本語肱）

ABrightofGenderEquality

-EmpowerｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ－（英語ＩＨＩ、

通性目強之路一今日正洲女性一（中国語版）

HarpanCerahbagiPersamaan-KaumWanita

AsiaMerambahJalan-（インドネシア語版）

平成８年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一ラオス人民民主共和国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculturaIand

RuralDevelopmentbyProgressStageinAsian

Countnes-LaoPcople,sDemoTaticRepublic-

（英語版）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書－インド国一

ReportontheBasicSurveyonAgriculturalandRural

DevelopmentbyProgressStageinAsianCountries

-India-（英語版）

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告轡一タイ国一

ReportontheSuweyofUrbanizationandDevelopment

inAslanCountries-Thailand--（英語版）

２．アジア諸匡lの都市化と開発調在報告譜一フィリピ

ンpil-

ReportontheSurveyofUrbanizationandDevelop

mentinAsianCountries-Phjllppines-

（英語版） ３．アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告書－－ベトナム国一

３．アジア諸国の人間賓灘開発と労働力に関する祇森研究

１１１告書一ラオス国一 ４．アジアの女性労働力参加と経済発展

-21世紀の戦略一

Women'sLaborParticipationandEconomicDevelop

mentmAsia-Strategytoward21Century-

（英語版）

４．２１世紀の人ロ・食櫛戦略一アジアと世界一

PopulationandFoodStrategyfor21stcentury

-AsiaandWorld-（英語版）

５．スライド

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsfOrtheWomenofAsia（英語版）

正洲ｊｉﾖ女的新厨程（中国語版）

ＷａｎｉｔａＡｓｉａＫｍｉ……（インドネシア語版）

５．スライド

2025年への決断一アジアの人口期加と食料一

ChallengeandDecisionfortheYear2025

-PopulationlncreaseandＦｏｏｄｉｎＡｓｊａ－

（英語版）
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ＡＰＤＡ日誌

向着2025年的決断一LlIi洲的人口塘儂和糧食一
(中国語版）

TekadUntukTahun2025-Pe｢tambahan’

PopulasidanPangandiAsia-（英語腕）

ＡＰＤＡ 曰誌■■■ U■■

７
月
ｎ
日
「
人
口
デ
ー
』
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委

員
、
北
畑
晴
代
国
際
課
長
が
出
席
。

黒
田
俊
夫
先
生
「
国
連
人
口
賞
」
を
祝
う
会
開
催
。
広
瀬
次
雄
常

務
理
事
、
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
、
大
沢
晴
美
経
理
・
庶
務

課
長
、
楠
本
修
主
任
研
究
委
員
、
北
畑
晴
代
国
際
課
長
が
出
席
。

７
月
咀
日
日
本
財
団
の
助
成
金
交
付
式
に
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
が
出
席
。

７
月
肥
日
労
働
省
。
雇
用
促
進
事
業
団
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
間

資
源
開
発
と
労
働
力
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
研
究
会
を
開
催
。

７
月
加
日
農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・

～
幻
日
農
村
開
発
基
礎
調
査
」
予
備
調
査
団
を
ラ
オ
ス
国
に
派
遣
。
（
楠

本
修
）

８
月
４
日
労
働
省
。
雇
用
促
進
事
業
団
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
間

資
源
開
発
と
労
働
力
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
研
究
会
を
開
催
。

農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・

農
村
開
発
基
礎
調
査
」
の
研
究
会
を
開
催
．

８
月
ｎ
日
労
働
省
・
雇
用
促
進
事
業
団
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
間

～
塑
日
資
源
開
発
と
労
働
力
に
関
す
る
調
査
研
究
」
調
査
団
を
マ
レ
ー

シ
ア
国
に
派
遣
。
（
団
長
隆
矢
憲
一
、
小
野
沢
純
、
大
野
昭

彦
、
楠
本
修
）

８
月
銅
日
橋
本
龍
太
郎
首
相
、
三
塚
博
蔵
相
、
池
田
行
彦
外
相
に
そ
れ
ぞ

れ
来
年
度
予
算
編
成
に
際
し
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
へ
の
拠

出
金
を
削
減
し
な
い
よ
う
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
の
要
望

書
を
提
出
、
陳
情
。
（
桜
井
新
、
谷
津
義
男
衆
議
院
議
員
、
清

水
嘉
与
子
、
南
野
知
恵
子
、
武
見
敬
三
参
議
院
議
員
、
広
瀬
次

雄
常
務
理
事
）
。

９
月
４
日
農
林
水
産
省
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
発
展
段
階
別
農
業
・

～
即
日
農
村
開
発
基
礎
調
査
」
調
査
団
を
タ
イ
国
及
び
ラ
オ
ス
国
に
派

遣
。
（
団
長
福
井
清
一
、
大
野
昭
彦
、
楠
本
修
）

９
月
ｎ
日
本
協
会
理
事
会
開
催
。

平
成
ｎ
年
度
（
財
）
日
本
船
舶
振
興
会
（
日
本
財
団
）
へ
の
助

成
金
及
び
補
助
金
申
請
に
伴
う
平
成
ｎ
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
案
を
承
認
。

９
月
晦
日
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
ロ
・
開
発
事
情
視
察
議
員
団
」
受
入
（
団
長

～
⑲
日
コ
リ
ン
。
ホ
リ
ス
議
員
他
３
名
、
マ
ー
ク
・
ラ
ス
キ
ン
ー
Ｐ
Ｐ

Ｆ
事
務
局
長
補
佐
）
。

阿
藤
誠
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
副
所
長
よ
り

「
日
本
の
人
口
動
向
と
少
子
・
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
」
及
び
阿

部
實
日
本
社
会
事
業
大
学
社
会
福
祉
学
部
長
よ
り
「
日
本
の

社
会
福
祉
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
」
講
義
を
受
け
る
。
松
下
電
器

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
を
見
学
の
後
京
都
に
移
動
、
金

閣
寺
他
を
見
学
。
神
戸
で
は
、
笹
山
幸
俊
市
長
表
敬
、
神
戸
ア

ジ
ア
都
市
情
報
セ
ン
タ
ー
、
神
戸
高
齢
者
総
合
ケ
ア
ー
セ
ン
タ
ー

「
し
あ
わ
せ
の
村
」
、
兵
庫
県
立
こ
ど
も
病
院
周
産
期
医
療
セ
ン

タ
ー
、
震
災
復
興
支
援
館
、
神
戸
市
立
博
物
館
な
ど
を
見
学
。
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◇
爆
発
を
続
け
る
世
界
人
口
が
や
や

鎮
静
化
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
、
と
い

う
。
｜
部
に
は
、
先
行
き
を
悲
観
し

過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
、
と
の
意
見
も

あ
る
が
、
見
落
と
し
は
な
い
か
。

九
四
年
の
国
連
人
ロ
推
計
で
は
二
○

五
○
年
の
世
界
人
口
は
九
十
八
億
人
、

九
六
年
の
同
統
計
で
は
九
十
三
億
六

千
七
百
万
人
。
僅
か
二
年
間
で
四
億

人
以
上
の
下
方
修
正
と
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
か
。
｜
つ
は
家
族
計
画
が
進
ん

で
出
生
率
が
低
下
し
た
こ
と
、
も
う

一
つ
は
死
亡
率
が
上
昇
し
た
こ
と
、

の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

◇
こ
こ
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い

の
が
、
死
亡
率
の
増
大
で
あ
る
。
死

亡
率
の
上
昇
で
人
口
バ
ラ
ン
ス
が
と

ら
れ
る
と
し
た
ら
重
大
な
危
機
到
来

で
あ
る
。

躯
国
連
人
口
賞
の
黒
田
俊
夫
博
士
は
「
死

亡
率
の
上
昇
を
通
じ
て
人
口
解
決
を

す
る
と
い
っ
た
、
地
球
人
口
転
換
の

段
階
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
段
階
」

と
警
告
し
て
い
る
。

◇
い
ま
進
ん
で
い
る
死
亡
率
上
昇
の

要
因
は
、
食
料
難
、
栄
養
失
調
な
ど

で
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
死
亡
率
が
高

い
こ
と
、
エ
イ
ズ
な
ど
感
染
症
の
増

加
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
再
興

感
染
症
の
出
現
、
宗
教
・
部
族
間
闘

争
に
よ
る
地
域
紛
争
で
の
虐
殺
事
件

の
激
化
１
１
な
ど
に
よ
る
。

低
い
出
生
率
、
低
い
死
亡
率
Ｉ
Ｉ
こ

の
両
方
が
車
の
両
輪
の
如
く
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
る
ｌ
こ
れ
が
人
口
問
題

の
望
ま
し
い
姿
で
あ
ろ
う
。

憂
慮
す
べ
き
現
状
を
見
据
え
た
、
総

合
的
、
有
効
か
つ
適
切
な
対
策
、
提

言
こ
そ
が
肝
心
で
、
安
易
な
楽
観
論

は
い
か
が
な
も
の
か
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

表紙の写真脱明ェ～

（ラオス国南部チャンパサック県ガオ・デ

ン村で）

チャンパサック県の大部分はメコン川の

洪水平原に位置し、ラオスの重要な穀倉地

帯である。ガオ・ヂン村もメコンの洪水平

原にある。毎年、メコン川の氾濫か日照り

の被害を受け、米の収量は安定しない。と

りわけ今年は、洪水と干ばつが同時に襲い

深刻な打撃を受けた。この村に、今年から

ポンプ潅概が入った。乾期作ができるよう

になり、村民は大幅な増産に期待をふくら

ませている。

静かな夕べ、子供たちは水汲み、水浴び

に余念がない。
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1997年10月１日発行く季刊〉
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新しい空の旅をめざして､「うれしいことから｣JALはスタートしたいと考えていますb

その第１弾として､｢JALフリーダイヤル(国際線･国内線)｣を､開始いたしました。

ご予約いただくお電話を無料といたします6しかも､全国どこでも同じ電話番号で便利になりました、

今年45周年を迎えるJALの､これからの｢うれしいこと｣にご期待ください。

』ＡＬフリーダ;イヤル

／国際線予約Ｘ国内線予約､

、願ｏ１ｚｏ溺冒識i又函ｏ１２ｏ諾目三ろ升ノ
二ツコーコクザイ 二ツコーコクナイ

、画國Ｏ１ＺＯ－ｚＳ－Ｓ９３１ 函Ｏ１ｚＯ－２Ｓ－Ｓ９フ１

※今までの予約センターの番号はご利用頂けません｡

、 ノ

jl癌111M霧HＪ



後ろの席と､専用シート。

それが､いちばんの愛情で乱

チャイルドシートも､ジユニアシートも､しっかり鐘普
－句［１「］【】［］【】［］【］【】【】［］【･］［】【】［］【】［】【】【＿

チャイルドシートを卒業するころになると､お子さまは遊びざかりで少しもじっとして

いません｡でも､車に乗るときは､ちゃんとジュニアシートを用意して､後ろの席に座

らせてあげてください｡チャイルドシートも､ジュニアシートも､大事なお子さまを守

るために用意したもの｡本当の安全を第一に考えて､正しくセットしてあげましょう。


